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お買い上げの製品について、上記 URL 「お客様のページ」でお客様登録を 
お願いします。 

この「お客様のページ」は、お客様とのコ S ュニケーシヨンを目的とした 
ウェブサイトです。新規登録されたお客様には ID ■ パスワードを発行させて 
いたださ、新製品のカタ□グや取扱説明書のダウン□ー ド、メールマガジン 
の購読など各種ヴービスをご利用いただけます。 
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はじめに 


このたびは、(イオニアの製品をお買い求めいただきましてまことにありびとラ 
ございます。 

この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。特に、本書および別冊の 
r ま全上のごま意」はおずお読み < ださい。 

なお、「取扱説明書」および r ま全上のごを意」は「保証書」、「修理窓□'ご相談窓口 
のご案内」と一緒に必ず保菅してください。 


まを上のご注意 付属の r 哀を上のごを意 J をお読みくだをい 


ま全に正しくお使いいただくために 


給表示について 

この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正し 
くお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産への 
損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしてい 
まず。その表示と意巧は次のよラになっています。 

内容をよく理解してから本文をお読みくださし、。 


絵表示の例 

A A 記号はま意(警告を含む）しなければな5 
ない內容であることを示しています。 

図の中に具体的なま意内容(左図の場含は 
感電を意)び描かれています。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取0扱 
いをすると、人び死亡または重傷を 
負ラ可能性び想定される内容を示し 
ています。 



&記号は禁止(やってはいけないこと）を示 
しています。 

図の中や近くに具体的な禁止内容(左図の 
場をは分解禁止)が描かれています。 


A 注意 


この表示を無視して、誤った取0扱 
いをすると、人び傷害を負ラ可能性 
び想定される内容および物的損害の 
みの発生び想定される内容を示して 
います。 



♦記号は行動を強制したり指示する内容を 
示しています。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場含は 
電源プラグをコンセントか5抜け）び描か 
れています。 


A 警告 


[異常時の処置] 


を 

プラグを巧け 


♦ 万一煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状 
態のまま使用すると火災•感電の原因となります。すぐ 
に機器本体の電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコ 
ンセントか5抜いてください。煙び出なくなるのを確認 
して販売店に修理をご依頼ください。お客様による修理 
は危険ですか5絶対おやめください。 



を 

プラグを巧け 


♦ 万一内部に水や異物等び入った場含は、まず機器本体の 
電源スイッチを切0、電源プラグをコンセントから抜い 
て販売店にご連絡<ださい。そのまま使巧すると火災- 
感電の原因となります。 



€ 

プラグを巧け 


♦万一本機を落としたり、カバーを破損した場合は、機器 
本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか 
5抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると 
乂災-感電の原因となります。 

















付属品を確認する 


はじめに 



田 uu 巧 

ミ照 

ぉぉ曲を 

iffli 



オートセットアップ用 
マイク 


爲 


爲 



単3おアルカリ乾電池 
( LR 6) x 2 

• 取扱説明書(本書） 
• 安全上のご注意 


電源コード 


修理窓 □ 
保証書 


オートセットアップ用 
マイクスタンド 

I ごホ目談窓□のご案内 


リモコン 



放熱性を十分に確保してください。異常凳熱は故障や事故の 
原因となりまず。 

• 本機の上に物を置いたり、巧やシートなどを被せた状態 
でのご使巧は絶対にお止めください。 

• ラック等に設置する場合は、上部に2 0 cm し: LL 空間をあ 
けて < ださい。 


の 


20cm む上離ず 


リモコンの準備 


リモコンに電池を入れる 


の 


嫁メモ 

• 電池を交換するときは、なるべく曰分じ(巧に交換することをおすすめします。已分じ(内に交換しないと、香種 
U モコン設定（畔 P .74 〜 83) び解除される可能性びあります。設定び解除されてしまった場含は、再度設定し直 
して < ださい。 

. U モコンの操作範囲び極端に狭くなってきたら、電池を交換してくださいに本とも新しい単3おアルカ U 乾電 
池をお使い < ださい)。 


電池を誤って使用すると、液漏れした0破裂する危険性びあ0ます。の点について特にご注意くだ 
さい。 

• 新しい乾電池と使用した乾電池を混ぜて使巧しないでください。 

• 乾電池のプラスとマイナスの向きを電池ケースの表示どおりに正しく入れてください。 

• 乾電池には同じ形状のわのでわ電圧の異なるわのびあります。種類の違5乾電池を混ぜて使用しないでくだ 
さい。 

. 不要となった電池を廃棄する場合は、各地ち自治体の指示(条例）に従って処理してください。 

V ソ 





本機 



設置について 


1 0立。 
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三 
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音響効果を加えて調整する . 64 
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DVD 才ーディオ/ SACD (マルチチャンネル 
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はじめに 


特長 


高音質-多機能な本機 VSA - AX 3 のをな特長をまとめました。 r 本書の掲載ページ」に進むと、それぞれの機能や操作 
を楽しんでいただけます。 

か MCACC を搭載 

聴感のみでは正確な調整が難しいマルチチャンネル 
(サラウンド）の設定を自動化しました。レコーディ 
ングスタジオの現場で行われる調整技術を家庭内で実 
現するため、音場を正確に測定し、チャンネル間の空 
間情報の歪みを補正します。 

2 ) あ5ゆるデジタル音芦フオーマット 
に対応 

9日 kHz /24 bit の高音質己 . Ich フオーマット 「DTS 
目日/24」、目 S デジタル標準音声 rMPEG -2 AAC 」、 

「Dolby Digital EX」、「Dolby Pro Lo 封 c II」、 「DTS 
ESJ など現存するあ日ゆるデジタルサウンドフオー 
マツト再生に対応したデコーダーを搭載しています。 


その他のをな特長 

• フ□ントス ピーカーの Bi - Amp 対応： 

スピーカーびノ（イワイヤ対応であれば、ノくイアンプ接 
続によ0高品位な再生び楽しめます。 

• 省エネルギー設計： 

待機時消費電力日. 8 W の省電力設計です。 


MCACC(Multi Channel ACoustic Calibration system ) とな 

パイオニアのアンプとしての設計思想であるマルチチャンネルステレオフォニック思想を深化させる上で、実 
際の制作現場の技術をへのヒアリングを国内外問わず、徹底的に巧ってをました。その中か5、特に映画制作 
のスタンダードを確立したルーカスフィルム社と、音楽レコーディング業界の最高峰エアースタジオ社 （□ ンド 
ン）の技術陣営との巧話か5、特にこれまで現実げ困難であったアコースティックな環境補正を行ラために、「一 
般家庭でも簡単かつ高精度にスタジオと同等の調整を行えること」を目標として、当社研究所で4年の歳月をか 
けて開発したのび、 MCACC(Multi Channel ACoustic Calibration system ) です。この機能により、本機 
ではスタジオ環境に近似した高精度な音場の自動解析処理と最適補正を可能としました。 



本書の掲載ページ 

〇 

〇 

〇 


P.28 

「フ□ントスピーカーの 
Bi - Amp 接続」 

P.33 

「 Suit 巨 ack System (ヴラウンド 
バックシステムの設定)」 


P.59 

「9目 kHz /24 bh : フォーマット 
ディスクの再生について」 

P.85 

「ヴウンドフオーマツトについて」 


P.34 

「Auto Settin 呂 
(サラウンドの自動設定)」 

P.47 

[Acoustic Cal EQ 

(視聴環境の周波数特性の補正)」 









ホームシアター乂 P 3 ガイド 


サラウンドサウンドを楽しむ一般的な機器の組み合わせ（テレビ、 DVD プレーヤー、マルチチヤンネル用 
スピーカーと本機 VSA - AX 3) を例にあげて、それ日の接続、設定か5再生までの基本手順を説明しまず。 

入門ガイドは!•ソ下の3ステップでずずみまず。 

(Stepl") 接続する^™ r テレビ/ DVD プレーヤーの接続」「スピーカーの接続」 
(5 品^設定する 「サラウンドの自動設定」 

(steps') 再生する r 接続した機器の再生」 


( step 1 接続する 

機器の接続を行う場含には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントか5巧いてください。 


テレビ/ DVD プレーヤーの接続 



^ メモ 

• お持ちの DVD プレーヤーのデジタル出力び光端子のみの場をは、光ケーブルでの接続ととちにデジタル入力の 
設定び必要です。（畔 P .55) 

. 同軸ケーブルには、ビデオ（コンポジット）コードを使用でさます。 

. ビデオコードは、コンポジットの他に S ビデオやコンポーネントなどの接続もでさます。 


ホ—ムシアタ—入門ガイド 


















ホー ムシアター入門ガイド 


■ 


スピーカーの 接続 

7 本のスピーカーとサブウーファーをつないだ例です。お持ちのスピーカーに合わせて（サラウンドバック、センター 
ス ピーカーびない場をでわ） 接続してサラウンドサウンドび楽しめます。 



センター サラウンドバック 

スピーカーに)へ スピーカー 

ち ( SBR )/ 左 ( SBL ) へ 


^ メモ 

. 各機器の接続び終わった5、電源コードをコンセントへ差し込みます。（与 P .30) 
• スピーカーの配置につい口か.26〜27をご覧ください。 



(^Step2 設定する 

サラウンドの自動設定 (Auto Setting ) 









ホームシアター入門ガイド 



む STANDBY/ON 
nOFFxaON 


□ □ □ 


[〇 〇] 〇 -〇 〇 
委て-- 


I 〇 〇 0 — 6—0 


国〇 ® I 

-r- ■ || 



2 本機とテレビの電源を入れる 

本体の[日 FF / 日 N ] ボタンを押してから [6 STANDBY / 
日 N ] ボタンを押します。 

^ メモ 

サブウーファーを接続しているとをは、測定のためサ 
ブウーファーの電源を入れてポ U ユームレべルを適度 
に上げておいてください。 


I rn 


I » I 


SYSTEM - 
SETUP 




tel 

M 脚 C ' 

ow イ ; 
^MTER 

33 

严 W 

HMKHT 

i 心 :": 心 1 


rrann top u 扣 u 

A 分 

SYSTEM GUIDE 

s の P A A 

1^1 


3 テレビに本機のメニユー画面を表示させる 

-AMP AMP ボタンを押してか 5 SYSTEM SETUP ボタンを押 

します。 

^ メモ 

SYSTEM SETUP ボタンを巧したあとに、テレビに 
メニュー画面び表示されるよラテレビ側の入力切換を 
合わせてください。 




1 1 

J 


AUDI' 

4 

严一，血‘ 


CHUIEL- CHUIKL+ 

因^田 

BSS es7 BS9 BS11 

b ^ mi 



4オートセットアップを開始ずる 

政下の画面に従って進めます。 

メニユー操作は▲▼で力ーソルを移動して、 ENTER ボ 
タンで決定しまず。 

に tart ] を選んで ENTER ポタンを押すと、測定を開始 
します。 


ENTER 


A 測定中は大さな音でテスト I -ーンび出力 
されます。近隣住宅やルさなお子様などへ 
ミ主胃のご配慮をお願いします。 


^ メモ 

正確な測定のため、測定のときは凹下のよラにしてく 
ださい。 

• 騒音をたてない 

• 各スピーカーと測定用マイクの間をさえぎ5な 
い場所に立つ 


System Setup 


1.Surround Setup 


Auto Surround Setup 





- Set microphone 

[ 2.THX CINEMA Setup ] 

[3. Input Assign ] 

[4. Function Rename ] 

[Exit ] 

o 

► ruicKaiffin i 
[Normal ] 

[Expert ] 

[Exit ] 

り 

• Turn on subwoofer 

► rsaa ] 

^__ 


1 Check!! 1 

Front 

[YES] 

Center 

[YES] 

Surround 

[YES] 

SurrBack 

[YES。] 

Subwoofer 

[YES] 

► 剛 

[Retry] 


[ERR-»Fix SP.J 


1 [Return to Menu] 1 


5スピーカーあり/なしの確認をずる 

2分〜已分後に左のに heck !!」 画面び表示されます。 

[日 K ] を選んで ENTER ボタンを押すと、測定を再開しま 
す。 

^ メモ 

ちしオートセットアップの途中でエラー画面げ出る 
などうまくいかなかったときは 、 「Auto Setting (サ 
ラウンドの自動設定)」（畔 P .34) をご確認ください。 
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ホームシアター入門ガイド 


SYSTEM 

SETUP 


運]霉 [3 処 



6 才ートセットアップを終了する 

左の画面び表おされた5、オートセットアップは完了 
です 。 SYSTEM SETUP ボタンを押して、メニ;!一操 
作を終了します。 


1 speaker Systems Check 1 

Front 

[SMALL ] 

Center 

[SMALL ] 

Surround 

[SMALL ] 

SurrBack 

[SMALLX2 ] 

Subwoofer 

[YES 1 

► iunsi} 

[Exit ] 



(step 3 再生する_ 
接続した機おの再生 


DVD/LD 



INPUT 


VOLUME 


1 DVD プレーヤーの電源を入れる 

2 入カフアンクシヨンを切り換える 

U モコンの MULTI CONTROL ポタンで DVD / LD を還 
ぶ。または I 」モコンの INPUT ボタン、本体の MULTI 
JOG を使って DVD / L □を選びます。 

3 DVD を再生する 
4 音量を調節する 


ディスプレイ- . MASTER VOLUME 









—化。’ 

圈呂 

^ n 国 



^- N 


[6l 


' _! 


o [0 0 ] 0 o ' 0 0 ち■存ろ S —6— 台石 0 
參て另マ^ 0-0 •国風®® @) 

巧 口 

0 



、 一■ 方） 

1__ LJ 1__ LJ 


MULTI JOG 


U モコンの V GLUME ボタンまたは本体の M ASTER 
VOLUME を使って、 - SOclB 撮ル)占、！5十1 2 cl 日撮 
大)で調節でさまず。 


これで入門ガイドは終了でず。 

もし本機の接続、設定、操作で困ったときは、「故障かな？と思った6」（与 P .92) もご覧くださし、。 
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各部のち敬 




广 HUL1I J00 camM • 
setup fciuM 

loo 


0000000 0 — O — O 0 o I 


S^CAK£Ft3 TQfC BJiaftTfCBlf - * VC 

0 0 0 — o — o ♦ 国 


參® #1 



① MULTI JOG (マルチジョグ） 

通甫は入カソースを選巧しまず。本体の SET UP ボタ 
ンまたは U モコンの SYSTEM SETUP ボタンを押し 
たとさはシステムセットアップの設定項目を還がしま 
す。また、 MOVIE や MUS になどの IJ スニングモード 
の還択にを使用しまず。 

② リスニングモードボタン （与 P.60,61) 
MOVIE ボタン 

IJ スニングモードをムービーモードにします。 

MUSIC ボタン 

U スニング モー ドを5 ユージ ック モー ドにします。 

STEREO/D 旧 ECT ボタン 

IJ スニングモードをステレオモードまにはダイレク 
トモードにします。 

③ 皿 OFF—ON ボタン(主電源） 

このボタンび OFF (皿)の巧態ではフ□ントバネルおよ 
ひ' I 」モコンでの操作びでさません。 

OSTANDBY/ON ボタン 

本機の電源を入れたり、スタンバイモードにしまず。 

④ ENTER ボタン 

システムセットアップの設定項目の巧定や U スニン 
グモード ( MOVIE 、 MUSIC ) をま定するときに巧し 
ます。 

⑥ STANDBY インジケーター 

スタンバイモード時に点打します。 

⑥リモコン受光部いも記参勵 

1」モコン信号はここで受信されます。 


⑦ディスプレイ （与 R13) 

⑨ MCACC インジケーター （与 R67) 

Acoustic Cal EQ び ON のときに点口します。まに、 
音場補正の自動測定中ち点打します。 

⑨ MULTI CH IN ボタン （吟 R71) 

U アバネルの MULTI CH IN 端テに接続した機器を再 
生ずるときに巧します。 

⑩ ACOUSTIC EQ ボタン （吟 P.67) 

「視聴環境の周波数特性の補正」での設定を0 N /0 FF 
します。 

⑩ MASTER VOLUME 

本機の音量を調節しまず。 


y モコンの操作節囲 

. リモコンと本機との間に障害物びあったり、リ 
モコン受光部との角度び悪いと操作びできない 
場含びあ0ます。 

. リモコン受光部に直射日光や壁光ななどの強い 
光び当たると誤動作することびありまず。 

• 赤外線を発射する機器のおくで本機を使巧した 
り、赤外線を利巧したほかの U モコン装置を使巧 
した0すると、本機げ誤動作することびありま 
す。逆にこの U モコンを操作ずると、他の機器を 
誤動作させることちあります。 

本機を U モコンで操作する 

ときは、 U モコンをフロ < 

ントパネルのリモコン ^ 

信号受光靴こ 



ホ—ムシアタ—入門ガイドを部の名称 










各部のち敬 


フ□ントパネルドア内部 



① MULTI JOG CONTROL 
SET UP ボタン 

システムセットアップモードにします。 

RETURN ボタン 

システムセットアップモードのときに]つ前の手順 
におします。 

③ SIGNAL SELECT ボタン （吟 R 59) 

入力信号の種類(□に ITAL / ANAL 日 G など)を切り換 
えるとさ押します。 

③ HI-BIT HI - SAMPUNG ボタン （吟 R 70) 

才ーディオスケーラー機能を日 N / OFF します。 

④ SB CH MODE ボタン （吟 R 65) 

サラウンドバックチャンネルの日 N / 日 FF / AUT 日を 
選択します。またサラウンドバックスピーカーを 
N 日（無し）で設定しているとさは、バーチャルサラウ 
ンドバック機能の日 N / OFF / AUT 日を選択します。 

⑤ MIDN に HT ボタン （吟 R68) 

ミッドナイト U スニング機能を日 N / 日 FF します。 

⑥ LOUDNESS ボタン い P .69) 

ラウドネス機能を日 N / OFF します。 

③ VIDEO SELECT ボタン （吟 R 72) 

音楽を聞をなげ5他のファンクシヨンのビデオ映像 
を見るときに押します。 

® DIGITAL NR ボタン （吟 R68) 

デジタルノイズ U ダクシヨンを日 N / OFF します。 


感 EFFECT/CH に VEL (吟 R 41, 63, 64, 70) 
SELECT ボタン 

サウンドディレイ機能、サラウンドモードのエフェク 
トレべルや出カレベルを調整するスピーカーを選択す 
るとさ押します。 

+/—ボタン 

サウンドディレイ値や U スニングモードの効果、ス 
ピーカー出カレベルなどを調整します。 

©MUTING ボタン 

音を一時的に消すときに押します。ちラー度押す 
と、ミュートは解除されます。 

⑩ PHONES (へッ ドホン)端子 

へッドホンを差し込む端子でず。へッドホンを使用ず 
ると、スピーカーか5音声は再生されません。 

©SPEAKERS ボタン （吟 R66) 

スピーカーシステムの A と巨、日 FF を切 0 換えます。 

©TONE CONTROL ボタン い R 69) 

TONE ボタン 
BASS/TREBLE ボタン 
+/—ボタン 

トーンコント□ール機能を設定ずるとをに押しまず。 

® SETUP M に端子 （吟 R 8, 34) 

オートセットアップを行ラ際、オートセットアップ 
用マイクを差し込みます。 

© VIDEO INPUT 端子 （吟 P.22) 

VIDE 日フアンクシヨン巧の接続端テです。（光デジ 
タル接続ち可能です） 
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各部のち茄 


ディスプレイ 


① 


② 


③ ④⑥⑥ 


SIGN AL 11 PRO LOGIC U 
口口 DIGITAL 
DTS ES EX 
DIGITAL I! MPEG 
ANALOG STEREO __ 


SB CH 


__I 厂 DSP -I 
ON MOVIE -I 
OFF MUSIC 


B 

旧 


日 UM 0 

口 ESI'SpVae 


MIDNIGHT TONE DNR 


dB 


Hi-BIT/ I 
r SAMPLING 




を 


感 DSP インジケーター 


® ⑩®感 

① SIGNAL SELECT インジケーター 
(与 R 59) 

現在選択されている機器の入力信号の種類び点灯し 
ます。 

③ デジタルフォーマットインジケーター 
い R 85 〜机 

PRO LOGIC II : □□プ□□ジック II 処理をしてし、ると 
さに点灯。 

Neo :6: Neo : 目処理をしているときに点灯。 

□□D に ITAL : ドルビーデジタル信号を入力している 
ときに点灯。 

DTS : DTS 信号を入力しているときに点灯。 

ES : ES 信号を入力しているとをに点灯。 

EX : EX 信号を入力しているとをに点灯。 

MPEG : MPEG -2 AAC 信号を入力しているときに点 
灯。 

STEREO : 再生出力びフ□ント 2 ch (設定によっては 
サブウーファーを含む)のみの場含と、ヘッドホン挿 
入時に点灯。 

⑤ LOUDNESS インジケーター 

ラウ ドネス機能び日 N のときに点灯。 

④ MIDN に HT インジケーター 

ミッドナイト U ス ニン グ機能げ日 N のときに点好。 

⑤ TONE インジケーター 

I -ーンコント□ール機能び日 N のとをに点な。 

⑥ DNR インジケーター 

デジタルノイズ U ダクシヨン機能が日 N のときに点灯。 

③ VOLUME (音量レベル)表示部 

音量レベルを表示します。- dB び最ルレべルを 

表し、+12 d 目び最大レベルを表します。 

感 Hi-BIT/SAMPLING インジケーター 

才ーディ オスケーラー機能び日 N のとをに点巧。 


MOVIE : U スニングモードで M 日 VIE を選択している 
とさに点な。 

MUSIC : U スニングモードで MUS にを選択している 
とさに点な。 

ご 

: MOVIE 、 MUS にモードでパイオニアオリジナルヴ 
ラウンドモードを選択しているとさに点好。 

® スピーカーインジケーター（与 R 66) 

⑩プ□グラムフォーマットインジケーター 

□□□に ITAL や DTS 信号等び入力された時、そのソー 
スに含まれるチャンネルの情報を点なします。 

L : 左フ n ントチャンネル 
C : センターチャンネル 
R : ちフ n ントチャンネル 
LS : 左サラウンドチャンネル 
S : サラウンドチャンネル(モノラル） 

RS : ちサラウンドチャンネル 

LFE : Low Frequency Effect (超低音の効果音)チャ 

ンネル 

〇：実晩こ LFE 信号び入ってきたときに点灯します。 
「巨.1 ch 再生検出信号」の入ったソースび再生される 
と 「 LS 」 rS 」 「 RS 」 の3つのインジケーターび点巧しま 
す。 

⑩ SB CH インジケーター （与 R 65) 

サラウンドバックチャンネ J レの状態を表します。 
AUTO : サラウンドバックチャンネルまたはバーチャ 
ルサラウンドバック機能び AUT 日のときに点:);了。 

ON : サラウンドバックチャンネルまたはバーチャル 
サラウンドバック機能び日 N のときに点好。 

0 R =: サラウンドバックチャンネルまたはバーチャル 
サラウンドバック機能び日 FF のときに点好。 


を部のを称 
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各部のち敬 


① MULTI OPERATION ボタン （吟 P.80,82) 

マルチオペレーションとシステムオフを実行すると 
さに巧します。 

感 OAMP 電源ボタン 

本機の電源を0 N まには □ FF (スタンノ（イ状態）にす 
るとさ巧します。 

③ MULTI CONTROL 他機器操作ボタン 

IJ モコンで他機器を操作するとき、または本機の入 
力を切り換えるとさ巧します。 

④ U スニングモードボタン （与 P.60,61) 
MOVIE ボタン 

IJ スニング モー ドを ムービーモー ドにします。 

MUSIC ボタン 

IJ スニング モー ドを 5ュージ ック モー ドにします。 

和ーボタン 

M 0 VI E や M U S I C などの U スニングモードを選択し 
まず。 

ENTER ボタン 

M 0 VI E や M U S になどの U スニングモードをま定し 
まず。 

STEREO/D 旧 ECT ボタン 

IJ スニングモードをステレオモードまたはダイレク 
トモードにしまず。 

⑥ VOLUME(+/-) ボタン 

本機の音量を調節するとさ巧します。 

⑧ MENU/SYSTEM SETUP ボタン 

システムセットアップモードにします。リモコンが 
DVD/LD の操作モードのとさはメニュー画面を表示 
します。 


AMP HlIti リ 


f MUVIt~MUSI レ 




獻 


fs 帕的 UND|> 


m 


ENTER 


ACQiy^T ぃ ' 


能が"服が 

— o 卜 









: riAnntL— a レ nw«*cLT ‘ 

苗 Imm 巧 

BSS BS7 BS9 BS11 

包を C 巧 


を© 

VID 防 SEL HI-BfT 



巡没 T CHANNEL VOLUME 

みら 6 


m- 

巧齡 TpE 

m- 

国 


Pioneer 

【 AVAMPU 円 EFO 


⑩数字ボタン 


⑨ソース機器操作ボタン 

③他機器操作ボタンで還択した他の機器を操作する 
とさに巧しまず。 


⑦ ▲/▼/◄/►/ENTER ボタン 

各種設定、メニュー画面で項目を還おした0、巧定 
⑥〜⑩、@、@ (■=> R 78) ずるときに巧します。 

⑧ AUDIO ボタン 

1」モコンび DVD / L □の操作モードのときに、デイス 
クに記録されている音青を選択します。 


モ3ン 


本機に付属して いるリモコンのボタンとその 機能に ついて 説明します。ここでは 本 機の操作に関する機能に ついての み 
記載します。ソース機器や モニター TV を操作する場合の使用例は「他機器の U モ コン 操作」（畔 P .78) をご覧<だ さい。 


⑩ 


政下のボタンは MULTI CONTROL 
ボタンに応じて用途び変わります 


政下のボタンはどの MULTI C 日 NTR 日 L ボ 
タンび選ばれていても 、 TV C 日 NT に設定 
された機器を操作することびできます 


⑩⑩⑩©©露®⑩⑩ @ 

I I r こ 11 11I I 11 


かがみみ 


⑥⑦⑧⑨ 


⑩⑩ 
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各部のを祿 


U モコンの操作モードにしたびってさまざまな目的 
に使用します。 U モコンびアンプ操作モードの場含 
はそれぞれのボタンび政下の働きをします。 

DIMMER ボタン （吟 R 73) 

本体のディスプレイの明るさを調整するとさ巧しま 
す。 

LOUDNESS ボタン （吟 R 69) 

ラウドネス機能を日 N / 日 FF します。 

TONE ボタン （与 R 69) 

BASS/TREBLE ボタン 

I ンコント□ールを設定するとさに押します。 

EFFECT/CH SEL ボタン （吟 R 41, 63, 64, 
70) 

サウンドディレイ機能、サラウンドモードの エ フエ 
クトレべルや出カレベルを調整する スピーカーを 選 
択するとさ押します。 

+/—ボタン 

サウンドディレイ値やリスニングモードの効果、ス 
ピーカー出カレベル、トーンコント□ールなどを調 
整します。 

SIGNAL SEL ボタン （吟 R 59) 

入力信号の種類似 GITAL/ANAL 日 G など)を切り換 
えるとき押します。 

DNR ボタン （与 R 68) 

デジタルノイズ U ダクシヨン機能を日 N / 日 FF します。 

VIDEO SEL ボタン （吟 P .72) 

音楽を聞をなび5他のファンクシヨンのビデオ映像 
を見るときに押します。 

HI-BIT ボタン （吟 R 70) 

才ーディオスケーラー機能を日 N/OFF します。 

⑩ TV CONTROL ボタン 

テレビを操作するボタンです。 

感他機器操作ボタンの TV C 日 NT に登録された機器 
をい つで わ操作することびでさます。 

INPUT SELECT ボタン 

テレビの入力を切り換えます。 

VOLUME (+/—) ボタン 

テレビの音量を調節します。 

CHANNEL (+/—) ボタン 

テレビのチヤンネルを切り換えます。 


U モコンか5信号が送られているときや、設定び正 
しく行われたとをなどに点灯、点滅します。 

® ©SOURCE 電源ボタン 

ソース機器の電源を日 N / 日 FF します。 

@ AMP ボタン 

U モコンをアンプ操作モードにします。 

©ACOUSTIC EQ ボタン （吟 R 67) 

r 視聴環境の周波数特性の補正」での設定を日 N/OFF 
します。 

贷 ) INPUT ボタン 

入カ ソースを 選択します。 

® MULTI CH INPUT ボタン （吟 R 71) 

MULTI CH IN 端テに接続した機器を再生するときに 
押します。 

©SB CH MODE ボタン （吟 R 65) 

サラウンドバックチャンネルの日 N / 日 FF / AUT 日を選 
おします。またサラウンドバック スピーカーを N 日（無 
し）で設定しているときは、バーチャルサラウンド 
バック機能の日 N / 日 FF / AUT 日を選択します。 

©MUTE ボタン 

音を一時的に消すときに押します。もう一度巧すと、 
ミュートは解除されます。 

@ MIDN に HT ボタン （吟 P .68) 

ミッドナイト U スニング機能を日 N / OFF しまず。 

@TOP MENU/GUIDE ボタン （吟 R 78) 

U モコンび D V D / LD の操作モードのとをはトッ つ木 
ニュー画面を表示します。また、 U モコンび TV/SAT 
の操作モードのとさは巨 S デジタル放送の番組表を表 
巧します。 

變 RETURN ボタン 

本磯のシステムセットアップや DVD のメニュー画面 
の操作などで1つ前の手順に戻した0、解除した0 
します。 

@ SUB TITLE ボタン （吟 R 78) 

U モコンび DVD / LD の操作モードのとさに、ディス 
クに記録されている字幕を選択します。 

® REMOTE SETUP ボタン （吟 R 74 〜 84) 

U モコンの各種設定に使用します。 


OTV 電源ボタン 

テレビの電源を日 N / OFF します。 

® LED インジケーター 


を部のを称 
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各部のち敬 


mm：MQ 

參翁;を參© 

の の VIDEO S2.VIDE0 

— AUDIO - VIDEO —— 




錢 ! 


1® 參 


|參參 

因因 



AUDIO - 


デジタル出力 
端子 （■=> P .24) 




デジタル入力 
端モい P .24) 

端子に表示された 
機器と違5機器を 
接続ずるとさは入 
力設定び必要です。 

(与 P .55) 


アナ□グ音声入出力 

AV 機器入出力端モ 

MULTI CH INPUT 

端モ（>=>ド.23) 

(与 P .19, 21, 22) 

端子（畔 P .20,21) 


接続つード/クーブ J レにごし、て{コード/ケーブルはすべて別责 D です。 


■ビデオコード 

一般的な映像用コードで、 
コンポジツトフオーマット 
の映像信号を伝送します。 



為。 


■ S ビデオケーブル 

映像信号の Y と C の2 つの 信号(色 
差信号)か5な0、コンポジットよ 
りを高品位な映像品質を楽しむの 
に適しています。 


な 心 0 

h が 
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■コンポーネント映像ケーブル 

映像信号の 丫、 Cb / Pb 、 Cr / Pr の 3 つ 
の信号(色差信号)からな0、 S ビデオ 
ケーブルよ0ち高品位な映像品質を楽 
しむのに適しています。（ビデオコー 
ド 3 本での接続も巧能です） 



ノ 


リアパネル 


CONTROL IN / 
OUT 端モ （马 P .29) 


MONITOR OUT 端子（畔 P .19) 


PRE OUT 端子 
(畔 P .29) 


旧拟 
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各部のを祿 




-接続の隙は端テの向きを合わせてください。誤った向きで 
む0やり挿入すると、端テび変形し、ケーブルを抜いても 
シャッターび開 5 な<なることがあ 0 ます。 

-長さは 3 m しソ下のものを使用してくださし、。 

-プラグにホコ U び付着したとさは、柔 5 かい巧で拭いてか 
5接続してください。 


スピーカー端子ド P .25) 

別エ U アでのステレオ再生（马 P . 28 ) 

フ□ントスピーカーの Bi-Amp 接続用 （■^ P . 28 ) 




SPEAKERS I 

向。 


巧途設を変更可能 

SURROUND BACK/ 


■ AV コード 

オーディオコードとビデオコードの 
一体化したちの。 K 


を部のを称 
















各機器の接続 


映像機器の接続について 


映像機器を本機と接続する場合は、 ソース機器とモニター TV の接続 コー ドに必ず同じタイプの コー ド/ケーブルを ご 使 
巧 < ださい。 

例えば DVD プレーヤーと本機を S ビデオコードで接続した場を、モニター TV をコンポジットコードで接続しても映像 
は出力されません。 

本機の映像入力と映像出力の関係は政下の表のよラになります。詳細は下の接続例をご賣<ださい。 


IN :ソース機器の接続コード/ケーブル 
OUT :モニター TV の接続コード/ケーブル 
〇 :映儘び出力されます 
X :映儘び出力されません 



コンポジット 

S 

コンポーネント 

コンポジット 

〇 

X 

X 

S 

X 

〇 

X 

コンポーネント 

X 

X 

〇 


例1 ) ソース機器をコンポジットまたは S ビデオコードで接続する場合 

ソース機器一本機ーモニター TV と接続するコード/ケーブルは必ず同じ種類のコードで統一してください。 

例えば、 DVD プレーヤーを S ビデオコードで接続した場を、モニター TV をコンポジットコードで接続してち映像は出 
力されません。 



例 2) ソース機器の映像出力端子が機器によって異なる場合 

下記の組含わせで考えます。 



コンポジットコードで統一 


藏メモ 

録画機器巧の映像出力端子(日 UT ) の信号はモニター出力と同じです。 
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各機器の巧続 


「映像機器の接続について」（马 P .18) をご賣になり、どの方まで接続するかを選択してください。 

各接続]-ド/ケーブルや画質については愼続]-ド/ケーブルについて」（吟 P .16,17) をご賣ください。 

コンポーネント端子で接続するときに、端テ脇の表記とは異なる端テを使用する場含は、「コンポーネントビデオ入力 
の設定」び必要です（畔 P .56)。 

同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するときに、下図と異なる場合は「デジタル入力の設定」び必要 
です（畔 P .55)。 


DIGITAL OUT 
COAX OPT. 


PCM 専用端テ 
は使用しないで 
くだごい。 


DVD プレーヤー 


-:A 114. 4- 4- 


獲爆,;:。雜恐 
爆馨) ◎ 
獲濟が®‘© 
㈱ 罕:參感 I 





TV (モニター)の接続 



DVD プレーヤーのち続 


「映像機器の接続について」（马 P .18) をご覧になり、どの方法で接続するかを選択してください。 

各接続]-ド/ヶーブルや画質については愼続]-ド/ヶーブルについて」（吟 P .16,17) をご覧ください。 
本機の;<ニュー画面(日 SD 画面)は、下記の接続のときに表示できます。 

一 



^ メモ 

TV (モニター)の 1 つの入力に S ビデオやコンポーネントビデオなど数種類のコードを複数接続すると映像び乱れ 
たり巧く写る ことび あります。詳しくは TV (モニター)の取扱説明書をご覧くださし、。 



™ nsi の齡画 DIPInm 



































已 .1 チャンネル 
アナ□グ出力端子付き 
DVD/SACD 


CENTER WOOFER 





FRONT 

OUTPUT 




各機器の接続 


DVD 才ーデイオ/ SACD プレーヤーの接続 


DVD / SACD プレーヤーに己. Ich アナ□グ出力端子びある場合は、本機の MULTI CH INPUT 端テと接続して DVD 
オーディオ/ SACD 再生を行うことびでをます。 DVD オーディオまたは SACD を再生するには入カモードの切り換え 
が必要です。詳しくは 「 DVD オーディオ/ SACD (マルチチャンネル入力）の再生」（畔 P .71) をご覧ください。 


感メモ 

DVD / SACD プレーヤー側の設定で、已 .1 ch アナ□グ出力を日 N に設定しないと音び出ません。詳しくは DVD / 
SACD プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 


資資資這'^資資 

。 旧 思 因 旧常 旧 
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各機器の巧続 


蜘 

3-1 ち式 

4チャンネル出力 




A イビジョンテレビ 
( MUSE デコーダー) 


^ メモ 

サラウンドの接続（《•）は1 P 一 2 P の分岐コード(モノラルーステレオ）をお使いください。 

(八イビジョンテレビ ( MUSE デコーダー)側にサラウンドち/左の出力げある場含は、通常のステレオオーディ 
オコードをお使いください。） 


「映像機器の接続について」（畔 P .18) をご覧にな0、どの方法で接続するかを選おしてくださし、。 

各接続コード/ケーブルや画質については愼続コード/ケーブルについて」（畔 P .16,17) をご覧ください。 

コンポーネント端子や□端テで接続するときに、端子脇の表記とは異なる端テを使用する場合は、「コンポーネントビ 
デオ入力の設定」び必要です（畔 P .56) 。 

同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するとをに、下図と異なる場合は r デジタル入力の設定」び必要 
です（畔 P .55)。 


OUTPUT 

OUTPUT 


i _ DIGITAL OUT_ ^ ク ■ 感 

OPT. COAX if V 


\ 

# 4 感 

L vinpn <5.vinpn 

卜 ST. 

> 衛星チューナー 

II 續戀 = 




BS / CS チユーナーのち続 



面 


本機 U アパネルの MULTI CH IN 端テに、オーディオコード(別売)で接続します。 

この端テに接続した機器の音声を再生するには、入カモードの切0換えび必要です。詳しくは 「 DVD オーディオ / SACD 
(マルチチャンネル入力)の再生」（马 P .71) をご覧ください。 
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各機器の接続 


ビデオデツキや DVD レコーダーのち続 


r 映像機器の接続について」（畔 P .18) をご賣になり、どの方まで接続するかを選択してください。 

各接続]-ド/ヶーブルや画質については r 接続]-ド/ヶーブルについて」（畔 p .16,17) をご賣ください。 

コンポーネント端子で接続するときに、端テ脇の表記とは異なる端子を使用する場合は、「コンポーネントビデオ入力 
の設定」び必要です（畔 P .56)。 

録画をすることを前提とする場含は、ソース機器と録画機器の映像信号をコンポジットか S 2 のどち5かに統一して接 
続する必要びあ0ます。また音声信号についてちアナ n グ接続する必要びあ0ます。 


感メモ 

接続図の中のビデオデッキ 
に）は、ビデオデッキ （1) と 
同様に接続して < ださい。 


ビデオデッキが) 
(または DVR ) 


ビデオデッキ (2) 


[DDIGITAL 
DT&MPE 白 
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ごま r ’ I AC outlet 

テレビやモニターは 
IBR しな u でくださし1。 
似下 


rail 100WW 

Lo 

ごを用巧に巧没 K 巧■否 
お！！! みぐだでい。 
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SURROUND BACK. |6 
R LISIngle) 

戀戀 ® 
戀戀 6 
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愉面 （「 VIDEO 」 人力）の接続 
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各機器の接続 


アナ□グ音声機器のち続 


デジタル出力のある CD プレーヤーや MD レコーダーでは、さ5に r デジタル機器の接続」（畔 P .24) ちでさます。 



苗 メモ A LINE 端テにレコードプレーヤーを接続する 

カセットデッキを設置する場所によっては、再生し /!\ときは、必ずイ]ライヴ内蔵レ]—ドプレ- 
たとさに雑音などび発生する場合びあります。 これ ミ主意ヤーを接続して<ださし''。 

はアンプのトランスによるリーケージフラックス ^- 

(漏れ磁束)の影響によるものです。このようなとき 
には、設置する場所を変えるか、アンプか5離して 
設置してください。 


外部 デコーダーの アナ□グ接続 


マルチチャンネルアナ□グ出力端子(日.1 ch または 7. 1 ch ) を持つ外部デコーダーとの接続には、本機の MULTI CH 
INPUT 端テを使用します。この端子に接続した機器の音声を再生するには、入カモードの切り換えび必要です。詳し 
くは 「 DVD オーデイオ/ SACD (マルチチャンネル入力）の再生」（畔 P .71) をご賣ください。 
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各機器の接続 


デジタル音声機器の接続 


ドルビ'—デジタルや DTS ソフトを再生ずるには、デジタル接続が必要でず。接続は同卽ケーブルまたは光ファイバーケー 
プルで行いまず （1 つの機器に巧してどち!5か一方のみで接続しまず)。 

藏メモ 

PCM / EX 1 D に ITAL / DTS / MPEG 日 UT 端子はデジタル入力された信号を出力しますので、デジタル録音をするに 
は光デジタル入力を持つデジタル録音機器と接続してくださし、。 



PCM 専用端テは使用 (こ > P - 1 9) 

しないでください。 


^ メモ 

どのデジタル入力端子をどの機器に使用するかは自由に変更する 
ことびでをます。ただし、工場出荷時の設定(ち図）と異なる接続 
を行う場合はに间 tal-ln Select (デジタル入力の設定)」（畔 P .55) 
にて設定の変更を行ってください。 

. Digital - 田〜区]には [ TUNER ]、[ LINE ]、[ VIDE 日]を選ぶことび 
でさません。 


デジタル入力端テ 


muGrr 化 . 

OTS.MPEG 

101 訓 

区! 贈 

a ® 

励み 


肖 ®: W 


國網,'£參獲 


參帮 

rmm 



imm 

爆爆… 

閣關 IK 深 ) 續) 
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各機器の接続 




け下のように各スピーカーを接続します。本機でサラウンドを楽しむためには、7本のスピーカーとサブウーファーを 
接続することをおすすめします。 


ま意 


公称インピーダンスが巨£2〜 1 白〇のスピーカーをご使用ください。 

本機ではスピーカーインピーダンスを変更することげできます。エ場出荷時は8〇〜16^2ですび、お手 
持ちのスピーカーび目未満の場含は設定を変更してください。変更のしかたは、「スピーカーイ 
ンピーダンスの切0換え」（次ページ)をご賣ください。 

スピーカーと本機の©および©端子どラしを正し < 接続してください。 

スピーカーコードを接続するときは、芯線をしっかりねじり、スピーカー端テか5はみ出していなし、こ 
とを確認してください。芯線び U アパネルに接触したり、©および©び接触すると保護回路び働いて電 
源びスタンバイ状態になることがあ0ます。 


^ メモ 

また、 ];( 下のようなときはサラウンドバックスピーカーをスピーカー端テ巨として使用することもできます。 

. 方インの U スニングルームがの場所(キッチンなど)でも聴きたいとき。（この場合はステレオ再生になります） 
. フ□ントスピーカーを目 i - Amp で使いたいとを。 

サラウンドバックスピーカーをスピーカー端テ巨として使用するときは「スピーカーの応用接続」（畔 P. 28 ) をご覧く 
ださい。 



スピーカーの接続 
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各機器の接続 


スピーカーインピーダンスの切り換え 


スピーカーインピーダンスの設定は、目〇政上8 0未満の設定と8 n 〜1目 n の設定の2通りあります。お手持ちのスピー 
力一び目 n 政上 SQ 未満の場合は政下の手順で設定を変更してくださし''。（工場出荷時は 8 n 〜1目创こ設定されています。） 


1,2 



2 


1本機をスタンバイげ態にずる。 

スタンバイインジケーターび点灯します。 



6 STANDBY/ON 


SPEAKERS ボタンを巧しなび6 
STANDB 丫ボタンを巧ず。 

スピーカーインピーダンスが変更さ 
れます。 

再度、設定を変更したいときは手順1 
か5や0直してくださし、。 



スピーカーインピーダンスび 8 Q 〜1目 n の場合 


スピーカーインピーダンスび目 nl 苗上 8 n 未満の場合 


スピーカーの 配置に ついて 


スピーカーの配置はマルチチャンネルサラウンド再生において重要な役割を果たします。 

一般家庭における各スピーカーの配置の例は UTF の通りです。 L 处下の図を参考にしなび5 U スニングルームにをわせ 
たスピーカーの配置をお試しください。 


成メモ 

スピーカーを床に直接設置すると、建物に直接振動が伝わ0音質び変わってしまったりします。また、柔5かすざる 
棚の上などを音質に影響びあ0ますので、専用スタンドやコンク U —トブ□ックなどの使用をおすすめします。 


フ□ント&センター 


リスニングポイントか S の角度 



センター ( C ) を使用する場合は広め 
に、センター ( C ) を使用しない場合 
は狭く配置することをおすすめし 
ます。（上図の範囲） 


奥行を 



センター ( C ) はフ□ント （ L / R ) と同 
一面か5フ□ントまでの距離を超え 
ない位置に。フ□ントよりち前方だ 
と音場感を損ねます。 


スピーカーの向を 



中抜け感を防ぐためにをか内振り 
に。ただし、あま0内振0にしすざ 
ると拡がり感などを損ねます。 
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サラウンド & サラウンドパック 


各機器の巧続 


サラウンドバック無しの場合 サラウンドバック1本の場合 


サラウンドバック2本の場合 



サラウンドスピーカー ( LS / RS ) は 
ちの位置よ0上方目 0 cm 〜1 m でや 
や下振りにします。 DVD オーディ 
才用の配置と両立したいとさは媛 
方寄りに配置します。 SL と SR び真 
正面で向さ含わないよラに多少左 
ちに振った0してみてください。 


サブウーファー 


サラウンドバックスピーカー ( S 目 / S 巨 L / S 巨 R ) もちの位置より上方日日 cm 〜 
Im でやや下振りにします。サラウンドバック2本の場合は SBL と S 目 R を隣 
接させ U スニングポジションから等距離に設置(設定)すると THX モード 
(畔 P. 60 , 61 ) の効果び最大限発揮されます。 


接 


特に制限はありませんび、他のスピーカーの低音出力との打ち消し合いび起こ5ないよラな場所に配置してくださ 
い。また、壁の近くに設置すると建物との共振によ0低音び極端に増強される場合がありますのでごま意ください。 


モニター TV とスピーカーの 位置関係 


パヮード 
わ、ノタ— サブウーファー 

スピーカーに） 


フ□ント 
スピーカーち ( R ) 



フ□ントスピーカーはテレビか5等距離になるよラにし 
ます。センタースピーカーはモニター TV 画面に近い方び 
セ U フなどび自然に聞こえます。ただし、テレビび色ず 
れ等を起こすのを防止するた奴、防磁型のスピーカーを 
使用してください。防磁型でない場合は、テレビか5離 
して設置してください。 


スピーカー左 ( L ) 


サラウンド 
スピーカーち ( RS ) 


サラウンドバック 
スピーカーち ( SBR ) 


A 


センタースピーカーをテレビの上 
側に置くときは、適切な方法で固定 
ミ主意 してください。固定しないと地震な 
どの外部の振動により、スピーカー 
び落下してケガをしたり、スピー 
カーを破損する原因となります。 


サラウンド 
スピーカーち ( LS ) 


サラウンドパック 
スピーカー左 ( SBL ) 
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各機器の接続 


スピーカーの応用ち続 


リアパネルの SURROUND 目 ACKiS テは、サラウンドバックスピーカーを接続するだけでなく、フ□ントスピーカー 
の高音質化や、 別エリアでのステレオ再生に使巧できます。 


フ□ントスピーカーの田- Amp 接続 


フ□ント ch 用スピーカーがバイワイヤ U ング対応であれば、さらに高品位な Bi - Amp 巧生が可能です。ただし、 
スピーカーシステムは最大已 . Ich までとなります。 


接続 
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1 SPEAKERS! Si 
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-サラウンドバックシステムの設定 （畔 P .33) 

「Front Bi - Amp 」 を選択してください。 

サラウンドバックかは自動脚こ「無し」に固定さ 


バイワイヤリング対応 
フ□ン トス ピーカー 
裏面 （ L ) 


m 


M 參 L 。 


スピーカー端子因の 
フ□ントとスピー 
力一端子回か5は同 
じ音が出力されます 
ので、 Hi / Lo は A / 巨の 
どち5とでち接続で 
さます。 


れ、最大 5. Ich のシステムになります。 


-スピーカーシステム A/B の切り換え （马 P .66) 
A + 巨 （ SP ^ A 巨）な;通常再生:!犬貢！となります。 

このシステムではサラウンドバック ch 用の回路 
をスピーカー端テ回に使巧しますので、サラウ 
ンドバックかのプ U アウト端子は端テ回と同じ 
出力になります。 


^ メモ 

ネットワークび着脱できるスピーカーの場 
含、ネットワークびかれたままだと効果が 
得5れませんのでごま意ください。 


A フ□ントスピーカーの目 i-Amp 接続をするとさはア 
ンプへの悪影響を防ぐため、スピーカーに付属されて 
注意し、る Hi 丄〇のショートを具は必ずはずして<ださし、。 
詳しくはスピーカーの取扱説明書わご賣ください。 


团 -wire ( バイワイヤ接続の場合） 

「Normal System 」 または 「Second 
Zone 」 でシステムを組む場合は、目 i - 
Amp ではなく日 i - wi 「 e 接続にします。 

スピーカー端子回に、バイワイヤ U 
ング対応スピーカーの Hi と L 日の3本 ] 本はバナナプラグを 



を並列に接続してください。 


用いると便利です 


Second Zone (別エリアでのステレオ再生)接続 


寝室やキッチンなど、^インの U スニングルームとは別の場所のステレオ再生び巧能です。 

-サラウンドバックシステムの設定（畔 P .33) 



[Second Zone 」 を選択してください。 

• スピーカーシステム A/B の切り換え（畔 P .66) 

巨または A + 巨を選択してください。 
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各機器の接続 


他のパワーアンプの接続 


他のアンプをパワーアンプとして本機と組み合わせることびできます。各プリアウト端テか5出力される音はスピー 
力ーシステムによって変わります。 詳しくは「スピーカーシステム A / 巨の切り換え」（畔 P.66) をご賣ください。 



^ メモ 

この接続を巧った場合、個々のアンプの能力やボリューム位置などにより音場補正を正確に行ラことげできない 
場をびあ0ます。 


コント□—ル入力/出カコードのち続 


コント□ール入力/出力端子の付いた複数のパイオニア製品を、本機の U モコン受光部を使って集中コント n —ルする 
ことびでさます。リモコン受光部を持たない機器や、受光部び信号を受け5れないところに設置した機器わリモコン 
操作び巧能となります。 



藏メモ 

. 本機の CONTROL IN 端テにコン|- 
n —ルコードを接続すると、リモ 
コンを本機に向けて直接操作する 
ことはでさません （ U モコン信号受 
光部び機能しな< なります)。 

• 接続には市販のモノラル S ニプラ 
グ付きコード(抵抗なし）をお使い 
<ださい。 

. コント n —ル端子の接続をする場 
合は、必ず音声ケーブルまたは映 
像ケーブルの接続ちして<ださ 
し、。光デジタル接続だけでは、シ 
ステムコント n —ルは正しく動作 
しません。 


本機のリモコン 
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各機器の接続 


電源コードのち続 


すべての接続び終了した5、電源〕ードを家庭用電源コンセント ( AC 100 V )に接続しまず。 


電源コードのつなぎかた 

本機の電源コードは極性管理されています。音質向上のため、極性を合わせることをおすすめします。下図のよラに 
電源プラグの N マークのある側をコンセントの幅の広いち（アース側）にをわせて差し込んで < ださい。 




本機の電源コードは着脱式になっていまずが、付属しているコード(電流容量1已 A 、 
インソケットち式) 1 U がの電源コードはご使用にな目ないでくだをい。 

本機の AC INLET のアース端テは本機のシヤーシに接続されていません。 


機器側 3 P プラグ 


^ メモ 

. 旅行などで長期間本機を使巧しない場合は、必ず電源コンセントか5電源コードを抜いておいてください。た 
だし、]ヶ月程度電源コンセントか5電源コードを巧いた状態またはま電源を日 FF にしておくと本機で設定し 
た各種設定び IJ セツトされますのでごを意ください。 


幅の広い側 




陸 

つ 1 IACIN 

J ィ 


ごま ■. 

テレビやモニターは 
しな U でくだでい. 

1— an 100 WOT 

SPEAKERS 1 

こま月 n に史扭 K 巧塞巧 
巧«み< だな U 。 
i 用 asK ち SS 可拍 i 

A | R FRONT L 

1 戀戀 

S 戀戀 

CENTER 

變 

變 

H SURROUND 

戀戀 

戀戀 

SURROUND 

0 

變 

BACK B 
L(SinQle) 

變。' 

戀 S 


が 



@ 

最後につなぐ 


モ備コンセント (AC OUTLET ) の接続 

[連動100 WWT ] 

本磯の電源スイッチの日 N/STAN 目丫(日 FF ) の切換に連動して、接続した機器の電源を日 N / 日 FF できます。 
接続した機器の消費電力び1日 0 W を超えないようにしてください。 



消費電力びパネルに表示されているワット数を超えるよ' 
ラな電気器具（暖房、アイ□ン、テレビ、 I -ースター、ド 
ライヤーなど）は絶対に接続しないでください。機器の故 
障や火災の恐れびあります。 

テレビは接続しないでください。 

表示されている消費電力び本機のパネル表示値よ0かな< 
てち、電源を入れたときに大をな電流び流れる場をびあり 
ます。 



連動100 WLU 下 
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サラウンドの設定 


サラウンドの設定にごいて 


本機の方ニュー画面の項目 「Surround Setup 」 を操作して視聴環境にをったサラウンド設定を巧います。 


音場補正の設定頂目の詳細と効ま 


し^下4つの設定(補正)を音場補正と呼んでいます。サラウンドの設定とは、この音場補正を行ラことをいいます。本機の 
オートセツトアップ機能を使ラと、これら4つの設定(音場補正)を自動で行ラことびでさます。 

スピーカー システムの設定 


これはソースに含まれる音声成分のすべてを再生するための基本設定です。この設定び正しく巧われないと、ヴウン 
ドトラックの特定チャンネルに収録された音声び再生されなかった0、低域成分び欠落してしまラ、などの不具合び 
発生する場をびあります。スピーカー接続の有り/無しや低域再生能力の大ル、ク□スオーバー周波数などを設定し、 
上記の問題を回避します。 

スピーカー出カレベルの設定 


U スニングポジションでの各チャンネルの音量レベルを一定に合わせる設定です。「スピーカーまでの距離設定」と同 
様に、音の定位感や移動感を正確に再現することが目的です。この設定び正しく行われないと、いわゆる「バランスの 
悪い音」になってしまいます。これまでは聴感での設定び一般的でしたび、この方法では正確な設定は不可能です。プ@ 
□のスタジオ•エンジニアは、 S キシング作業前に必ず専用の音圧測定器で測定を巧い、バランスの微調整を施しま jgg 
す。本機では、 MCACC によって、このプ□レベルの精密な調整びだれでも簡単に出来るよラになりました。 

スピーカーまでの距謎の設定 

実隙には距離を設定することで各チャンネル間の遅延（ディレイ）を算出•補正しています。マルチチャンネル再生で 
は特に重要で、音の定位感や移動感を正確に再現するために必要です。測定巧のマイクを使用して実測した場合は 、^ 
電気的な遅延現象(特にサブウーファーに多く見受け5れる）をも測定します。よって、^ジャー等を使った物理的な^ 
距離測定とは違ラ値び設定される場合わあ0ます。 

お政擇境の周液数特性の補正 (Acoustic Cal EQ ) 


「視聴環境の周波数特性の補正」とは、 U スニングポイントでの視聴環境 I -ータルの周波数特性化 TF 、 F 特)の補正を 
意味します。全チャンネルに同じ種類のスピーカーを使用しても、 U スニングポイントでは音色び違って聞こえま 
す。これは、設置場所-設置方法•壁面•内装、など様々な影響により実際の F 特び違ってしまラためです。 

本機の「視聴環境の周波数特性の補正」では、 U スニングルーム固有の F 特まで含めた補正をすることで、各チャンネ 
ルの音のつなび0び飛躍的に向上させ、これまでにない実像感や U アルな移動感を再現します。スタジオや映画館な 
どにおいてはこの補正は絶対に欠かせないちのです。これびホームシアターとの大さな差でしたび、当社の研究によ 
り、一般家庭環境における F 特の補正には最ち有効であるエンべ□ープ補正で式を採用し、この差を埋めることを巧 
能としました。 

全チャンネルをフラット特性にする 「ALL CH AD 」 UST 」 と、フ □ ントスピーカーの特性に合わせ込む 「FRONT 
AUGN 」 の3種類の補正カーブを用意しました。 

ALL CH ADJUST とは： すべてのチャンネルにおいて調整を行ラことびでをます。部屋の特性を含めて、サブウー 
ファーを除いたすべてのチャンネルの周波数特性をフラッ 卜に浦正します。 

FRONT ALIGN とは： フ□ント左/ち （ L / R )!； ■(外のチャンネルにおいて調整を行うことびできます。フ□ント左/ち 
( L / R ) とサブウーファーを除いたすべてのチヤンネルの周波数特性を、フ□ント ch の特性に含ねせます。 


感メモ 

一度登録した設定内容は本機に記憶されるため、システムを使巧するたびに設定し直す必要はありません。ただ 
し、スピーカーシステムの構成や配置を変更したり、新しくスピーカーを追加したとさには、設定し直す必要び 
あります。また、設定内容は1ヶ月程度、ま電源を日 FF またはコンセントを抜いた状態にしておくとク U アされ 
ますのでごま意ください。 
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サラウンドの設定 

■操作を巧う前には必ず本機の主 電源 ボタンを 0 N (—) にしてくださし、。 


設定頂目の選択 


電源を入れてメニュー画面を開くまでの手順です。ここか5各設定の操作にすすめます。 



メニュー操作は、リモコンの▲▼ボタンで項目を選び、 
ENTER ボタンで決定しまず。 


1 

AMP 

本機の電源を入れ、テレビの電源も入れる。 


⑩ 

テレビは本機の出力映像び表示されるよラにして 
おさます。 

2 


リモコンをアンプ操作モードにずる。 

3 


システムセットアップにずる。 

テレビ画面にセットアップ^ニューび表示されま 


SYSTEM 

SETUP 

す。 




〇 


[1 .Surround Setup ] を選んで ENTER ボタ 
ンで決定ずる。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 
「 Exit 」 を選んで、決定するとシステムセットアッ 
プを終了します。 

[SurrBack System ] (畔 R 33) : 

サラウンドバックチヤンネルをノーマルサラウ 
ンド(目.1 ch または 7. 1 ch サラウンド)用で使用す 
るか、それ政かの用違で使用するかを設定しま 
す。 

[Auto Setting ] ('=> P .34) : 

自動で音場補正を巧います。 

[ Normal ] (畔 R 38) : 

サラウンド設定の基本となる3つの設定を手動で 
自由に設定することびできます。 

|；Expe け] (畔 R 43) : 

音場補正の設定をよりさめ細かく設定すること 
びでさます。 


5 33-42 ぺージに記載されているサラウンドの設定のさ 

項目の手順に従って設定を巧う。 

この場合、各項目の手順2へお進みくださし、。 

游メモ 

. システムセットアップのずべての項目は1つの項目を 
終了ずると、自動的に;欠の項目び還択されまず。 

. RETURN ボタンを巧すと1つ前の手順に戻ることび 
でをます。 
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サラウンドの設定 


SurrBack System (サラウンドバックシステムの設定) 


ここではサラウンドバックチヤンネルをどのように使巧するかを設定します。設定は 「Normal System 」 と 「Second 
Zone 」、[ Front 目 i - Amp 」 の 3 つの中か 5 選択します。サラウンドバックチヤンネルをノーマルサラウンドシステム 
(目. Ich または 7.1 ch サラウンド）として使用したいときは 「Normal System 」 を選択し、スピーカーシステム目として 
インのリスニングルーム外の場所で使用したいときは 「Second Zone 」 を選択します。また、フ□ントスピーカー 
をバイアンプと して使用したいときは 「Front Bi - Amp 」 を選択します（「スピーカーシステム A / 巨の切り換え」畔 P .66)。 



芭>1面資 
包が口 @ 


1-4 


1-4 





圏岂 

口 oT 旦 


己 



〇 

〇[〇]ミち '5 てて 
參了〇 "^6-0 • 

m 

- 




System Setup 

K 田 


2.THX CINEMA Setup ] 
.Input Assign ] 

.Function Rename ] 



4 


SurrBack System 

[Second Zone ] 

[Front Bi-Amp ] 

► [Exit ] 


ここか 6 読む場合は、リモコンのボタンをむ下の順番で 
巧してか S 手順1へお進みください。 

① A 

®2EEi SYSTEM 

1 [1 .Surround Setup ] を選んで決定ずる。 

サラウンドの設定の方ニュー画面になります。 

2 [SurrBack System ] を選んで決定ずる。 

「Normal System 」 と 「Second Zone」、[Front Bi - Amp 」 の 
選択画面び表示されます。詳しい説明は上記をご賣くださ 
い。 

3 [Normal System ] と [Second Zone]、[Front Bi - 誌 

Amp ] のいずれかを選んでミ夫定ずる。 定 

設定されたシステムび反転したまま [ Ex け]び自動で選択されま 
す。 


4 [ Exit ] を決定ずる。 

サラウンドバックシステムの設定を終了します。 
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サラウンドの設定 
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Auto Setting (サラウンドの自動設定) 


本磯のオートセットアップでは従来のマニュアル調整では難し 
かったさまざまな設定を、付属のオートセットアップ用マイクを 
使い自動で高精度に測定、設定することびでをます。「ホームシ 
アター入門ガイド」 Step 2 のサラウンドの自動設定（畔 P .8) と同 
様の設定ですび、ここではより詳しく説明します。 

測定中はスピーカーか5テスト I -ーンび出力され、その音を付属 
のオートセットアップ巧マイクで測定し、解析します。測定項目 
と全体の流れはち記の通0です。 


測定中は大きな音でテスト I -ーンげ出力されま 
す。近隣住宅やかさなお子様などへのご配慮をお願 
いします。 



巧]期測定(測定設備のチ エック) 

①暗騒音馆 E 屋の騒音）の測定 
③マイク感度の診断 
感香 ch のスピーカー有0無し判定 



スピーカーの有り無し判定結果の 
ユーヴー確認(または修正） 



システム全体の解析測定 

® スピーカー システム 

(各 ch の低域再生能力を判定） 
感スピーカーからの距離 

(最適なディレイ値を解析） 
©スピーカーの出カレベル 

(各 ch の出カバランスを補正) 

③視聴環境の周波数特性 
(出力音声の音色を統一） 



[ システム全体の解析結果のチェック 
上記①〜③の測定/解析にかかる時間 

©合計3〜6分程度 


1) 才ートセットアップ用マイクを接続する 


^ メモ 

付属のオートセットアップ用マイクを TV モニターの近 
<に置いてオートセットアツプを巧わないでください。 


'本機の SETUP M にジャックに付属の ' 

、オートセットアップ用マイクのコードを差し込みまず 


// 



〇 

r (AO >06 ccrmix，asHU mi •" / Aco iwtal 

1 SniF ICnffN 1 SIECI MUX MM3HI LOCMK / A£CI W tflATT - MUTM 

lo olo O O O ofo O O 0-0 0 

o 



參 00000 も 目 〇 ® ^ 

に 



パヮード 

わ、ノタ — ヴブウーフア 

スピーカー ( C ) 




フ□ント 
スピーカーを ( L ) 


U スニングポジション 
(ちの位置)に設置します。 


サラウンド 
スピーカーち ( RS ) 


オートセットアップ巧 
マイクスタンド 

オートセツトアップ巧 
マイク 


サラウンドパック 
スピーカーち ( SBR ) 


設置するとさは必ず付属のマイクスタンド 
を使い、水平な台の上にのせてください。 


サラウンド 
スピーカーを ( LS ) 


サラウンドパック 
スピーカーを ( SBL ) 









サラウンドの設定 






3-8 




リモコンをアンプ操作モードにずる。 

U モコンびアンプ操作モードに切り換わりま 
す。 


2 


み 

SYSTEM 

SETUP 


システムセットアップモードにずる。 _ 

テレビ画面にセットアップ;<ニューび表示さ iS 


れます。 


3 [1 .Surround Setup ] を選んでミ夫定ずる。 

サラウンドセツトアップにな0ます。 


定 


[Auto Settin 呂]を選んで決定ずる。 

4 オートサラウンドセットアップモードになり、自動測定の開 
始画面(注意事項)び表示されます。 



2) 自動測定を開始する 


自動設定時における OSD 画面のメッセージの意味 ^ 

■付属のオートセットアップ用マイクを接続して、リスニ 
ングポジションに配置してくださし、。 

-サブウーファーを接続している場合は電源を入れてボ 
U ュームレべルを適度に上げておいてください。 

V_ J 


A 

注意 


手順日にて ENTER ボタンを巧し、才ートサラウン 
ドセットアップを開始すると数秒後にテスト I -ーン 
び大さな音で出力されます。 OdB になってか5マス 
ターボ U ユームを下げることでテスト I ンの音を 
小さくすることちでさますび、正しく設定されない 
場合びあります。ルさなお子様びおくにいる場含な 
どはごま意ください。 


^ メモ 

• 設定の違中で静止画面を3分間放置すると自動的にシステム 
セットアップを終了します。 

• 自動測定中の静止画面(確認画面やエラー^ッセージなど)を3 
分間放置したり、 CANCEL を巧ったときはそれまでの内容は 
設定されません。 

• 測定中は静かにしてください。 

. スピーカーと U スニングポジションの間にある障害物を取り 
除いて < ださい。 

• 測定中は U スニングポジションか5離れて、各スピーカーの 
が側か5 U モコンで操作を巧ってくださし、。 



4 


1 .Surround Setup 

[SurrBack System ] 


[Normal 
[Expert 
[Exit 


Auto Surround Setup 


- Set microphone 
- Turn on subwoofer 


[Cancel ] 


O 


O 


O 



35 









サラウンドの設定 


5 


自動的にボリューム 
を OdB に設定 


測定画面へ 


確認画面へ 


6 


確認画面へ 
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5 [ S ねけ]を還んで決定ずる。 

オートサラウンドセットアップび開始されます。まずは巧期測 
定(測定設備チ王ック）です。この自動測定は数十秒で終わりま 
すので、手順6の画面になるまでしば6くお待ちください。 
「Ambient Noise 」 ：暗騒音馆 K 屋の騒音)の測定をします 
「 Micr 叩 hone 」 ：マイクの感度を診断します 
「Speaker Level 」 ：各スピーカーの有り無し判定をします 

0 スピーカー有り無し判定結果の確認画面になりまず。 

判定結果が合っている場合は roK 」 を選んでミ夫定ずる。 

次の自動設定び始ま0ます。手順7へお進みください。 

判定結果が間違ってしで、もう一度自動測定を試ず場合は 
[ Retry ] を選んで決定しまず。 

手順己へ戻ります。 

判定結果が間違っていて、手動で設定し直ず場合は 
[ ERR 一円 X SP .] を選んで決定しまず。 

設定び間違っているチャンネルを ▲ ▼ ボタンで選び ENTER ボ 
タンで決定し、 ▲ ▼ ボタンで正しい設定に直した後に ENTER 
ポタンで決定します。 

すべてのチャンネルを正しく設定した5▲▼ボタンで[日口を 
選んで ENTER ボタンで決定します。 


7 補正用測定び開始されまず。 

に peaker Systems 」 ：各スピーカーの低域再生能力判定 
["Speaker Distance 」 ：最適なディレイ値を解析 
に hannel Level 」 ：香 ch の出カバランスを補正 
[Acoustic Cal EQJ :出力音声の音色を統一 
これ5の自動設定には接続しているスピーカーの数によって2 
〜曰分程度かかりますので、手順8の画面になるまでしばらく 
お待ち < ださし、。 

3 [Speaker Systems Check 」 の画面が表おされた6 
自動測定は終了でず。 

次ページ「測定結果を確認する」にお進みください。 


^ メモ 

設定の途中で日 SD 画面に何か方ッセージび表示された場含は「自動設定における日 SD 画面の;<ッセージの意味 
(畔 P .96) をご賣ください。 


嫁^ メモ 

判定結果で [ ERR ] び表示された場含は、接続を間違えて 
いる可能性げあります。 [ Retry ] しても結果び同じよう 
な場をは一度電源を切り、スピーカーの接続を確認して 
ください。また、途中で測定エラーによる警告び表示さ 
れている場合びありますので、そのときは画面の指示に 
したびって < ださい。 









サラウンドの設定 


Left 

63Hz 
125Hz 
250Hz 
4 kHz 
11.3 kHz 
TRIM 

[Exit 1 


63Hz 
125Hz 
250Hz 
4 kHz 
11.3 kHz 
TRIM 
[Next ] 
り [^] 


Acoustic Cal EQ Check 
"ALL CH ADJUST" 


SURROUND 0 


Acoustic Cal EQ Check 
"FRONT ALIGN" 


ALL CH AD 」 UST 補正 
フ n ント左チヤンネル 




2種類の補正カーブ 
(ALL CH ADJUST 
と FRONT ALIGN ) に 
ついて測定結果び 
チヤンネルごとに順 
次表示されます。 


FRONT AUGN 補正 
サラウンド左チヤンネル 


3) 測定結まをお認する 


[ Next ] を選んでミ夫定しなが5、測定された内容を攻下の順に確認ずる。 

• 途中で確認画面を終了するときは ▲ ▼ ボタンで [ Exit ] を選び ENTER ポタンを押します。 


スピーカーシステム 
(各スピーカーの低域再生能力判定） 


スピーカーまでの距離 
(最適なディレイ値を解析） 


スピーカーの出カレベル 
(各 ch の出カバランスを補正） 


1 Speaker Systems Check ' 


Speaker Distance Check 




Left 

2.7m ] 

Front 

[SMALL ] 


Center 

2.4m j 

Center 

Surround 

[SMALL ] 

[SMALL ] 


Right 

Surround 岛 

2.4m j 
1.1m] 

SurrBack 

[SMALLx2 ] 

SurrBack 回 

1.2m] 

Subwoofer 

[YES ] 


SurrBack O 

1.6m ] 

► [[2133]] 

[Exit ] 



Surround 0 

1.8m ] 



Subwoofer 

► [ES33] 

[Exit 1 

3.3m j 




Channel Level Check 


Left 

Center 

Right 

Surround 面 
SurrBack 巧 
SurrBack 0 
Surround 0 
Subwoofer 


Subwo 

► [[JS3]] 

[Exit ] 


+1.5 化 ] 
+1.5 化 ] 
+2.0 化 ] 
-3.5 化 ] 
•1.5 化 ] 
+3.0 化 ] 
+2.0 化 ] 
+5.0 化 ] 




視聴環境の周波数特性 
(出力音声の音色を統一） 


視聴環境の周波数特性 
(出力音声の音色を統一） 


設 

巧 


• 最後の画面になると、力ーソルが自動的に [ Exit ] を指します。そこで ENTER ボタンを巧ずと 、 Surround Setup 
画面に戻ります。 

^ メモ 

. サブウーファーまでの距離の設定結果は、他のスピーカーに比べて部屋の環境の影響を受けやすい上に 
サブウーファー本体が持つ回路の影響で、距離びやや遠くなることびあります。しかし、ここで設定さ 
れた距離は、それらの影響を含めた最適な測定結果ですので、距離を修正する必要はあ0ません。 

• 上記の各測定項目について、詳し<は「音場補正の設定項目の詳細と効果」（畔 P .31) をご覧ください。 


2 [ Exit ] を選んで決定ずる。 

Surround Setup が終了し、通常動作に戻ります。 

3 もう一度忙 xit ] を選んで巧定ずる。 

System Setup び終了し、通常動作に戻りまず。 

政上で才ートセットアップは終了でず。アコースティックキヤ U ブレーシヨン EQ び自動的に ALL CH ADJUST で 
日 N になり、 MCACC インジケーターび点灯しまず。 


5 0 5 5 0 

- . 

- 2 4 5 0 0 

+ - - + + 


5 〇 5 5 〇 

_ . 

- 2 4 5 0 0 

t - + + 
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サラウンドの設定 


Normal (聴感によるサラウンドの設定) 


「八山〇36なゎ邑(サラゥンド自動設定)」（马ドぶ,34)で才ートセットアップを巧った場合は、ここでの設定は必要ありませ 
ん /。 

ここでは、サラウンド設定の基本となる 「Speaker Settin 呂（スピーカーシステムの設定)」、に hannel Level (スピ ー 
カー出カレベルの設定 )」、 [Speaker Distance (スピーカーまでの距離の設定)」を手動で設定します。それぞれの詳 
細は「音場補正の設定項目の詳細と効果」 （ c => P .3 i ) をご賣ください。 


SVSTEh/a^^^^a\ 。 山 0E 

Iddtt 

墨 

MU 化 - CHUKl+ 

坦 ft 白置_ 
お心 e 巧 


1-3 


岡己 


ここか6読む場合は、 U モコンのボタンを1<ソ下の順番で 
巧してか5手順1へお進みください。 


1-3 




) [〇 〇1〇 ~〇 〇 〇 〇 
參了 5 て心こ "6 • 


System Setup 

[ 2.THX CINEMA Setup ] 
[3. Input Assign ] 

[4. Function Rename ] 
[Exit ] 


1.Surround Setup 

[SurrBack System ] 
[Auto Setting ] 


[Expert 
[Exit 


o 

〇 3 

o 




②み 


1[1 .Surround Setup ] を選んで決定ずる。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 

2 [ Normal ] を選んで決定ずる。 

サラウンドの基本設定の;<ニュー画面になります。 

「 Exit 」 を選んで、決定するとサラウンドの基本設定を終了しま 
す。 

^ N 

[Speaker Setting ] (畔 P .39) : 

スピーカーの有り/無し、低域再生能力の大/かを設定しま 
す。 

に hannel Level ] (畔 P .41) : 

一\ U スニングポジションでの各チャンネルの音量レベルを一定 

J に含わせるように設定します。 

[Speaker Distance ] ('=^ P .42) : 

U スニングポジションからスピーカーまでの距離を設定しま 


39〜42ページに記載されているサラウンドの基本設定 
の各項目の手順に従って設定を行ラ。 

この場を、各項目の手順3へお進みくださし、。 








サラウンドの設定 


Speaker Setting (スピーカーシステムの設定) 


接続したスピーカーについて、この設定を巧います。どのチャンネルのスピーカーび接続されているか、さらに各ス 
ピーカーの低域再生能力の大小を設定することで、再生するソースの全音域を最適なチャンネルへ配分するための設定 
です。お持ちのスピーカーシステムや視聴環境などに合わせて正しく設定してください。 



包!曲巧 


1-7 


1-7 



3 


Normal 

► [Ml 化 I リルが n 而 I ] 
[Channel Level ] 
[Soeaker Distance ] 
[Exit ] 


4 


THX スピーカーを 使巧していると を 
は、すべて [ SMALL ] に設定します。 


[» 


Speaker Setting 

► Front 
Center 
Surround [ SMALL 1 

SurrBack [ SMALL'S] 

Subwoofer [YES ] 

[Exit] 

〔（THX Speaker:SMAL し ） I 


5 


Speaker Setting 

► Front 
Center 
Surround 
SurrBack 
Subwoofer 
[Exit] 


[Bsimi 

[SMALL 
[SMALL 
[SMAL い 2 
[YES 


(THX SpeakenSMALL) 


Speaker Setting 


Front 

LARGE ] 

Center 

SMALL ] 

Surround 

SMALL ] 

SurrBack 

SMALLx2] 

Subwoofer 

YES ] 

►[国] 


(THX SpeakeriSMALL) ^ 



ここか 6 読む場合は、 U モコンのボタンを L ソ下の順番で 
巧してか5手順1へお進みください。 


①^^ 



② A 

SYSTEM 

SETUP 


1 [1 .Surround Setu p ] を選んでミ夫定ずる。 

サラウンドの設定の六ニュー画面になります。 

2 [ Normal ] を選んで決定ずる。 


3 [Speaker Setting ] を選んでミ夫定ずる。 

スピーカーシステムの設定になります。 

4 設定ずるスピーカーを選んで決定ずる。 

5 手順4で選んだ スピーカーについて 設定し、決定ずる。 

スピーカーごとに！; TF を選べます。各項目の意巧と設定方法に 
ついては次ページの説明をご覧ください。 


Front 

( フ □ ント） 

に MALL]* 1 [LARGE] 

Center 

( センター） 

に MALL] [LARGE] [NO] 

Surround 

( サラウンド） 

に MALL]*2 [LARGE] [NO]*] 

SurrBack 
( サラウンドバック） 

[SMALLX2][SMALLX1] 

[LARGEX2] [LARGEX 1][N0] 

Subwoofer 
( サブウーファー） 

[YES] [PLUS] *4 [NO] 


^ メモ 

去1 Front 口□ント)を [ SMALL ] に設定すると、その 
他のスピーカーで [ LARGE ] は選べません。 

夺2 Surraund (サラウンド)を [ SMALL ] に設定する 
と、 SurrBack (サラウンドバック)で [ LARGExS ] 
[ LARGEX 1] は選べません。 

去3 Suit 日 und (サラウンド)を [ NO ] に設定すると、 
SurrBack (サラウンドバック)はトー]表示され、 
選択することはでさません。 

夺 4 すべてのスピーカーをに MALL] に設定すると、サ 
ブウーファーで [PLUS][N 日 ] は選べません。 


6 それぞれのスピーカーに手順已~6を繰り返ず。 

7 [ Exit ] を還んでミ央定ずる。 

スピーカーシステムの設定を終了します。 

41ぺージのに hannel Level ] に進みます。この場合、41ぺ一 
ジ手順3へおをみください。 
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サラウンドの設定 


スピーカーシステム各頃目の設定方ま 


項目 

sn * 中 
巧疋 

備考 

ス 

ピ 

SMALL 

低音域を他の [ LARGE ] スピーカーまたはヴ 
ブウーファーから出力する場合。 

めやすとしてコーンサイズ(振動板の直径)び 

1 2 cm 未満のスピーカー。 

1 

力 

1 

LARGE 

低音域を再生する能力びある場合。 

めやすとしてコーンサイズ(振動板の直径)び 
12 cm な上のスピーカー。 

フサ 

アブ 

SMALL/LARGE X 1 

サラウンドバックスピーカーを1本接続してい 
る場合。 


1 ヴ 

1 U 1 
が 

SMALL/LARGE X 2 

サラウンドバックスピーカーを2本接続してい 
る場合。 



NO 

接続していない場合。 

そのスピーカーからは出力されません。 

ヴ 

ブ 

ヴ 

1 

フ 

ア 

1 

YES 

接続している場合。 

LFE 成分と [ SMALL ] 設定した他チャンネル 
の低域成分が出力されます。 

NO 

接続しない場合。（低域成分は他の [ LARGE ] 
スピーカーから出力されます。） 

サブウーファーからは出力されません。すべ 
てのスピーカーを [ SMALL ] 設定した場合 
[ N 0]は設定できません。 

PLUS 

LFE 成分と他チャンネルの低域成分を出力さ 
せる場含。 

LFE 成分と Front / Center チャンネルの低域 
成分が出力されます。 


サブウーファーの [ PLUS ] はオートセットアップ（畔 P .8,34) では設定されません。お好みに応じて設定してください。 


スピーカーシステム 組み合わせ表 


於下の組み合わせび設定可能です。 


フ□ント 

センター 

ヴラウンド 

サラウンドパック 

ヴプウーファー 

SMALL 

SMALL /NO 

SMALL 

SMALL X 1. 2 /NO 

YES 

NO 

NO 



LARGE 

LARGE X し 2 /SMALL X 1、 2 /NO 


LARGE 

LARGER SMALLX NO 

SMALL 

SMALL X 1、 2 /NO 

YES / NO/PLUS 



NO 

NO 



太字：工場出荷時の設定与 THX スピーカーを使用の場合は工場出荷時の設定にしてください。 


サブウー■ファーの再生する音域が分 _ 

フ□ント、センタースピーカーの設定によってサブウーファーの再生する音域成分は!^处下のようにな0ます。 


ホ 



フ□ント/センター 
スピーカー 
SMALL 
LARGE 
LARGE 
LARGE 


LFE = 超低域音靑成分 

LFE とは音声信号に含まれる超低域成分です。この成分 
が入力されるとディスプレイのインジケーターび点巧し 
ます。この成分は常に含まれているとはかざりません。 


_^ C _ 

ク□スオーパー周波数(工場出荷時： 8日 Hz ) 

お手持ちのスピーカーに合わせて設定してください(兮 P .44) 


*2 [ PLUS ] 設定の場合はヴプウーファーから LFE 成分 
に加え Front / Center の低域成分も出力されます。 


. 2 ch 再生で低域をサブウーファーからも出力したい場合は、フ□ント [ LARGE ]、 サブウーファー [ PLUS ] に設 
定することをおすすめします。 

. マルチチャンネル再生で、よりサブウーファーから低音を再生したい場含はサブウーファー [ PLUS ] に設定する 
ことをおすすめします。 

. サブウーファー [ PLUS ] に設定した場合、サブウーファーの低域成分とフ□ントの低域成分の巧ち消しをいが 
発生し十分な低音の効果び発揮されないことびあります。このよラな場合は、まずスピーカーの設置場所や向 
きを変えてみてください。それでも解消されない場合は実際に音を出しなび5サブウーファーを [ YES ] にした 
り、フ□ントを [ SMALL ] にしてみて比較し、最適な設定にしてください。 











サラウンドの設定 






U スニングポジション(視聴位置)での各チャンネルの音量レベルび一定に揃うように調整します。実隙に出力されるテ 
スト!-ーンをちで確かめなび5手動で各スピーカーの出カレベルを調整します。音圧計をお持ちの場含は、音圧レベル 
を C ウェイト/ス□ーモードで7已 d 目 SPU こ調整してくださし、。 


aN^uide 

次一^, 

因国_ 
远がけが 


1—8 


1-8 



r 二 - 二 1 s .A. s —— , 
) I 〇 ol o o o o o 

參了吕 "〇^〇-〇 • 


ここか6読む場合は、リモコンのボタンを下の順番で 
巧してか6手順1へお進みください。 




② 


1 [1 .Surround Setup ] を選んで決定ずる。 

サラウンドの設定の方ニュー画面になります。 

2 [ Normal ] を選んでミ夫定ずる。 

3 に hannel Level ] を選んで決定ずる。 

スピーカー出カレベルの設定にな0ます。 

4 設定方法を選んでミ夹定ずる。 

[ Manual ] :テスト!-ーンを再生するスピーカーを手動で切り 
換えて調整します。この場合は手順已へお進みください。 
[ Auto ] :テスト! -- ンを再生するスピーカーび自動で切り換 
わります。この場合は手順目へお進みください。 


テストトーンは大きな音で再生をれまず。 
MASTER VOLUME は自動的に OdB になり、数秒 
後にテストトーンが再生をれまず。 


5 調整ずるスピーカーを選んで決定ずる。 

6 チャンネルレベルを調整ずる。 

-1 日 d 目から十]日 d 目の範囲内において日.已 d 目間隔で調整する 
ことびでさます。 

[ Manual ] の場含：手順己で選んだスピーカーのチャンネルレべ 
ルを ▲ ▼ボタンで調整し、 ENTER ボタンで決定する。順7へ 
お進みください。 

[ Auto ] の場合：自動で選択されたスピーカーのチャンネルレ 
ベルを順次 ▲ ▼ ボタンで調整する。すべてのチャンネルレベル 
を調整した5手順8へお進みください。 



それぞれのチヤンネルに手順已〜6を繰り返し、ずべて 
のチヤンネルレベルを調整した S [ Exi 1:] を選びまず。 


3 ENTER ボタンを巧して [ Exit ] (または [ Exit 二 Push 
Enter ]) をミ夫定ずる。 

スピーカー出カレベルの設定を終了します。 

次ページの 「Speaker Distance 」 に進みます。この場合、42 
ページ手順3へ進みます。 



サブウーファーか5のテストトーンは周波数び低^ 
いため実隙のレベルよりちルさく聞こえる場合びあ 
0ます。 


Channel Level (スピーカー出カレベルの設定) 


^ 5055000 
n 1231320 

口：--:"一 


LCRSSSSSC 
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サラウンドの設定 


リスニングポジション(視聴位置）からスピーカーまでの距離を設定することにより、各チヤンネルの再生にディレイ 
タイムび付加され、 U スニングポジションで適切なサラウンド効果を得ることびでさます。マニュアルで設定する場 
合は、それぞれのスピーカーか5視聴位置までの距離を測り、ここで指定してください。本機は、指定された距離か 
5自動的にディレイタイムを算出します。 


8可/^ 


因匯 I 国因 

BSS BS7 、 SS, BS11 

@ @ Q @ 


1-7 


1-7 


气岂 




> [〇 〇| 0 0 0 0 0 
參了〇 "〇^6-6 • 


ここか5読む場合は、 U モコンのボタンを！•ソ下の順番で 
巧してか S 手順1へお進みください。 




② 


[1 .Surround Setup ] を選んでミ央定する。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 


2 [ Normal ] を選んで決定ずる。 

3 に peaker Distance ] を選んでミ央定する。 

スピーカーまでの 距離の設定にな D ます。 

4 設定するスピーカーを選んでミ央定ずる。 


5 手順4で選んだスピーカーまでの距離を設定し、巧定 
する。 

0.1 m か5目 m の範囲内において 0. 1 m 間隔で設定でさます。 

6 それぞれのスピーカーに手順4〜5を繰り返ず。 

/ [ Exit ] を選んで決定ずる。 

スピーカーまでの 距離の設定を終了します。 


SYSTEM SETUP ボタンを巧してシステム 
。タセットアップを終了ずる。 


本機び通常操作に戻ります。 


^ メモ 

サラウンドバックスピーカーを2本接続した場合は、設置およ 
び設定を U スニングポジションから等距離にしますと 、 THX 
モードの効果び最大限に発揮されます。 


Speaker Distance (スピーカーまでの距離の設定) 
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サラウンドの設定 


Expert (詳細なサラウンドの設定) 


エキスパートサラウンド設定はより深くサラウンドを楽しみたい方のための設定です。必ず行わなければな5なし、設 
定ではありませんび 、 「Auto Settin 呂(サラウンドの自動設定)」や 「 Normal (聴感によるサラウンドの設定)」で設定さ 
れた値に対して、さらに詳細に調整できます。 Expert 設定を巧う前には 、 「Auto Settin 呂(サラウンドの自動設定)」 
でオートセツトアップを行うことおすすめします（畔 P .34)。 


■ 操作を巧う前には必ず本機のま電源ボタンを 0 N (—) にしてください。 


設定項目の選択 




1 

AMP 

⑩ 

本機の電源を入れ、テレビの電源ち入れる。 

テレビは本機の出力映像び表示されるよラにして 
おさます。 

2 


U モコンをアンプ操作モードにずる。 

3 

み 

システムセットアップにずる。 

テレビ画面にセットアップメニューび表示されま 


請端 M 

す。 

4 

を 

[1 .Surround Setup ] を選んで ENTER ボタ 
ンで決定ずる。 


一 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 

5 

を 

[ Expert ] を選んで ENTER ボタンで ミ 夫定ず 
る。 


が 

エキスパートサラウンド設定の^ニュー画面にな 

ります。 


[Crossover Network ] (畔 R 44) : 

オート セッ トアップでル ( small ) に設定されたスピーカー 
があるとさ、 何 H Z l ^ TF の低音域を他のスピーカーで再生す 
るのかを設定します。 

[Fine Channel Level ] (畔 MS ) : 

オートセットアップで設定された各チヤンネルの出カレべ 
ルをより細やかに調整します。 

[Fine Channel Delay ] (畔 Pi 46) : 

オートセットアップで設定された各チヤンネルのディレイ 
値をよ0細やかに調整します。 

[Acoustic Cal EQ ] (畔 R 47) : 

オートセットアップで設定された視聴環境の周波数特性の 
補正をより細やかに調整したり、調整した値を保存したり 
します。 

广 [Bass Peak Level ] (畔 R 52) : 

LFE チヤンネルのピークレベルを設定します。 

一 [ D-Range Control ] (^ P .53) : 

ダイナ S ックレンジをどの程度圧縮するかを設定します。 

\_ J 

6 44-已3ぺージに記載されているさ項目の手順に従って 

設定を巧ラ。 

この場合、を項目の手順3へおをみください。 


設 

定 
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サラウンドの設定 


Crossover Network (ク□スオーパー周液数の設定) 


r スピーカーシステムの設定」でル ( SMALL ) に設定されたスピーカーびあるとき、何 HzL 处下の低音域を他のスピーカー 
(サブウーファーを含む)で再生するのかを設定します。 



ここか6読む場合は、リモコンのボタンをむ下の順番で 
巧してか S 手順1へお進みください。 

①圓一②％ 

SETUP 

1 [1 .Surround Setup ] を選んで決定ずる。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 

2 忙 xpe け]を選択して決定ずる。 

エキスパート設定の方ニュー画面になります。 

3 に rossover Network ] を選択して決定ずる。 

ク□スオーノ（一周波数の設定になります。 

4 他のスピーカーで再生ずる低音域を何 HzLU 下にずるか 
を選択して決定ずる。 



例えば、[已日 Hz ] を選択すると、日日 Hzl ^ TF の低音域び他のス 
ピーカーで 再生されます。 

選択された設定び反転したまま [ Exit ] び自動で選択されます。 


5 [Exi 口を決定ずる。 

ク□スオーノ く一周波数の設定を終了します。 


^ メモ 

工場出荷時は8日 Hz に設定されています。 

THX スピーカーをご使用の場含は、8日 Hz に設定してくださし、 
それぞれのスピーカーの性能によ0ますび、すべてルさし、ス 
ピーカーを使用している場含は200 Hz に設定することをおす 
すめします。 
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サラウンドの設定 














1—8 


1-8 


I ■_!_J 


ここか6読む場合は、リモコンのボタンを下の順まで 
巧してか6手順1へお進みください。 


① 


② 



諮脚 


1 [1 .Surround Setup ] を選んで巧定する。 

サラウンドの設定のメニュー画面になりまず。 

2 忙 xpe け]を選択してミ夫定ずる。 

エキスバート設定のメニュー画面になります。 

3 [Fine Channel Level ] を還択してミ夫定する。 

スピーカー出カレベルの巧やかな設定になりまず。 

4 フ□ントをチャンネルのレベルを調整してミ夫定ずる。 

フ□ント左チヤンネルか5テスト I ''ーンび出力されまず。 


設 

定 


犀 

注意 


テストトーンは大きな音で再生されまず。 

MASTER VOLUME は自動的に Od 日になり、数秒 
後にテストトーンが再生されまず。 


5 調整したいスピーカーのチャンネルを選がして決定する。 

選択したチャンネルとそのチャンネルに対して最ち最適と思 
われるちラ]つのチャンネルか5テストトーンび出力されます。 

6 チャンネルレベルを調整して決定ずる。 

-1 日 d 目から十]日 d 目の範囲内において日.已 d 目間隔で調整する 
ことびでさます。 

調整方法については上記の説明をご賣ください。 

決定すると自動的に次のチャンネルび選ばれ、そのチャンネル 
からテスト I -ーンび出力されます。 

7 それぞれのチャンネルに手順日〜6を繰り返し、ずべての 
チャンネルレベルを調整した S [ Exit ] を選びまず。 

3 忙 xit ] を決定ずる。 

スピーカー出カレベルの細やかな設定を終了します。 


+1 
+1 
+2 
-1 
+3 
+2 
+ 10 


Right 
Center 
Surround Q 
Surround 0 
SurrBack g 
SurrBack 巧 
Subwoofer 

►[画] 


Fine Channel Level (スピーカー出カレベルの細やかな設定) 


フ□ント左スピーカーを基準としてその他のチヤンネルレベルを調整します。選択したチヤンネルとそのチヤンネルに 
巧して最も最適と思われるもう1つのチヤンネルからテストトーンび再生されますので、そのテストトーンどうしび同じ 
大ささに聞こえるよラに調整します。 


Fine Channel Level 
STD:Left +1.5 化 




口己 I -丘 

己ご I Q I 



AMP 




5505000 


45 










サラウンドの設定 



選択したチヤンネルとそのチヤンネルに対して最ち最適と思われるちラ1つの 
チヤンネルか5テスト I -ーンび再生されます。その2つのスピーカーに対してち 
図のよラに立ち、2つのテストトーンの聞こえるポイントび真ん中になるよラに 
調整します。なお、サブウーファーは、この方法でディレイ値を含わせるのが困 
難です。この場合は、テスト信号を出しなび5距離の値を動かし、視聴ポイント 
でテスト信号の音量び最も大きくなるように調整してください。 




四 ！！!/ TOP MENU 

苗匯 1 国を 
由を@巧- 


1—8 


1-8 


ここか5読む場合は、リモコンのボタンを下の順番で 
巧してか6手順1へお進みください。 

① ② 


[1 .Surround Setup ] を選んでミ夫定ずる。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 


2 [ Expert ] を選択してミ夫定ずる。 


貢 S 




rsv—3S1 se .JA. 占 ——-, 

)I 〇 ol 00000 
お 了 0 "〇^6-6 • 


エキスパート設定のメニュー画面になります。 


3 [Fine Channel Delay ] を選択して決定ずる。 

スピーカーまでの距離の細やかな設定になります。 

4 フ□ント左チヤンネルのスピーカーまでの距離を調整し 
てミ夫定ずる。 


5 調整したいスピーカーのチャンネルを選択して決定ずる。 

選択したチャンネルの スピーカーとちラ 1つの スピーカーか 5テ 
スト!-ーンび出力されます。 


スピーカーまでの 距離を調整して決定ずる。 

0.1 m から 9 m の範囲内において日.] m 間隔で設定できます。 

調整方法については上記の説明をご覧ください。 

決定すると自動的に次のチャンネルび選ばれ、そのチャンネル 
とをラ]つのチャンネルか5テスト I -ーンび出力されます。 

それぞれのチヤンネルに手順日〜6を繰り返し、ずべての 
チヤンネルレベルを調整した6 [ Exit ] を選びまず。 


8 [ Exit ] を決定ずる。 


スピーカーまでの距離の細やかな設定を終了します。 



テストトーンは大きな音で再生されまず。 ^ 

MASTER VOLUME は自動的に OdB になり、数秒 
後にテストトーンが再生されまず。 


Fine Channel Delay (スピーカーまでの距離の細やかな設定) 













サラウンドの設定 


Acoustic Cal EQ (視聴擇境の周液数特性の補正) 


視聴環境の I タルな周波数特性を補正(均一化）します。補正カーブには [ALL CH ADJUST ] と [FRONT AUGN ] の 
2種類びあ0、マイクを用いたオートセットアップによ0、補正カーブをすべて自動で調整します。それぞれの内容に 
ついては r ア]-スティックキヤ U ブレーシヨン EQ の日 N / OFF 」 （畔 P .67) をご覧ください。 

ここでは [DATA C 日 PY ] 機能を使うことで、オートセットアップにより自動調整された2種類の補正カーブを 
に UST 日 Ml ]、 に UST 日 M 2] として保存することびでき、お好みで調整することげできます。調整し直したいときは 
「自動調整された補正カーブを手動で調整する」（马 P .48) をご覧ください。 


補正カーブを自動調整する _ 

サラウンドの設定を手動で行ったときにこの [EQ AUTO SETTING ] で補正力ーブを自動調整します 。 「Auto Setting 
(サラウンドの自動設定)」（畔 P ぶ， 34) でオートセツトアップしたとさは、すでにこの自動調整は行われていますので不 
要です。 



因薩^芭 

ess es7 'vai; _:— 

姑かいが 

田 ME, L0UBIESS TONE EFIKTCHtEl 

@ ®" 

aewi^ DHR' ,~r、 ,. 


1-7 


1-7 4 



ここか 6 読む場合は、リモコンのボタンを下の順まで 
巧してか5手順1へお進みください。 

① ② A 

一 SYS™ 


1 

[1 .Surround Setup ] を還んで決定する。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 


2 

[ Expert ] を選択してミ央定ずる。 

設 


エキスバート設定のメニュー画面になります。 

定 

3 

[Acoustic Cal EQ ] を選択してミ夫定ずる。 

視聴環境の周波数特性の補正にな0ます。 


4 

付属のセットアップ用マイクを SETUP M に端モにつ 
なぐ。 


5 

忙 Q AUTO SETTING ] を還んで巧定ずる。 
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サラウンドの設定 


6 


EQ AUTO SETTING 


• Set microphone 

• Turn on subwoofer 


[Cancel ] 


EQ AUTO SETTING 

!! Finish !! 


kfpFTFFTm ] 

[Check ] 


6 [ Start ] を選んでミ夫定ずる。 

補正力ーブ調整の自動測定びスタートします。 


[A 

注意 


テストトーンは大きな音で再生されまず。 

MASTER VOLUME は自動的に OdB になり、数秒 
後にテストトーンが再生されまず。 


!!円 nish !! び表示されたら測定終了です。 


攻下の項目へ進めます。 

[Data C 叩 y ] :この測定結果を保をします。操作は次ページの 
手順51；(降をご覧ください。 

に heck ] :この測定を確認します。 


7 忙 xit ] を選んで決定ずる。 

|"EQ Auto Setting 」 を終了します。 


自動調置をれた補正力ーブを手動で調壁する 

あ5かじめ、才ートセットアップ（与 P .8,34) を巧い、補正カーブを自動で調整しておいてください。ここではすでに 
調整されている [ALL CH ADJUST ] または [FRONT AUGN ] の補正力ーブをに USTOM 1 ] または [ CUST 0 M 2] に保存 
した後その補正カーブを手動で調整する方法を説明します。 



1-19 




冒 j B 

□ LJI 口 

〇 

己 

0 [〇 〇 10 0 0 0 0 
參〇〇 0-6-6 • 

■ 


厂 


3 


Expert 

[Crossover Network 
[Fine Channel Level 
[Fine Channel Delay 



Bass Peak Level 
D-Range Control 
Exit 




ここか 6 読む場合は、リモコンのボタンを下の順番で 
巧してか S 手順1へお進みください。 


① 


AMP 



② A 


諮 ; EpM 


1 [1 .Surround Setup ] を還んでミ夫定ずる。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 

2 忙 xpe け]を選択して巧定ずる。 

エキスバート設定のメニュー画面になります。 

3 [Acoustic Cal EQ ] を選択してミ夫定ずる。 

視聴環境の周波数特性の補正にな D ます。 

4 [DATA COPY ] を還んで巧定ずる。 

rCUSTOMl 」 または 「 CUSTOMS 」 のどちらに■(呆存するかを逞 
おする画面になります。 
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サラウンドの設定 



5 「 CUSTOM 1」または 「 CUSTOM 吕」のどち6かを選ん 
でミ夫定ずる。 

反 [ALL CH ADJUST ] または [FRONT AUGN ] を還択し 
て巧定ずる。 

手順已で還んだ [C U S T 0 M ] に手順已で還んだ補正力ーブびな 
をされます。保をしない場合は [NOT DATA COPY ] を還択し 
ます。 

7 [ Exi りを還んで決定ずる。 

[DATA COPY ] モード'びお了します。 

8 [ CUSTOM ! ADJUST ] または [CUSTOMS 
ADJUST ] を選んでミ央定する。 

この場合、手順己で還んだに USTOM ] を選んでください。 

9 [ALL CH ADJUST ] または [FRONT AUGN ] を選択し 
て巧定ずる。 

テストトーンび出力されます。 



テストトーンは大きな音で再生されまず。 

MASTER VOLUME は自動的に Od 日になり、数秒 
後にテストトーンび再生されまず。 


[ALL CH ADJUST ] :サブウーファーを除いたずべてのス 
ピーカーの 補正 

[FRONT ALIGN ] :フ□ントスピーカーの特性に合わせた補 
正 

10 調壁したいチヤンネルを還択してミ夫定ずる。 

手順9で [FRONT AUGN ] を選択したときは、ここで [ Left ] 
[阿邑 ht ] を還択することはでをません。 

11手順10で選んだチヤンネルの調壁したい帯域を選択し 
て巧定ずる。 

「スピーカーシステムの設定」で SMALL (ル）に設定されたチヤ 
ンネルは白 3 HZ を還択することはできません。 


帯域を調壁して決定ずる。 

-巨 dB か6十已 dB の範囲内において□.己 d 日間隔で調整すること 
びでさます。 

調整中に 「 OVER 」 びディスプレイに表示されたときは、その 
帯域または他の帯域のレベルび高すざるので、 「 OVER 」表示 
びミ肖えるまで、さまざまな帯域のレベルを下げてください。 
ミ夫定すると自動的に;欠の帯域び還ばれます。 
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サラウンドの設定 


13 それぞれの帯域に手順11~12を繰り返し、すべての帯 
域を調整します。 

14 「 TRIM 」 を還択して決定する。 

TRIM ではそれぞれの帯域を調整することで、変わってしまっ 
たそのチャンネルレベルの全体的なバランスを調整します。 

15 「 TRIM 」 を調整して決定ずる。 

-6 clB か5十日 d 日の範囲内において0.已 dB 間隔で調整すること 
びでさます。 

ミ夫定すると自動的に [ Exit が選ばれます。 

16 忙 xit ] をミ夫定ずる。 

ミ夫定すると自動的に次のチャンネルび還ばれます。 

17 それぞれのチャンネルに手順 10-16 を繰り返し、ずべ 
てのチャンネルを調整しまず。 

18 忙 xit ] を選んでミ夫定ずる。 

[ALL CH ADJUST ] または [FRONT ALIGN ] 選択画面に戻0 
ます。 

19忙 xit ] を選んでミ夫定ずる。 

[CUSTOM ADJUST ] モードを終了します。 

続けて [DATA CHECK ] を巧うときは、次ページの「自動調整 
されに補正カーブを確認する」に進みます。この場合、手順4 
へ進みます。 

視聴環境の周波数特性の補正を終了したいとさは、ちラー度 
[ Exit ] を選んで決定します。 
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サラウンドの設定 



才ートセットアップ(与 P.8, 34) にて設定されに、 [ALL CH ADJUST] または [FRONT AUGN] の補正力ーブを確認す 
ることびでをます。 


"■な石が" 

因函 bi 因 

BS6 BS7 eS9 B811 

包お。を 



) [〇 〇10 0 0 0 0 
參〇 〇 0-6-6 • 


ここか 6 読む場合は、リモコンのボタンを下の順まで 
巧してか 5 手順 1 へお進みください。 

emm 一 


1 [1.Surround Setup] を選んで決定ずる。 

サラウンドの設定のメニユー画面になります。 

2 [Expe け]を選択してミ夫定ずる。 

エキスバート設定のメニュー画面になります。 


3 [Acoustic Cal EQ] を還択して巧定ずる。 

視聴環境の周波数特性の補正にな 0 ます。 

4 [DATA CHECK] を選んで巧定ずる。 

[ALL CH ADJUST] または [FRONT ALIGN] のどち 6 を確認 
ずるか選択する画面になりまず。 ^ 

[ALL CH ADJUST] または [FRONT AUGN] を選択し た 
てミ夫定する。 


0 確認したいチャンネルを選択して巧定ずる。 

そのチャンネルの周波数帯域の設定値び表示されまずので、 
確認します。 

手順巳で [FRONT AUGN] を還択したときは、ここで [Left] 
[Ri 旨 ht] を確認することはできません。 

7 確認が終了した日 [Exit] を選んで巧定ずる。 

ホ定ずると自動的に巧のチャンネルび選ばれます。 

8 それぞれのチヤンネルに手順巨〜7を繰り返し、ずべての 
チヤンネルを確認しまず。 


9 ずべてのチヤンネルの確認が終了した S [Exit] を選んで巧 
定ずる。 

[ALL CH ADJUST] または [FRONT AUGN] 還択画面に戻 D 
ます。 

10 [Exit] を選んで巧定ずる。 

[DATA CHECK] モードを終了します。 


自動調整をれた補正力ーブを確認する 



[Exit] を選んで巧定ずる。 

視聴環境の周波数特性の補正モードを終了します。 
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サラウンドの設定 


Bass Peak Level (超ほ域音青のピークレベル設定) 


ドルビーデジタルおよび DTS 対応のソフトは超低域信号成分 (LFE チャンネル)ををく含んでいます。この超低域周波数 
信号びスピーカーの再生能力を超えると、再生音声に歪みび生じることがあります。ここでは、 LFE チャンネルのピー 
クレベルを設定する方法について説明します。ピークレベルを設定することにより歪みを防止します。 



ここか6読む場合は、リモコンのボタンをむ下の順番で 
巧してか S 手順1へお進みください。 


① 





み 

SYSTEM 

SETUP 


1 [1 .Surround Setup ] を選んで決定ずる。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 
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2 忙 xpe け]を選択してミ央定ずる。 

エキスバート設定のメニュー画面になります。 

3 旧 ass Peak Level ] を還択して決定する。 

超低域音声のピークレベル設定になります。 

4 に etting Start ] か [Setting Cancel ] を選んで決定ず 
る。 

[Setting Start] :テストトーンを再生し、設定を巧いまず。 
自動的に MASTER V日 LUME び最小 （一8 日）になります。手 
順日へお進み < ださし、。 

[Setting Cancel] : LFE チャンネルのピークレベルを設定し 
ません。手順7へお進みください。 

5 テスト I ンを ▲ ▼ボタンで調藝していき、スピー 
力一か S の音に歪みび生じる手前まで調整ずる。 



サブウーファーで有りまたは PLUS び選おされている場合は、 
サブウーファーか5のみテストトーンび再生されます。 


ヴブウーファーげ無しの場合は、ヴブウーファー外の大 
(LARGE) に設定されているスピーカーか5テストI-ーンび再 
生されます。 

6 手順已で調整した値を巧定ずる。 

MASTER V日 LUME び元の位置に戻0ます。 

7 忙 xit ] を選んで決定ずる。 

超低域音声のピークレべ>1レ設定を終了します。 
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サラウンドの設定 


□-Range Control (ダイナミックレンジコント□—ルの設定) 


ダイナミックレンジとは再生能力を表す用語で、どのく 5いルさい音か5大きい音までを正しく（ルさな音はノイズに 
埋ちれずに、大さな音は歪まずに)再生でさるかを数値 (dB) で表したをのです。ダイナ S ックレンジコント□ールと 
は、このダイナミックレンジを圧縮する機能です。音量を下げて映画などを楽しむ場含でも、ダイナミックレンジコ 
ント□ールを設定することで微かな音も聞を取りやすくな0ます。ダイナ S ックレンジコント□ールの効果び得5れ 
るのは、ダイナミックレンジコント □- ル対応のドルビーデジタルまたは DTS ソフトだけですび、ほかのソフトでも 
ミツ ドナイト U スニングモードで同様の効果び得5れます。 



芭匯麵を 

BS5 BS7 、••• n … 

国かり巧 


1-8 


U モコンのボタンを！•ソ下の順まで巧してか S 手順1へお進 


み < ださい。 


① 


AMP 



②み 




1 [1 .Surround Setup ] を選んで決定ずる。 


1-8 







固 S 

□ □!" 白 

0 


己 



r 二-二 1 巧 : S — … 

〇 |〇 〇|00000 

參了〇て^ 6-6 • 

■ 




サラウンドの設定のメニュー画面になりまず。 

2 忙 xpe け]を選択してミ夫定する。 

エキスバート設定のメニュー画面になります。 

3 [ D-Range Control ] を選巧して決定ずる。 

ダイナ S ックレンジコント□ールの設定になります。 

=ng 

4 [ off ]、[ mid ]、[ max ] のいずれかを選択して決定ずる。 

[OFF ] :ダイナ S ックレンジを圧縮しません。 巧 

[MID] :ダイナミックレンジを多少圧縮します。 

[MAX] :ダイナミックレンジを最大に圧縮します。 

決定すると自動的に [Exit] び選ばれます。 


5 [ Exit ] をミ夫定ずる。 

ダイナミックレンジコント □ レの設定を終了します。 


0 [ Exit ] を選巧して決定ずる。 

Expert Setup (エキスパートサラウンド設定)を終了しま 
す。 


7 [ Exit ] を選巧して決定ずる。 

Surround Setup (サラウンドの設定）を終了します。 

g [ Exit ] を選巧してミ夫定ずる。 

System Setup を終了します。 


滅メモ 

• 工場出荷時は r 日 FF」 に設定されています。 

• 大きい音量で楽しむときは、 Dynamic Range Control を日 FF 
にすることをおすすめします。 

• さまざまなダイナ S ックレンジコント□ール対応のドルビー 
デジタルまたは DTS ソフトをか音量でお試しください。 
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入力信号/フアンクシヨンの設定 


THX CINEMA Setup(THX CINEMA モードの設定 ) 


ここでは 3 ch ソースを THXCINEMA モードで再生したときのマト U クス-サラウンド-デコード方法を選択します。 
選択できるデコードで剤ま 「[XIPR 日 L 日 G に II MOVIE 」、 「[XIPROL 日 G に」、 「 Ne 日:目 CINEMA 」 の3つです。それぞ 
れのモードの詳しい説明は r リスニングモードの種類と効果」の M 日 VIE モード（畔 P. 61 ) をご覧ください。 2 ch ソースを 
THX CINEMA モードで再生すると、ここで選んだマトリクス-サラウンド-デコードびされた後 、 THX CINEMA 処 
理を巧います。 



因画国 

BS5 BS7 V- … °。" 

@かりが 


1-3 


U モコンのボタンを！ • ソ下の順番で巧してか 5 手順 1 へお進 
み < ださい。 


①圓 



②み 

SYSTEM 

SETUP 


1 [2.THX CINEMA Setup] を選んで巧定ずる。 


1-3 







THX CINEMA Setup の設定画面にな0ます。 

2 2ch ソース 再生時に THX CINEMA モー ドにしたときの 
デコード方法を選んでミ夫定ずる。 

選択でさるモードについては上記をご覧<ださし、。 

設定されたシステムび反転したまま [ Ex け]び自動で選択されま 
す。 


3 [Exit] を決定ずる。 

THX CINEMA Setup を終了します。 

System Setup を終了するときは、^を押します。 


^ メモ 

工場出荷時は [皿 PRO LOGIC II M 日 VIE ] に設定されています。 
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入力信号/フアンクシヨンの設定 


I叩山 Assign (入力に関する設定) 

Digital-In Select (デジタル入力の設定） 


デジタル入力端テ(□に ITAL の〜团)に接続したデジタル機器び、工場出荷時の設定と異なるとさに設定しまず。 
. Di 留 tal -1 〜4には [ TUNER ]、[ PHONO / LINE ] > [ VIDE 功を還ぶことびできません。 


藏メモ 

工場出荷時の各入力端テの設定はちの図の通りです。 


IN 田 

TV/SAT 

IN 回 

CD-R 

IN 回 

DVD/LD 

IN の 

CD 



1-6 


1-6 







冒 S 

□ Q Pn 


て. n^m 

1 1 

- 1 


o 

〇 [〇 〇1 0 0 0 0 0 
參〇 〇 0-6-6 • 

奇 




リモコンのボタンを！•ソ下の順まで巧してか6手順1へお進 
み < ださい。 


① 


BMm 



SYSTEM 

SETUP 


1 [S.Input Assi 邑 n] を選んで決定ずる。 

入力に関する設定の^ニュー画面になります。 

2 [1.Digital-In Selec 口を選んで決定ずる。 設 

デジタル入力の設定になります。 ^ 

3 変更したい入力を選んでミ夹定する。 

例えば Di 呂 ital-2 をに D- 刊か 5[DVD/LD] に変更したいときは 
Dig け al-2 を選びます。 




2 


3.input Assign 


> [Digital-In Select 



4 


1 Dig け al-ln Select 1 

Digital-1 

[TV/SAT ] 

► Digital-2 
Digital-3 

riiViiHlill 
[ OFF ] 

Digital-4 

[Exit] 

[CD ] 


4 手順 3 で選んだ入力を変更して巧定ずる。 

に D - R ] か S [ DVD / LD ] に変更してミ夫定しまず。 

他にち工場出荷時の設定ではない接続を巧い、入力の変更 

5 が必要な場合は、手順3と4を繰り返ず。 

忙 xit ] を選んでミ夫定ずる。 

0 デジタル入力の設定を終了します。 

System Setup を終了するときは、^3^を巧します。 


^ メモ 

Di 呂 ital -1 〜4で、同じ入力を選がすることはできません。同じ入 
力を選択した場合は、元に設定されていた入力び日 FF に切り換わ 
ります。 
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入力信号/フアンクシヨンの設定 


Component-In Select (コンポーネントビデオ入力の設定) 


COMPONENT VIDEO 入力端テに接続した映像機器び工場出荷時の設定と異なるときにこの設をを巧います。 
• 選おできる入力は [ DVD / LD ]、[ TV / SAT ]、[ VCRl ]、[ VCR 2]、[ OFF ] (映像信号を出力しません)でず。 


^ メモ 

工場出荷時の各入力端子の設定はちの図の通0です。 


IN の 

DVD/LD 

IN 回 

TV/SAT 



因醒 j 因 


BS 5 ，口 、一* 一" 

包が Q @ 


1-7 


U モコンのボタンを Lit 下の順番で巧してか6手順1へお進 
み < ださい。 


① 


AMP 



み 

mr 


1 [ S.Input Assi 巨 n ] を選んでミ夫定ずる。 

入力に関する設定のメニュー画面になります。 


1-7 





3 


Component-In Select 

►Componen 卜 1 r i ■ のけ "" 1 
Component-2 [ TV/SAT ] 



4 



2 に omponent-ln Select ] を選んで決定ずる。 

コンポーネントビデオ入力の設定になります。 

3 変更したい入力を選んで決定ずる。 

例えば C 日 mponent - l を [ DVD / LD ] か 5[ VCR 1] に変更したい 
ときは Component - l を選びます。 

4 手順3で選んだ入力を変更して決定する。 

[□ VD / L □阳、 5[ VCR 1] に変更して決定します。 

他にも入力の変更を巧ラ場合は、手順3と4を繰り返しま 

已す。 

[ Exit ] を選んで巧定ずる。 

0 コンポーネントビデオ入力の設定を終了します。 

もう一度 [ Exit ] を還んでミ夫定ずる。 

7 入力に関する設定を終了します。 

System Setup を終了ずるときは、《3^を押しまず。 


% 乂モ 

• Component - l 〜2で、同じ入力を選択することはできませ 
ん。同じ入力を選んだとさは、先に設定されていた入力び 
日 FF に切り換わります。 

. コンポーネントか5入力された信号は S ビデオ出力端子、コン 
ポジット出力端子には出力されません。 
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入力信号/フアンクシヨンの設定 


Function Rename ( 入カフアンクシヨン表巧の設定 ) 


フ□ントパネルディスプレイに表示される入カファンクシヨン名を変更することびできます。例えば VCFM / DVR の入 
力端子に DVR を接続したとさ、ディスプレイ表示を接続した機種の型番などに変更でをる便利な機能です。各入カファ 
ンクシヨンごとに接続された機器の名称や方一力一名などを入力すれば、どこの入カファンクシヨンにどんな機器び接 
続されているのかを簡単に確認することびできます。設定はリモコン、本体のどち5でもできますび、この操作は本体 
のマルチジョグを使用した方び容易なため、下記の手順は本体での操作を中むに説明します。 


[ マルチジョグで項目の選択、 
d 交:字の変更を巧い ENTER ボ 
タンで決定しまず。 

1—6 - 

■ I W SET UP ボタン 





固 S 

□ 5m 

0 



〇 

1占 

lo OI 〇 〇 〇 〇 〇 0 〇 0-6-00 0 

參了 5 "5^6-0 •国位)®®®) 

- 


3 入力ずる文字を選んでミ夫定ずる。 



入力でさる文字は iu 下の通りです。 


ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 

abcdefghijkimnopqrstuvwxyz 

0123456789 

! "#$〇/〇&'()*+,-./:;く=>?劉 \ ]"』} ( スぺ-ス） 



4 


手順3を繰り返して入カフアンクシヨン名を入 
力ずる。 



設 

定 


本体の SET UP ボタンを巧してか6手順1へお 
進みください。 

SETUP 

@ 

1 「Function Rename 」 を選んでミ夫定ずる。 



入カファンクシヨン表示の設定画面になります。 

名前を変更したいファンクシヨンを選んで巧 
2 定ずる。 



又字入力画面になります。アンダーバーび点滅し 
ます。（文字入力位置びスペースのとをはアン 
ダーバーび、文字のとさは文字び点滅しまず。） 


5 ENTER ボタンを最後まで巧して入カフアン 
クシヨン名をミ夫定ずる。 



6 他にも名前を変更したい入カフアンクシヨン 


がある場合は、手順2-已を繰り返ず。 

SETUP 本体の SET UP ボタンを巧して終了 
します。 

入カファンクシヨン表示の設定を終了 
します。 


. RETURN ボタンを押すと、文字入力位置を1つ前 
に戻すことびでさます。 
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9 ■ OFF - ON ボタン A 

ム'（主電源） > 


5 


基本操作 

■ 操作を巧う前には必ず本機のま電源ボタンを 0 N (—) にしてくださし、。 


基本再生 


接続した機器を再生するときの手順でず。本機では、 「 ANALOG / □に ITAL 信号の切り換え」（与 P.59) で入力信号を逞 
んで、「 U スニングモードの逞お」（与 P.60) で U スニングモードを選ぶことびまな操作です。 


3 4-5 


6 


^ メモ 

. 前面の入力端テに接続した機器を逞 
おするには入力を rVDEO 」 にします。 



'-3 白白 



再生ずる機器の電源を入れる。 


AMP 


本機の電源を入れる。 


INPUT 


再生ずる機器を選ぶ。 

ポタンを押すたびに(本体の場合は 、 MULTI JOG を 
もに回すと)入力び順次切り換わります。リモ]ンの 
他機器操作ボタンで直接選択することち)でさます。 
必要に応じて入力信号の種類を選びます。 

「 ANAL 日 G / □に ITAL 信号の切り換え」（畔 R59) 


MOVIE MUSIC 



STEREO/ 1 


好みのリス ニン グモードのタイ 
プを選ぶ。 

「 MOVIE 」、「 MUS に」、 

「 STERE 日/□旧 ECT 」 の中か5選 
びます。 

ディスプレイに各タイプの名称げ 
表示されます。 


MOVIE 

MUSIC 

■' — 〜 

SURF 
: MC 

- '-X 

1 , 

tOUND f ' 

)DL_L 


[STE-.EOy . 
D に … 

1 

ENTER 

I /■ -- 

一 


手順4で選んだサラウンドモード 
の種類を和ーボタンで選んで 
ENTER ボタンでミ夫定ずる。 

再生しているソースや選択されたチヤ 
ンネル数などに応じて選択でをます。 

和ーボタンを巧すたびに(本体の場合 
は 、 MULTI J 日 G を回すと）リスニング 
モードの種類び順次切り換わります。 
ディスプレイの下段にモードの名称び 
表示されます。 

詳しくは 「 U スニングモードの種類と効 
栗」（与 R61) をご覧ください。 


手順1の再生機器の再生を開始ずる。 




音量を調節ずる。 

-80 服撮ル値)から+12服慮大値) 
の範囲で調節でさます。 


0| 10 01 0 了 〇 0 0 〇ろ 0-6-0 〇 C 
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基本操作 


96kHz/24 ビットフオーマットディスクの再生について 

本機では、 DTS 目目/24や PCM 9 目 kHz (24 ビット/20ビット/1目ビット）フオーマットのソフトを高音質（す 
ベて9目 kHz で処理)で再生することびでをます。 

DTS 96/24 曰 . Ich ソフト： リスニングモードは STERE 日/□旧 ECT モードじ(外のときは DTS 目目 kHz と表示 
され、切0換えることはでさません(マルチチャンネル出力)。 STERE 日/ DIRECT モードのときは9目 kHz 
STEREO と9日 kHz □旧 ECT び切0換わ0、 2 ch 再生を行しほす。 

96kHz 2ch ソフト （ DTS または PCM) : STERE 日モードび自動的に選択されます。。 

.DTS 9目/24フ オーマッ トはお手持ちの DVD プレーヤーび目巨 kHz デジタル出力に対応していなくてち、 
DTS 対応であれば本機を通して再生することびでをます。詳しくは、 DVD プレーヤーの取扱説明書をご賣 
<ださい。 


ANALOG / DIGITAL 信号の切り換え 


本機では各入力についてアナ□グとデジタルの入力信号を切り換えることびでさます。 


11201 リモコンをアンプ操作モードにずる。 


再生したい入力信号を選択ずる。 

S に NAL SELECT ポタンを押すたびに、拟下のよ 
ラに切り換わります。 

I -» AUTO - ► ANALOG -1 

- DIGITAL ^ - 

AUT 日にしたとさは、 D に ITAL 一 ANAL 日 G の優先順位で 
自動的に入力信号を選択します。 


2 


. デジタル入力端テが割り当て5れていない機器については、 S に NALSELECT は、 ANAL 日 G に固定されてい 
ます。 

. 本機は、ドルビーデジタル、 DTS 、 PCM (サンプ U ング周波数 fs : 32 kHz 、44.1 kHz 、48 kHz 、88.2 kHz 
および 9 日 kHz )、 MPEG -2 AAC のデジタル信号に対応しています。これら!;^外のデジタル信号は再生できな 
いことびあ0ますので、その場合はアナ□グ接続して ANAL 日 G を選択してください。 

• カラオケ機器のマイク音青、およびアナ□グオーディオのみ収録されている LD の音声はデジタル出力か5は出 
力されません。このような音青を再生するには必ず ANAL 日 G を選択してください。 


.SIGNAL SELECT ボタンで ANAL 日 G を選択した状態で 
DTS 対応の LD を再生すると、 DTS の原信号びそのまま再 
生されるため、ノイズげ発生します。入力信号は必ず、 
□に ITAL を選択してください。 

. DV □プレーヤーの機種によっては、再生できるデジタル信号 
に制限びあります ( DTS 信号を出力しないなど)。詳しくは、 
お使いの DVD プレーヤーの取扱説明書をご賣ください。 


2 
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操作/機能 
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基本操作 


y スニングモードの選択 


この U スニングモードを選ぶと、本機の DSPCDigital Signal Processor ) 回路で入力したデジタル音声信号を処理し 
て、お好みの効果を加えて再生することびできます。 



イ OKUnON — Off —1 

@ S 。 

^— MULTICOmnOL 
(jyjjj 

mgifi mji 

@ 

な 

丽 

MUSIC 

nwof 

ENTER 

鳴 j 

T INWT 

な Cd 
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MOVIE MUSIC 



'STEREO/ 1 


好みのリス ニン グモードのタイ 
プを選ぶ。 

「 MOVIE 」、「 MUS に」、 

「 STERE 日/□旧 ECT 」 の中から選 
びます。 

ディスプレイに各タイプの名称び 
表示されます。 



手順1で選んだサラウンドモー 
ドの種類を和ーボタンで選ん 
で ENTER ボタンでミ夫定ずる。 

再生しているソースや選択された 
チャンネル数などに応じて選択で 
をます。 

和碎ボタンを押すたびに(本体の場 
合は 、 MULTI JOG を回すと）リスニ 
ングモードの種類び順次切り換わり 
ます。 

ディスプレイの下段にモードの名 
称び表示されます 


各モードごとに選べる種類は iU 下のとおりです。 


MOVIE 

MUSIC 

STEREO/DIRECT 

THX CINEMA 

□□PL II MUS に* 

STEREO 

□□PL II M 日 VIE * 

Neo : 目 MUS に* 

DIRECT 

□□PRO LOG に* 

CLASSICAL 


Neo : 目 CINEMA * 

CHAMBER 


ACTION 

JAZZ 


SCI-FI 

ROCK 


DRAMA 

DANCE 


MUS に AL 

已 /7 -CH STEREO 


MONOFILM 



已 /7 -D THEATER 




^ メモ 

.* 印のモードは再生機器か5の入力信号がドルビーデジタルや DTS などのデジタルマルチチャンネル信号のとき 
は選おできません。その場合は、入力しているマルチチャンネル信号のデコード名称び表示され、ちっとも音源 
に忠実な音声で再生します。 

• 各モードの特徴として、 「 M 日 VIE 」 は主に DVD などで映画ソフトを再生するとき、 「 MUS に」は CD やテレビ放送 
でコンヴートホールなどの臨場感を楽しむときに適しています。 「 STERE 日 / D 旧 ECT 」 はステレオに ch ) 再生 
モードです。詳しくは ru スニングモードの種類と効果」（马 P .61) をご覧ください。 
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基本操作 


リスニングモードの種類と効果 


「リスニング モー ドの選が」（马 P.60) で選べる各 U スニング モー ドについて、それぞれの効果を説明します。本機にはし^ 
下のリスニング モー ドびあります。 


STEREO/DIRECT モード(ステレオ) 


左ちのフ□ントスピーカーか5ステレオ音声 （2 ch ) で再生するモードです。 

ドルビーデジタルや DTS などのマルチチヤンネルソースは 2 ch にダウンミックスして再生します。 


種類 

効果 

ミ主意点 

STEREO 

音場補正 (Surround Setup ) の各設定を反映し、音声再生用機能 
(畔 P.68) の効果を加えてステレオ再生します。 


DIRECT 

2 ch ソースを原音に忠実な高音質ステレオ再生します。 

アナ□グソースのとさは、 
「スピーカーシステムの設定」 
(与 P.41) で PLUS に設定し 
てち、サブウーファーか b 
音は出力されません。 


^ メモ 

「 D 旧 ECT 」 を選択しているときに、「アコースティックキャリブレーション E 日」（吟 P.67) や「便利な音声再生巧機 
能」（畔 P.68) を日 N にすると、自動的にに TERE 日」に切り換わります。 


MOV 旧モード（サラウンド) 


映画ソフトを楽しむときに適したモードです。 


種類 

効果 

ミ主意点 

THX CINEMA 

あらゆる映画ソフトの再生に適します。 THX 独自技術により映画館 
の音響に近似した音場が得られます。 

2 ch ソースのときは 、 「THX 
CINEMA Setup 」 （与 P.54) 
で選ばれたデコード方法で 
マルチチヤンネル化します。 

□□PL II MOV に 
(□□PRO LOGIC II 
MOVIE) 

2 ch ソースを已 .1 ch 化します。映画再生に適したモードで、特にドル 
ビーサラウンド‘エンコード作品に効果的です。 

デジタル7ルチチヤンネル 
ソースを入力しているとを 
は選択でさません。 

□□PRO LOGIC 

2 ch ソースを 4.1 ch 化します。ビデオテープや TV 放送などソースのク 
才 U テイを問わずご使用いただけます。 

Neo: 己 CINEMA 

2 ch ソースを目. Ich 化します。映画再生に適したモードで、 2 ch ソー 
スを巨. Ich ソースと同じよラな雰囲気で楽しめます。 
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ACTION 

アクションシーンや戦闘、爆発シーンの迫力び、包み込むよラに再現 
され、映画の迫力や臨場感を楽しめます。 

2 ch 、 マルチチヤンネルの 
ソースを問わず、それぞれ 
に特徴的なサラウンド効果 
を得られます。 

SCI-FI 

(Science Fiction) 

セ U フと効果音の分離が良いため、 SF 映画などの SE (特殊効果音)の 
多いソースに効果的です。 

DRAMA 

サラウンドスピーカーからの音が一体となって、]つの大きなスピーカー 
のように響くイ;>(-ジで、落ち着いた雰囲気でスト ー U —性重視の映画 
の再生に効果的です。 

MUSICAL 

S ユージカルなどの音楽系ソースを再生しているとさのサラウンド感 
や、コンサートホールのホール感を巧現します。広い空間で音に包み 
込まれるよラな響さび特徴です。 

MONOFILM 

古い映画やモノラル信号のテレビ放送も含め、すべてのソースに適し 
たマルチチヤンネルサラウンドモードです。 

5/7-D THEATER 

2 ch で収録された音芦を、己 ch または 7 ch のサラウンド効果で再生で 
きます。ドルビーサラウンドソフト再生時は特に効果的です。「サラ 
ウンドバックチトンネルモード」（嗦 P.65) の設定内容により r 已 - D 」「7- 
D 」 の表示び変わります。 
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基本操作 


MUS にモード（サラウンド） 


音楽ソフトを楽しむとさに適したモードです。 


□□PL II MUSIC 
(□□PRO LOGIC II 
MUSIC) 

Neo:6 MUSIC 


CLASSICAL 


CHAMBER 


DANCE 


已 /7CH STEREO 


_ 効果 _ を意点_ 

2 ch ソースを日. Ich 化します。音楽再生に適したモードで、通萬のスデジタルマルチチヤンネル 
テレオ録音されたソース ( CD など）を再生するとさに効果的です。 ソースを入力しているとき 

は選択でさません。 


2 ch ソースを巨.1 ch 化します。フ□ントか b は原音をそのまま再生す 
るため音質の変化がなく、音楽再生に適したモードです。 

大型のコンサートホールをイ;ージしています。反射音の遅延時間帯 
が長<、さ b に残響音を加えることでコンヴートホール特有の美しい 
響をと、オーケストラの迫力が楽しめます。 

石（コンク U —卜製)のコンサートホールをイ;ージしています。残響 
音豊かな本格的コンサートホールの響きを楽しめます。 

ジャズクラブなどのル規模なホールをイメージしています。音の響さ 
が強いのび特徴で、目の前で演奏しているよラな迫力と定位感を楽し 
めます。 

中規模コンヴートホールをイ^ージしています。楽器の分離感と臨場 
感があり、重低音に迫力のあるサラウンドを楽しめます。 

フ□アの床面び正方形をしているクラブをイ;><ージしています。音の 
響きび強いのび特徴で、迫力のあるダンスミュージックげ楽しめま 
す。 

標準のステレオに ch ) 音靑を加工することなく、ステレオ音声のまま 
已本または7本のスピーカーにて再生します。部屋のどの場所でも同 
じよラなステレオ感び得られます。「サラウンドバックチヤンネルモー 
ド」（与 P.65) の設定内容により「已 CH 」「7 CH 」 の表示が変わります。 


2 ch 、 マルチチヤンネルの 
ソースを問わず、それぞれ 
に特徴的なサラウンド効果 
を得られます。 


^ メモ 

「サウンドフオーマツトについて」（畔 P.85) に各モードの技術詳細びあります。 
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基本操作 


出カレベルの設定にずる。 

f EFFECT/CH SEL ボタンを押して調整したいチヤ 
ンネルを選びます。 


再生している音を聞をなびら、チャンネルごとに出カレベルを調整できます。 


MULTI 削の SOURCE 
^— MULT 1 COMTTOL - 1 

|(iyj^ I 


«0»IE 瞧 IT .PUT 

g ぶ|善 a 


再生ずる。（与 P . SS ) 


U モコンをアンプ操作モードにずる。 



10 〇'1 0 0 0 0 0 0 0 p-[o-or|o 〇 
暴 - 5 ■ をち這 =6 5 圓 



効果を調整したいサラウンドモードを選択ずる。 （与 P .60) 


U モコンをアンプ操作モードにずる。 


3 EFF 其1;叹争 L エフェクトレベルの設定にずる。 

ディスプレイに 「 EFFECT 」 び表示されるまで 


EFFECT/CH SEL ボタンを数回巧してください。 


居[〇 〇 1 〇で T 〇ぷぷ〇 6 〇 -[- 〇 - 〇]-|〇 
I 曇 0 S 一ち這 =~〇 5 圓 dfww§ 


^ ^ 4 苗 A " 

心 —— LJIff ■； . 


3 4 


エフェクトレべルの効果を調整ずる。 

エフェクトレベルは1 日〜日日の 範囲で調整する こ 
とができます。 ] 日が 最も効果が弱く、 日日が 最を 
効果を強<します。 ] 日 ステップで調整します。 


冷メモ 

工場出荷時の設定は己0に設定されています。（ただし、己/7 
巳 H STEREO のみ 日日に 設定されています。） 


M 日 VIE または MUS にモードのエフェクト効果を調整します。調整でさるサラウンドモードは M 日 VIE び 「 ACTION 」、 
にじ1-円」、 「 DRAMA 」、「 MUS に AU 、「 MONOFILM 」、 「已 /7- DTHEATER 」 の目つです。 MUS にでは 「 CLASS に AU 、 
「 CHAMBER 」、「 JAZZ 」、「 ROCK 」、「 DANCE 」、 「已 /7 CH STERE 日」の 6 つを調整することびでをます。 





感ゾモ 

スピーカーの 出カレベルの調整は、下記の4 つのグループで 
別々に設定可能です。 

.STERE 日モード（畔 P.61)• MOVIE モード（畔 P.61) 

.MUS にモード （畔 P.62) • MULTI CH IN モード （畔 P.71) 


サラウンドモードの効まを調整する 


スピーカーの出カレベルを調整する 


3 4 


嘗爲@ 

,BS 


操作/機能 


2 3 4 


i ゆ-画毒膠 Mi 

ifDI 圖 Ml # 

i | 量四聲 i 曾爲@ 

I ゆ iiJ 匿*藝驚 ® I 


63 
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EFFECT/CH SEL 

諭 2 


4 


+ を" 

霞 


に ENTER WIDTH 」、「 DIMENSION 」、 
「 PANORAMA 」 の中か 5 加えたい音響効 
果を選ぶ。 

ディスプレイに設定したい音響効果げ表示さ 
れるまで EFFECT/CH SEL ボタンを数回押し 
て < ださし、。 

それぞれの音響効果の詳しい説明は上記を参 
照。 

音響効果を調整ずる。 

それぞれの音響効果の詳しい調整値は上記を参 
照。 


^ メモ 

本体で [XIPR 日 LOGIC II MUS にモードに音響効果を加える場合 
は、フ□ントパネルの EFFECT/CH LEVEL の SEI _ ECT ボタンを 
何度か巧してディスプレイにに ENTER WIDTH 」、 
「 DIMENSION 」、「 PAN 日 RAMA 」 のいずれかを表示させ、 +/- 
ボタンを押して調整します。 


1 □□PRO LOGIC II MUS にモー ドを選択ずる。 
(与 P .60,62) 

2 2 リモコンをアンプ操作モードにずる。 


基本操作 


□□PRO LOGIC II MUS にモードに音響効まを加えて調壁する 


□□PRO L 日 G に II MUS にモー问こは3つの音響効果を加え、その効果を調整することびできます。それぞれの説明は 
政下の通0です。 

CENTER WIDTH :センターチヤンネルの音声を左ちのフ □ ントスピーカーに振〇分けて出力することで、音色の不 
一致を緩和させることび可能になり、音楽再生により適した音場を創り出すことができます。効果は日〜7の範囲で調 
整することびでさます。日びセンタースピーカーか5のみの出力で、7はセンターチヤンネルの音声すべてを左ちのフ 
n ントスピーカーに振り分けます。工場出荷時は3に設定されています。 

DIMENSION :リスニングポジションから前方の音場を強くするか、後方の音場を強くするかを調整することで、拡 
がりのある音場を創り出すことげできます。一3から十3の範囲で調整することげできます。一3はリスニングポジ 
ションから前方の音場げ強くなり、十3は U スニングポジションか5後方の音場が強くな0ます。工場出荷時は〇に設 
定されています。 

PANORAMA :前方の音場を左ちに大さ<回り込ませ、サラウンド ch に繫げるよラなサラウンド効果を加えます。 
正確な定位よりち雰囲気を楽しむための機能です。オンまたはオフの設定で、工場出荷時はオフに設定されていま 
す。 
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基本操作 


~に 


MOVIE MUS に 

1 す ' 

あ齡 1ENTEfl 

m\m 

^ «PUT 

あな喘が 

mmiGiT 



巧 lara 


留 


fo ol 0 0 ち 
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參 0 0 0-0 

-o •圓 (© # # #) 


1 


1 SBCH パ’ーチヤルサラウンドバックモードを ON 、 

AUTO 、 OFF のいずれかにずる。 

SBCH M 日 DE ボタンを巧すたびに、日 N と AUTO 
と日 FF び切0換わります。 

^ メモ 

• バーチャルサラウンドバックモードは入カファンクシヨンごと 
に設定されます。 

• マルチチャンネル入カモードまたはステレオモードを選んでい 
るとさは切0換えびでさません。 

• バーチャルサラウンドバックモードの動作時は、ディスプレイ 
に 「+ vs 目」と表示されます。 



o 

国 

fo 010 0 ろ 
參 O O 0-0- 

me MPm. —…— 

0000 0-0-6 〇 

〇 
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-0 •圓 (© # # #)) 
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1 


サラウンドバックスピーカーを接続していないとさに、サラウンドスピーカーか5仮想のサラウンドバックチャンネル 
音声を創り出すモードでず。日 N 、 AUTO . 日 FF のいずれかに設定します。設定内容は L の^の通りです。 

• ON :リスニングモードで THX CINEMA 1； (外のサラウンドモードび選択されているときは日 N にな0、サラウン 

ドスピーカーか5仮想のサラウンドバックチャンネル音声を創0出します。ただし、ステレオ信号を入力 
しているときは Neo : 目 CINEMA / MUS にまたはパイオニアオリジナルサラウンドモードのときのみ日 N と 
なります。 

• AUTO :日 N と同様ですび、目. I ch 再生検出信号を含んだソースや U スニングモードによってバーチャルサラウン 

ドバックモードび日 N / 日 FF します。 

• OFF :サラウンドスピーカーから仮想のサラウンドバックチヤンネル音青は出ません。 


本機ではサラウンドバックスピーカーを接続しているときに、サラウンドバックスピーカーか5音を出す(目.1 ch また 
は 7.1 ch 再生)か出さない(已 . Ich 再生)かを設定することびできます。また、サラウンドバックスピーカーを接続して 
いないときでも、サラウンドスピーカーから仮想のサラウンドバックチャンネル音青を創り出すか出さないかを設定す 
ることちできますりくーチヤルサラウンドバックモード)。 


サラウンドバックスピーカーを日 N 、 AUTO . 日 FF のいずれかに設定します。設定内容は政下の通りです。 

• ON :リスニングモードでサラウンドモードび選おされているときは最大7.] ch での再生を行います。 

.AUTO :日 N と同様ですび、目.1 ch 再生検出信号を含んだソースや U スニングモードによってサラウンドバックチャ 
ンネルび日 N / 日 FF します。 

. OFF :最大已 . Ich での再生を巧います。（サラウンドバックスピーカーから音は出ません） 


SBCH サラウンドバックチヤンネルを ON 、 

AUTO 、 OFF のいずれかにずる。 

SBCH M 日 DE ボタンを巧すたびに、日 N と AUTO 
と日 FF が切0換わります。 


™ —IT 


MOVIE MUS に 
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V NPUT 
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^ メモ 

. サラウンドバックチヤンネル数を設定した後で「スピーカーシス 
テムの設定」（吟 P.39) を変更すると、サラウンドバックチヤンネル 
数び自動で切り換わることがありますのでご確認ください。 

. サラウンドバックチヤンネル数は入カフアンクシヨンごとに設 
定されます。 

• マルチチヤンネル入カモードまたはステレオモードを選んでい 
るとさは切り換えびでさません。 


パーチヤルサラウンドバックモードの ON / AUTO/OFF 


ブラウンドバックチヤンネルの ON / AUTO/OFF 


サラウンドバックチヤンネルモード 


操作/機能 


妨 









基本操作 


スピーカー システム A/B の 切り換え 


スピーカーシステム A / 巨を切り換えると、再生されるスピーカーび変わります。必要に応じて使巧するスピーカーシス 
テムを選択してくださし、。 


P 


[ 〇〇 10000000 0 - 6-6 0 


樂で© 0-0-0 


圓 




口 


1 


藏メモ 

へッドホンをへッドホンジャックに差 
し込んでいる間は自動的に日 FF に切り 
換わります。 


， EAKEFr スピーカーシステムを切り換える。 

© サラウンドバックシステムの設定(畔 R33) によって 
選択できるモードび換わります。 

ボタンを押すたびに、のように切0換わりま 
す。 

「Normal System 」 を選択している場合 



rSecond Zone 」 を選択している場合 



A — ► B — ► A + B — ► 



[Front Bi - Amp 」 を選おしている場含 



スピーカーシステム A 、 B 、 A + B にごいて 


スピーカー端子からの出力音声はスピーカーシステムの切0換えに応じて次のよ5に変わ0ます。 


A ( SP ^ A ) 


巨 （ SP ►巨） 


A + 目 （ SP^A 巨） 


0 FF ( SP ^ ) 


スピーカー端子回のスピーカー（とサブウーファー)か5音び出ます。 

「Normal System 」 のときは接続しているすべてのスピーカーか5音び出ます。 

に econd Zone 」 のときはヴラウンドバックスピーカー！;(が、接続しているすべてのスピーカー 
か5音び出ます。 

「Front Bi - Amp 」 のときは SP ^ A を選択することはできません。 

サラウンドバックシステムを 「Second Zone 」 に設定したときのみ選択することができます。ス 
ピーカー端テ回 ( SURROUND 目 ACK ) のスピーカーか5のみ音び出ます。すべての音声成分は 
2 ch にダウンミックスされます 。 （MULTI CH IN モードのとさは音は出ません） 

出力される音声は設定により異なります。 

「Normal System 」 のときは SP ^ A 目を選択することはできません。 

「Second Zone 」 のときはスピーカー端子回とスピーカー端テ回のスピーカーから音げ出ます。ス 
ピーカー端テ回から出るすべての音青成分は 2 ch にダウンミックスされます 。 （MULTI CH IN 
モードのとさは音は出ません） 

[Front Bi - Amp 」 のときはスピーカー端テ回とスピーカー端テ回のスピーカーから音び出ます。ス 
ピーカー端テ回か5出る音はスピーカー端テ回のフ n ントと同じ音び出力されます。 

スピーカーか5は音び出ません。ただし、プ U アウトか5は出力されていますので、入力信号の 
種類やスピーカーシステムの設定によってはサブウーファーか5音び出ることがあ0ます。 
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基本操作 


ACOUSTIC 

3 


アコースティックキヤリブレーシヨン EQ を 
ON にずる。 

ボタンを巧ずたびにアコースティックキヤ U ブ 
レーシヨン E 日び政下のように切り換わります。 




ALL 州 ADJUST 一 FRONT ALIGN 


OFF 


CUSTOM 2 


CUSTOM 


\i — 
1 ^ 


ALL CH ADJUST または FRONT ALIGN 、 
CUSTOM 1. CUST 日 M 2 のときは日 N とな 0 
MCACC インジケーターび点灯します。 


MCACC 

インジケーター 


アコーステイツクキヤリブ レーシヨ ン EQ の ON/OFF 


「視聴環境の周波数特性の補正」（畔 P.31) の設定を日 N / 日 FF します。自動設定を巧ってち、！;(下の設定び日 FF になってい 
ると、アコースティックキヤリブレーシヨン EQ の効果は発揮されません（自動設定後は自動的に 「ALL CH ADJUST ] 
で日 N になります）。設定の日 N には^ ALLCHAD 」 UST 」と^ FR 日 NTAUGN 」、 「 CUSTOM ]」、「 GUST 日 M 2」の4つ 
のモードびあります。詳細は政下の通りです。 

ALL CH ADJUST :部屋の特性を含めて、サブウーファーを除いたすべてのチヤンネルの周波数特性をフラットに 
補正します。すべてのチヤンネル間の再生音のつなげりび良くな0、サラウンドなどの音場のバランスび改善される 
ため、ワンランク上の臨場感、迫力をお楽しみいただけます。 

FRONT ALIGN :フ □ ント左/ち ( L / R ) とサブウーファーを除いたすべてのチヤンネルの周波数特性を、フ□ント ch の 
特性に含ねせます。フ□ント ch についてはスピーカー本来の性能をそのまま引き出し、他のチヤンネルはフ□ント ch の 
特性に含ねせることで、チヤンネル間のつなびりと音場のバランスを改善します。 

CUSTOM 1:「視聴環境の周波数特性の補正」の設定値をコピー(保存)することびできます。さ5に CUST 日 M にコ 
ピーされた設定値は手動で微調整することちでさます。 

CUST0M2 : CUST 日 M ] と同様です。 



0—6 〇 


§ 





滅メモ 

•アコースティックキヤ U ブレーシヨン E 日の日 N / 日 FF はすべての 
ファンクシヨンに共通で切り換わります。 

.MULTI CH IN モードでは、使巧でさません。 

. U スニングモードで□旧 ECT を選択しているときにアコースティック 
キヤ U ブレーシヨン E 日を日 N にすると、リスニングモードび自動的 
に DIRECT む、ら STEREO に切0換ね〇ます。 

•工場出荷時は日 FF に設定されていますび 、 「Auto Setting ] (- >P.34) 
でオートセットアップを行ったとさは All CH AD 」 UST で自動的 
に日 N にな0ます。 


操作/機能 
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基本操作 


便利な音声再を用機能 


U スニングモードで DIRECT を選択しているときに、これ5の機能を日 N にすると、 U スニングモードが自動的に D 旧 ECT 
か 5 STERE 日に切り換わります。 


デジタルノイズリダクション機能（ノイズのほ減) 


DIGITAL NR を日 N にすると、カセツトテープやビデオテープなど、雑音びをく含まれるソフトのノイズをほ減するこ 
とびでさます。 


2 


一 

— MULT1COKTROL 

niijjiU mji 

-w. ■* — 

MOVIE MUSIC 

夸濟 

巧野 1 ENTER 

匿 

进 a 

微 e w 

11 OKliSV 1 


rrartn top menu 

♦ A y 

胃如 > 

AUDIO BETURN 

W が > 

CHWe.- d _ CKMI が 

因^因 

SS5 SS7 BS9 BS11 

，泣化白面 

DdMER LOUOtCSS TONE 田 * HTCNSCL 

@を 

¥ 


琴’ 

……婦喔桑’’ 

〇 @ @が 



O 

f 0 ol0 0 0 O O Q 户 0-6-6 o 

0 


国 

參〇〇 0-6-6 • 1 

1 (© # # #)) 

置 

f - 


I 





1 


2 


1 


AMP 


U モコンをアンプ操作モードにずる。 


2 DIGITAL NR を日 N にずる。 

ボタンを巧すたび 、 DIGITAL NR び日 N または日 FF 
に切り換ねります。 

日 N にすると DNR インジケーターび点灯します。 


^ メモ 

• 政下の場含は、□に ITAL NR を日 N にしてもノイズび十分に低減 
されないことがあ0ます。 

-突然のノイズ 
-極端に大きいノイズ 
-高い周波数成分を?自常に多く含む信号 
-ちとわとノイズのかない録音状態の良い信号 
• 各音源に対し、 D に ITAL NR は政下のような改善効果びあります。 
ステレオ再生時 

-アナ□グ入力時 10〜18服 

-デジタル入力 ] 〇〜1日 d 目 

- AM / FM チューナー ] 日〜]已 dB 
M 日 VIE または MUS にモードで再生時 目〜1日 d 巨 

.THX CINEMA、MULTI CH IN モードでは使用できません。 

. デジタル接続で88.21 cHz 政上の入力信号を再生していると到ま、 
使用でをません。 


:ッドナイトリスニング機能（ル音量での快適なサラウンド再生) 


音量をルさくすると、サラウンド効果び弱くなったり、微かな音やセリフなどび聴きとりにくくなることびありま 
す。ミツドナイト U スニング機能は、ボリュームレベルやソースに応じて様々な補正を行いますのでル音量でち全体 
のバランスび良い状態で映画などをお楽しみいただけます。 




o 

国 

\o Ol o o o c-> 
參 0 0 0-6-6 

o o 6 0-6—6 o 
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i 

も国 (© # # #)) 

MP か »JC» WtD 1 NO? ■ 
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MIDNIGHT 


ミツドナイトリスニング機能を日 N にずる。 

ボタンを押すたびに、ミッドナイト U スニング機 
能び日 N または日 FF に切り換わります。 

日 N にすると MIDN に HT インジケーターび点灯しま 
す。 


滅メモ 

• この機能は音量び一2 0 d 巨よりル音量のときに効果びあり、 
音量に含せてサラウンド効果を自動調整されます。 

.THX CINEMA、MULTI CH IN モードでは使用できません。 

. ラウドネス機能との併用はできません。 
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基本操作 


AMP HULTI SYSTEM SOURCE 

^ — MULTI CONTROL - 

jljjljjiJJ 

mjl 


m ぷ 

SYITEM GUIDE 

.み，一み w 


CHUM 卜 d CHMe.+ 

田 iM 因 

BSS BS7 BS9 SS11 

窟面白面 

DltNEn Louncss TONE SFECT か & 


@@谭 

TV MMTBnr~/ 

趣 ’ 

m 

# 

4,9 

施巧 T CXtNNa 化 UK 

咖 

S 


o^Sicgi 


2 


トーンコント□ール機能を ON にすると、低音、高音びお好みによって調整できまず。 


2 

3 




4 


U モコンをアンプ操作モードにずる。 


2 


3 


馨 


BASS/T 扣 BLE 

赞 


4 



I ーンコント□ールモードを ON にずる。 

ボタンを押すたびに [ -ーンコント□ールモードび 
日 N または巨丫 PASS に切り換わります。 

日 N にずると T 日 NE インジケーターび点なします。 

低音か高音を選ぶ。 

ディスプレイに IT 日 NE : 巨 YPASS 」 び表示された 
5手順2に戻り I ンコント□-ルモードを日 N に 
してください。 

ボタンを押すたびに低音 ( BASS ) と高音 
( TRE 目 LE ) び切り換わります。 

調整ずる。 


[ 〇 〇 10 0 0 0 0 0 0 0 - 0-0 0 

雜 IjP fb-Q 倍 團您卷參雜 ) 

m I MW •一 


因 


ラウドネス機能（ル音量時の高ほ音域の補正） 


ラウドネス機能はボリュームレベルに応じて、低音域、高音域のレベルを適正値に補正します。 


/ 

AMP piulTI system 

jAk yawTIM — OFF — 

r—^ — MULTI CONTROL 

imm mji gjjj^ 

SOURCE 

0 

： ^T- 

MOVIE MUS に 

~ fsunMu' イ 

し ♦ 卜 {. ♦ > 

擺が ,1 BtTER 

S 3 

あ巧"がが 


匿盞 

1,1"" TOP U 扣 U 


m 


[po] 000 Of 300 


曇 


〇 〇 0-0-0 


国 ^ # # #) 


齒 


1 

リモコンをアンプ操作モードにずる。 

ク LOUDNESS 

ラウドネス機能を ON にずる。 

ボタンを押すたびに、ラウドネス機能び日 N または 
日 FF に切り換わります。 

日 N にすると LOUDNESS インジケーターび点灯し 
ます。 



續メモ 


• この機能は音量び一 2 日 d 巨よりル音量のときに効果びあ0、 
音量に含せて効果ち自動調整されます。 

.THX CINEMA、MULTI CH IN モードでは使巧でさません。 

• ミッドナイト U スニング機能との併巧はでさません。 


•卜ーンは、一目〜+日 d 巨の範囲で調整でさます。 

.THX CINEMA、MULTI CH IN モードでは使巧でさません。 


トーンコント□—ル機能（巧みに応じた高低音の調整) 


3S ® 
W 逃 3 

I 媒樓 


操作/機能 


2 3 4 
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応用操作 


音声のディレイ時間を調藝ずる。 

日 . 日〜 日. 日フレームの範囲で、日 .1 フレーム 単 
位で調整することができます。最大 日 .2砂まで 
調整巧能です。 


^ メモ 

MULTI CH IN 、 DIRECT モードでは使用でさません。 




〇 I 〇 〇‘| 0 <p 〇 0 0 0 〇 0-6-6 〇 〇 

暴*^ む;^- 0--6 5圓 


MULTI CH IN モードでは使用でさません。 

U スニングモードで□旧 ECT を選択しているとさにオーディオ 
スケーラー機能を日 N にすると、リスニングモードび自動的に 
D 旧 ECT か 5 STERE 0 に切0換わ0ます。 

デジタル接続で 88.2 kHzl ； LL の入力信号を再生しているとさ 
は、使用でさません。 


DVD ソフ ト など、本機を通して映像と音声を楽しんでいるとを、映像の動きとセリフなどの音声とび合っていない場 
合は、音声を遅5せることで、映像の動をと音声とを合わせることびでさます。 


リモコンをアンプ操作モードにする。 


Ut '» !■!— 

I MOVIE MUSIC l^ifl で INPUT I 

I Liimhiu 。， I 、 ea,u UIITIW l 

因の Q 因 


:FFECT/CH SEL 

嚇 12 


サウンドディレイの設定にずる。 

ディスプレイにの ELAY 」 が表示されるま 
で巧して < ださい。 


才ーデイオスケーラー機能 


サウンドデイレイ機能 



i ゆ度 1123 變 SI 

TS S3 ^@^5 

四#が替 #5 

避面|靈爲@置 






応用操作 


MULTI CH IN 端テに接続した機器の各チャンネルの音声を、すべてアナ□グ処理のまま忠実に高 SN 比にて再生します。 
映像は入カファンクション選択で選ばれている機器の映像び映ります。接続については 「 DVD オーディオ/ SACD プ 
レーヤーの接続」（畔 P.20) をご覧ください。 

. スピーカーシステムの設定（畔 P.39) で無し （ NO ) に設定されているチャンネルか5は音び出ません。 


Tn 恥 H 


マルチチヤンネル入力にずる。 

ボタンを巧すたび、日 N と日 FF び切0換わ0ま 
す。 


I 鄉 


)-6 〇 |〇 


Q 区"*白 

hUSIStVOlUhC 


モノラルの音声チヤンネルを2つ持つデジタル信号のことを] +] デュアルモノラル信号といいます。ここではデュア 
ルモノラル信号び入力されたとさにどちらの音声をどのスピーカーか5出力するかを設定します。この設定は、例え 
ば U (下のような MPEG -2 AAC やドルビーデジタルの1+1デュアルモノラルフオー マッ トのソースにのみ有効です。 

•目 S デジタル放送のモノラルの二か国語放送や音青を重放送など 
ステレオの二か国語放送などはデュアルモノラルとは異なるフオー マッ トにな0ます。 

•2 か国語放送などを DVD レコーダーのデュアルモノラルモードで録画したもの 
録画モードの名称は機器によって異な0ます。詳しくは DVD レコーダーの取扱説明書をご覧ください。 


chi 

ch2 

chi/ch2 


チヤンネル 1 の音声のみを再生する場合。 

チヤンネレ2の音声のみを再生する場合。 

チヤンネル1/チヤンネル2の音声をそれぞれ左/ちのフ n ントスピーカーか日分けて再生する場合。 


岡 


[〇 000000 0—0—0 0 




圓 


© # # #) 


nc I uni't 

0 


D- 


-口- 


デュアルモノ信号を検出するとのと回び数秒点滅し 
ます。その後 Chi 選お時は旧、 ch 2 選択時は回、 
chi /か2選択時は因回び点灯します。 


3秒1；|上巧し続けてデュァルモノの設定を変更 

ずる。 

ボタンを押し続けることで拟下のように切り換わ 
ります。 


DUAL chi 


DUAL ch 2 


' - DUAL chl/ch2 ♦ - ' 

聞さたいチヤンネルが表示されているとさに指を 
離してください。 


感メモ 

工場出荷時の設定は DUAL chi に設定されています。 


^ メモ 

• マルチチャンネル入力信号には U スニングモードの効果を加 
えることはでをません。リスニングモードを切り換えると 
MULTI CH IN モードは r 日 FF 」 になります。 

. 「アコースティックキャリブレーシヨン EQ 」 （畔 P.67) や「便利な 
音青再生用機能」（畔 P.68) を日 N にすることはできません。 

• 入カフアンクシヨンごとに MULTI CH IN モードを設定する 
ことびでさます。 

.MULTI CH IN モードは入カフアンクシヨンごとにラスト方 
モ U —されます。 


DUAL MONO (デュアルモノ)の再をと設定 


DVD 才ーデイオ/ SACD (マルチチヤンネル入力)の再を 


操作/機能 
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応用操作 


へツドホンをほラ 



1 へッドホンのプラグを PHONES 端テに差し込む。 


^ メモ 

• へッドホンを差し込むとスピーカーか5音は出なくなりま 
す。ただし 、 MULTI CH IN モードのとをはサブウーファーか 
5のみ音び出ます。 

• 各 U スニングモードの効果は 2 ch にダウンミックスされます 
び、 2 ch ソースに対してマト U クスデコードによるサラウン 
ド処理は行いません。 

.MULTI CH IN モードのとをは 、 MULTI CH IN 端子の 
FR 日 NT 囚、回の音青をヘッドホンか5出力します。 

. へッドホンを差し込んでいるときは SYSTEM SETUP を巧ラ 
ことはでさません。 


ビデオ七レクト機能(別のフアンクシヨンの映像を見る) 


ビデオセレクト機能は、お好みの音楽ソースを聞きながら別の機器のビデオ映像などを同時に見ることができ 
る機能です。 


AMP WILT SYSTEM かでだ 
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MOVIE M 的に 
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2 



1 音楽ソースを再生する。 

(「基本再生」与 R 58) 


2 


AMP 


リモコンをアンプ操作モードにずる。 

U モコンげアンプ操作モードに切り換わります。 


j VIDEO SEL 映像のみを再生したいビデオ入力を選択ず 

@ る。 

ボタンを巧すたびに L 打のように切り換わりま 
す。 

I~~» DVD/LD —— * TV/SAT -» VIDEO —■ 

- OFF -- VCR 2 «- VCR1/DVR 户 

4 手順3で選択したビデオ入力機器を再生ずる。 

(「基本再生」畔 Pi 58) 
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^ メモ 

ビデオセレクト機能は、本機の電源を切ったり、入カファンク 
シヨンを切り換える（または他機器操作ボタンを巧す）とキャン 
セルされます。 


3 
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ディスプレイの明るさを調舊する 


応用操作 


rrnn top menu 

み A ^ 
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リモコンの DIMMER ボタンを使って、本体のディスプレイの明るさを調整できます。 




リモコンをアンプ操作モードにずる。 

リモコンびアンプ操作モードに切り換わります。 


2 


CHUte 卜 _ d _ CHMe.+ 

因^^因 

BSS BS7 BS9 SS11 
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を 


好みの明るさに調藝ずる。 

ボタンを押すたびにディスプレイの明るさを 4 段 
階に調整でをます。 


嫁^ メモ 

• 調整値にかかわらず、操作時は一時的に明るく表示します。 

• 明るさを一番暗い設定にしたとさは、 MCACC インジケーター 
ち消なします。 


オーディオ機器か 5 の音声やビデオ機器からの映像、音声を本機を使って録音/録画するちまについて説明します。 
ソース機器と録音-録画機器の接続は「接続」（马 P .22 〜 24) をご賣ください。 


3 


2 


INPUT 


2 

3 


SIGNAL SEL 

を 


録音または録画したいソースを選ぶ。 

ボタンを巧すたびに(本体の場合は 、 MULTI JOG 
をちに回ずと)入力び順巧に切り換わります。 

U モコンをアンプ操作モードにする。 

入力信号を選巧ずる。 

デジタル録音するときは、 DIGITAL を還おしま 
す。詳しくは 「 ANALOG / D に ITAL 信号の切り換 
え」（与 R 59) をご覧ください。 


4 録音機器の録音またはビデオデッキ ( DVD レコーダー） 
の録画を開始ずる。 

録音または録画するソースを再生ずる。 


OPEMIKIN 

^— MULTI CONTROL 

MOVIE " 脚 C 


m 

古 


MOVE 眶 pT 冊 

fsiBWU* r SBCH MULTI CH l 


^ メモ 

. 音声はアナ□グーデジタル変換していませんので、接続ずる信号の種類を合わせてください。 

. 映像はコンポジットまたは S ビデオで接続し、ソース機器と録画機器のコードの種類を合わせてください。 

• オートセットアップ(畔 p .8, 34) を行っているときには録音-録画を行わないでください。 

• 各録音信号に、本機の音量、チャンネルレベル、「便利な音声再生用機能」（畔 P .68)、 U ス ニン グモードの設定 
は、反映されません。 

. デジタル出力については、再生はできてち信号の種類やコピーガード、録音機器の仕様などによ0録音できな 
いものびあります。この場合はアナ□グ接続で録音してください（畔 P .23)。 

.MULTI CH INPUT に入力された音声は、録音することびできません。 

. DVD などのビデオソフトの中にはコピーガードび設定されていて録画でをないものびあ0ます。 


本機をほった録音/録画 


I 


薇め® 

一|@理 3 


疆 


閣 


操作/機能 
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u モコンにぶる他機器の操作 


他機器を操作するための U モコン設定 


付属のリモコンを使って、本機政外のパイオニア製品 （ DVD プレーヤーなど)や他社の機器（ビデオデッキ、テレビな 
ど)を操作する ことび できます。お手持ちの機器のプ U セットコードび U モ コンに登録されている場合は、該当する 
コードを呼び出して簡単に本機のリモコンで操作できるようになります （Preset Recall )。 プリセットコードび登録 
されていない場合、または本機のリモコンで操作できる機能を追加したい場含は、その操作の U モコンコードを直接 
登録(学習)ずることびできます ( Learning )。 


^ メモ 

. ケーブル TV チューナーとモニター TV などを登録したいときは、モニ 
夕 一 TV を TVC 日 NT 、 ケーブル TV チューナ ー( ソース機器)を TV/SAT 
に登録すると便利です。 

• リモコンげ他機器の操作モードになっていても 、 TV C 日 NT に登録され 
た機器は TV C 日 NTR 日 L ボタンでいつでも操作することびでをます。 


VID 防な L «レ6打 I I— 

公〇 Q を。 

TV CQNTROJ. ^ < 也 TITLE 

一 

m 


^221^ —— 

3 が断 CHANNEL VOLUME 

06白 


Preset Recall セットアップモード(プリセットコードの巧び出し) 


ここでは、本機の1」モコンの他機器操作ボタンに、操作したい他機器のプ I 」セットコードを登録します。 

游メモ 

. U モートセットアップモードを解除しにいとをは 、 REMOTE SETUP ボタンを押してくださし、 

. U モートセットアップモードを解除しないと、 U モコンで本機や他機器を操作することびできません。 



LED 



1 

(S) 

+ 

巧 


REMOTE SETUP ボタンを巧したまま® 
ボタンを巧してプリセツトコードの登録にず 
る。 

LED インジケーターび点滅します。 

プ U セツトリコールモードを解除したいときは 
REMOTE SETUP ボタンを押します。 



tarn rnma imh 

QX Mgj 


プリセツトコードの登録をし 
たい他機器操作ボタンを選択 
ずる。 

LED インジケーターが点灯に変 
わります。 


3 08 @ 

@@@ 


登録したい機器に U モコン 
を向けて登録したい機器の 
メーカーコー ド (4 做を入力 
ずる。「プリセツトコードー 
覧 表」 （与 P .88) 


LED インジケーターび点滅します。 

リモコンからその機器の電源 ON / OFF 信号び送5れます。 
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I ! モコンにぶる他機器の操作 


機器の電源が日 N/OFF した場合 

その機器のプ U セツトコードび呼び出されました。手順4へお 
進み < ださし、。 

機器の電源び ON/OFF されなかった場合 

呼び出されたプリセツトコードびその機器の U モコンコード 
と一致していない可能性びあ0ます。同一;<ーカーで機器の 
プ U セツトコードび複数ある場合は、他のコードを選んで入 
力してみて < ださし、。 


.ENTER ボタンは選択した機器に向けて巧さないと、機器の電 
源は日 N / 日 FF しません。 

• 選おした機器に STAND 巨丫/日 N モードびない場合は、正しく 
設定できていても電源は日 N / 日 FF しません。この場合はその 
まま手順4へ進み、その後に実隙に操作でさるかどラか試して 
みて < ださい。 

• 表示されているすべての番号を押しても電源び日 N/OFF または 
操作できない場合は 「Learnin 資セツトアップモード」（畔片76)で 
登録してください。 


4 REMOTE remote SETUP ボタンを J 甲してプリセッ 
^siiyp トコードの登録を終了ずる。 

'* リモ-トセットアップモ-ドび終了して、リモ] 
ンが通常の状態になります。 




u モコンにぶる他機器の操作 


Learning セットアップモード(他機器のリモコンコードを登録する) 


本機の1」モコンで操作したい他機器のプ I 」セツトコードび登録でさない場合は、(下の手順で他機器の U モコンコー 
ドを本機の I 」モコンに登録(学習）ずることびでさます。プ U セツトコードを設定しにだけでは使用でをない操作につ 
いてち、■(下の手順で本機の U モコンに追加登録(学習）することびできます。 


藏メモ 

. I 」モートセットアップモードを辭除したいときは 、 REMOTE SETUP ボタンを巧してくださし、 

. リモートセットアップモードを稱除しないと、 U モコンで本機や他機器を操作することびできません。 


2 




AMP hulU S« 田 SOURCE 

@ gg - わ 


MOVIE MUSIC 




ておが 

. ♦が ♦ 5 

も'戚 I I ENTER 

c 分細 


*15 … INPUT 

& 

- ™ 


m 

man 




^ 4 命 A 

"み，一選, 

CMMB.- _ a _ «« 化 + 

因田 

BM BS7 BS9 BS" 

を ip o が 

の & 屈顯’ 
@ @咕曲 1 

W @ @ @" 

f iv UONIHOL 1 SUBimf 

〇 &呼麵 

獲' CHANNEL «LU‘E j" 


(avampurer'^ 


LED 


3 


,6 


體邪 

(S) 


REMOTE SETUP ボタンを巧したまま @ 
ボタンを巧して Learnin 宫セツトアップモー 
ドにずる。 


十 LED インジケーターび点滅します。 

© Learnin 浸セットアップモードを解除したいとさは 
REMOTE SETUP ポタンを押します。 


2 


— ^— MULTI CONTROL - 

limm h , 麻 I VMimn hW •リリ 

QS 


リモコンコードの登録をした 
い他機器操作ボタンを選巧ず 
る。 


例えば、 DVD / LD ボタンを押し 
ます。 


LED インジケーターび点灯に変 
わります。 


3 @ 登録したい操作ボタンを選択ずる。 

„ 例えば、►ボタンを巧します。 

LED インジケーターが素早 < 点滅します。 

手順2で TV CONT を選択した場をのみ TV 
C 日 NTR 日 L ボタンにち登録することびで 
をます。 



CHMIEL- d CHUCI+ 

因^因 

B3S BS7 ess 的 11 

包 in 。占 

""MER LOUMESS 

9GWI SEl MR 111 

@@ じ 

TV CONTROL 


ボタン 


み 0 6 一 
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u モコンにぶる他機器の操作 

4 LED インジケーターび素早く点滅している間に他機器 
のリモコンを下図のように本機のリモコンに向け、他 
機器リモコンの登録したい操作ボタンを巧ず。 

①本機と他機器の I 」モコンを互いに下のよ5に向けます。 

!H —卜 20cm — け。!禪嗎〇 

が召の田夕 ^ W 円。 wwlfX 召」 1||〇〇〇^〇〇〇〇55〇|〇〇_ j ) 

③他機器の U モコンの登録したい操作ボタンを押します。 LED イ 
ンジケーターび一度消灯した後、再度点灯に変わ0ます。 

5 登録を続ける場合は、 liTF の手順を行いまず。 

同じ他機器操作ボタンに別のリモコンコードを追加登録 
ずるには 

手順3〜4を繰り返します。 

別の他機器操作ボタンにリモコンコードを登録ずるには 

手順2〜4を繰り返します。 

6 remote remote setup ボタン对甲して Learning 

SETUP セットアップモードを終了ずる。 

リモ-トセットアップモ-ドび終了して、リモ] 
ンび通常の状態になります。 


• 登録後に実隙に操作でさない場合は手順4で U モコン同±の距 
離を変えてみてください。リモコンコードび正しく認識され 
る場合があります。 

• U モコンコードによっては正しく登録でをないをのもありま 
す。 


リモ n ンの操作 


77 





u モコンにぶる他機器の操作 


他機器のリモコン操作 


• し处下の U モコン操作を巧ラには、あ5かじめ操作したい機器の U モコンコードを登録しておく必要びあります。詳 
しくは「他機器を操作するための U モコン設定」（畔 P.74) をご覧ください。 

• 実際に操作を始める前に操作したい機器の他機器操作ボタンを巧して、リモコンをその機器の操作モードにしてく 
ださい。各機器の詳しい機能については、それぞれの取扱説明書をお読みください。 

• 機種によっては操作でをないボタンちありまず。 



DVD 


己 S デジタルチュー 
ナー内蔵テレビ 


V 下 R 
(ビデオ 
デッキなど） 



ボタン 

DVD レコーダー 

テレビ 

CATV 

CD/CD-R/ 

TUNER 

日 S デジタル 
チューナー 

MD/TAPE 


LD 




む 

電源の ON/OFF 

電源の 

ON/OFF 

電源の ON/OFF 

電源の 

ON/OFF 

電源の 

ON/OFF 

電源の 

ON/OFF 

電源の ON/ 
OFF 

► 

再を 


d (データ連動） 


再生 

再を 

BAND 

■ 

停止 

巨 S 白 

緑 


停止 

停止 

MPX 

II 

一時停止 

巨 S7 

赤 


一時停止 

一時停止 

DIRECT 

ACCESS 

►► 

早送り 

チヤンネルを 

1 つ上げる 

チヤンネルを 1 つ 
上げる 

ページを]つ 
上げる 

早送り 

早送り 

STATI0N + 


早戻し 

チヤンネルを 

1 つ下げる 

チヤンネルを 1 つ 
下げる 

ページを]つ 
下げる 

早戻し 

早戻し 

STATION- 

►►1 

次のチャプター 
(トラック)の 
頭出し 

BS1 1 

黄 

チヤンネルを 

1 つ上げる 

チヤンネルを 

1 つ上げる 

トラックの 
頭出し 

CLASS 


前のチャプター 
(トラック)の 
頭出し 

巨 S 已 

青 

チヤンネルを 

1 つ下げる 

チヤンネルを 

1 つ下げる 

トラックの 
頭出し 

RF ATT 

t 毒（同時押し） 

[DVD レコー 
夕’一] 録画 




録画 

[巳 D-R/MD/ 
TAPE] 録音 


RETURN 

[DVD/DVD レ 
コーダー]設定画 
面などで 1 つ前に 
戻る 

おる 

設定画面などで 1 つ前 

1 し 民る 

Exit 




TOP MENU/ 
GUIDE 

[DVD/DVD レ 
つーダー]トップ 
メニュー画面を 

表示 


番組表を表の 

番組表を表お 




MENU/ 

SYSTEM 

SETUP 

[DVD/DVD 
レコーダー]各種 
メニュー画面を 

表示 

各種メニユ ー 
画面を表巧 

巨 S メニュ ー /番組ナビ 
を表示 

鲁種メニユー 
画面を表お 




AUDIO 

音声の選択 

音声の選択 

音声の選お 


TV チューナー 
と ビデオチュー 
ナーの切〇換元 

[TAP 口 
リバース面への 
切り換え 


SUB TITLE 

字幕の選択 

表示コール 

表示コール 



ディスプレイ 
表をの変更 

DISP MODE 

一 

鲁種メニュー 
画面を操作 

各種メニユ ー 
画面を操作 

各種メニュー画面を 
操作 

鲁種メニユー 
画面を操作 


ダプルテープ 
デッキの操作 

t*(TUNE+/-) 

和一 

(ST 冉 TI0N+/-) 

ENTER 

操作を決定 

操作を決定 

操作を決定 

操作を決定 




数字ボタン 
(1 〜日） 

チャプター 
(トラック)の 
ダイレクト選択 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選択 

[日 S チューナー内蔵 
TV]BS デジタルチヤン 
ネルのダイレクト選択 
旧 S デジタルチュー 
ナー]チヤンネルのダイ 
レクト選択 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選択 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選択 

トラックの 
ダイレクト選択 

放送局のダイレ 
クト選お 

数字ボタン 
0(10) 

チャプター 
(トラック)の 
ダイレクト選が 

0 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選択] 0 

[BS チューナー内蔵 
TV]BS デジタルチヤ 
ンネルのダイレクト 
選が 0 

旧 S デジタルチュー 
ナー] チヤンネルの 
ダイレクト選択 0 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選お 0 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選択… 

トラックの 
ダイレクト選が 
10 

放送局の 
ダイレクト 
選択 0 

数字ボタン 
+ 10(11) 

* チャプター（卜 
ラック)のダイレ 
クト選お +10 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選択 11 
または十 1 日 

* チヤンネルの 
ダイレクト選択 • 


チヤンネルの 
ダイレクト 
選択 11 
または +1 日 

[CD/CD-R/ 

MD] 

トラックのダイ 
レクト選択 >10 


ENTER ボタン 
(12) 

[DVDJSearch 
Mode[DVD レつ一 
ダー]ディスクナビ 
ゲーター画面を表示 
[LD]A 面と B 面の切 
り曽ぇ 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選択に 

材 

選択したチヤ 
ンネルの決定 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選択 ]2 

[CD/CD-R] 

DISC 



本 DVD プレーヤーによっては1 01；LL を選ぶとき十]日で式ではなく、 ENTER 方式で番号を決める機種びあります 
が、その機種も本機リモコンでは+1日ボタンで操作することびできます。 





u モコンの便利な機能 


LED 


雖邪 

(S) 

+ 


REMOTE SETUP ボタンを巧したまま@ 
ボタンを巧してダイレクトフアンクシヨン 
モードの設定にずる。 

LE □インジケーターび点滅します。 

ダイレクトフアンクシヨンモードの設定を解除し 
たいとをは REMOTE SETUP ボタンを巧しま 
ず。 


2 


— ^— MULTI COWROL 
igCTTii レ"な W iiamiA 


り |!;W お • 


設定したい他機器を選択ず 
る。 

L E D インジケーターが点灯しま 
す。 


,5 


3 @ ダイレクトフアンクシヨンを ON にずるときは 

® を、 OFF にずるときは®を巧しまず。 

St le □インジケーターび点滅します。 

& 


4 続けてその他の機器の設定を巧う場合は、手順2 
繰り返しまず。 


-3 を 


^ RE_MQIE 


SETUP 


REMOTE SETUP ボタンを巧してダイレク 
トフアンクシヨンモードの設定を終了ずる。 

1」モートセットアップモードび終了して、 U モコ 
ンび通南の巧態になります。 


Direct Function モードを設定する 


ダイレクトフアンクシヨンは他機器操作ボタンを押したときに、本機の入カフアンクシヨンを同時に切り換えるかどうか 
を設定する機能です。日 FF にすると入カフアンクシヨンは切り換わ日ず、操作ボタンの機能だけび切り換わります。 

本機に接続されている機器と、本機の入力切換動作び必要ない機器(直接テレビに接続されているなど）と区別でさる 
よラにするためのモードです。工場出荷時はすべて日 N になっています。 

^ メモ 

• U モートセットアップモードを解除したいとさは 、 REMOTE SETUP ボタンを巧してください。 

. U モートセットアップモードを解除しないと、 U モコンで本機や他機器を操作することびできません。 


リモ n ンの操作 


2 

AW* MULTI SYS a SOURCE 

181 ™ °'l iSS 

— MULTI CONTROL - 

_ 

IsilLiJ -QSX 

MOVIE 肌 SIC INPUT 

JsurmwdJ^ SB" 

巧掛 1 1 ENTER MNGHT 

迸の 3 

I'lJ.'lll TOP MENU 

svsny A ^DE 

s … ’ 4 巧 t 

AUDIO lOiRN 

タザ A 

CHMIEL- ■ CHUHEL-f 

因^田 

… BS7 BS> BS11 

国 

DiuuER LOULess tone EFFtcrmsa 

風 ’ 

3 - 
3 — 

1 

s ぶ II 研爲。甲 

藝嗯曲 

VIDEO SEL HI-BIT ± —I — 

@ 錢 @ @ 1 。 

- "C か[ぉし ' 3UBTTT1£ 

，脚 ! I CHANNEL VOtUME ち離 

も e を — 

11 

Pioneer 

(AVAMPUFIER ) 
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u モコンの便利な機能 


80 


7 ルチオペレーシ 


マルチオペレーションとは、2つのボタン （MULTI OPERATION と他機器操作ボタン）を押すだけで、あらかじめ巧 


め5れている（プ U セツト)動作と、複数の操作(コマンド)を一度に実行する便利な機能です。香他機器操作ポタンに登 
録することびできます。 U モコンか5は次のようにコマンドび送信されます。 


ミ夫まっている(プリセツト)動作 



-登録する他機器操作ボタンで TV CONTROL を選んだときの「ミ夫まっている 
(プリセット）動作」は「テレビの電源を ON にする」のみとなります。 

-「決まっている（プリセット）動作」ではパイオニア lii がの機器の電源は ON しません。 


マルチオペレーシヨンをプ□グラムする 


マルチオペレーション機能で実行したい一連の操作をプ□グラムするち法について説明します。 

政下の手順を始める前に、操作したい機器のプ U セツトコードまたはリモコンコードを本機の U モコンに登録してお 
く必要びあります。詳しくは、「他機器を操作するためのリモコン設定」をご賣ください。（马 P.74) 


感メモ 

. リモートセットアップモードを解除したいとさは、 REM 日 TE SETUP ボタンを押してください。 

• リモートセットアップモードを解除しないと、 U モコンで本機や他機器を操作することびできません。 


2,3 


AMP 


LED 


村 


…じ 

III ぃ "" iiM 


MOVIE M 的に 


あ巧 W 

O Gi 

ENTER HMOn f I 

適苗曲 


smST A ^DE 

s み P A A A 

省，が, 

CHMEL- ■ CHUM け 

因^田 

BSS BS7 •:- —— 

を曲哨^ 
巧@庙風! 
@ @每を" 
W @ @を 

TV C0WTH0L ~ j 3UBTTTU 

な 0 巧 ■ 

が拓 CHAWEL VOtUME [ 宵邸 


,6 


ここでは DVD / LD ボタンに mVD を再生する」という操作をプ n グラ 
ムする手順を例にとって説明します。 


SETUP 

m 

+ 

© 


REMOTE SETUP ボタンを巧したまま@ 
ボタンを巧してマルチオペレーシヨンのプ □ 
グラムモードにずる。 

LED インジケーターび点滅しまず。 


2 


— ^— MULTI CONTROL - 

^rnim nroi [»Mii iMti 
HSU 


マルチオペレーションをプ□グ 
ラムしたい他機器操作ボタンを 
選択ずる。 


マルチオペレーションを実行する 
ときに、入カフアンクションとな 
るポタンを選びます。 

例） DVD / LD ボタンを押します。 
LED インジケーターび点灯に変わ 
ります。 


マルチオペレーションの 
プ□グラムび可能なボタン 









u モコンの便利な機能 


3 お行したし、操作の機器を選択ず 

iBsa ma mm ^例） dvd / ld ボタンを押します。 


手順3で AMP を選が 
したときのみ登録で 
さるボタン 


し 言 

HDMGNT 


手順3で TV CONT 
を選択したとさのみ 
登録でさるボタン 


実行したい操作ボタンを選択 
ずる。 

例）►再生ボタンを押します。 
コマンドびリモコンに登録される 
と、 LED インジケーターび2回点 
滅します。 


I'll'lll TOP MENU 

A A 夕 

刷’ 4 命 A 

AUDIO — RETURN 

# 一 ♦ 

CKMIEL- d CKMI か 

田^因 

BS5 BS7 的 9 BS11 

おが6曲 

"@ 獻風’ 
@ @旬曲" 
@ @ @ を" 

し IV じり NIHUL _] SJBTTTlf 

|〇 @ 

- 化恥か * て化扣 HlK 

1*0 〇1 


5 次のコマンドを登録ずるには、手順3〜4を繰り返しま 
ず。 

] つの他機器操作ボタンにおいて最大日つまで登録することびで 
さます。 


6 RsEeMt 邪 


(S) 


REMOTE SETUP ボタンを巧してマルチオペ 
レー シヨ ンのプ□グラムモードを終了ずる。 

U モートセットアップモードび終了して、リモコン 
び通常の状態になります。 


r マルチオペレーションをプ□グラムする」で登録した一連の操作 （ プ U セツト動作を含む）を実行するち法につ 
いて説明します。 


LED 


MULTI 

OPERATION 

a 


マルチオペレーシヨンモードにずる。 

LED インジケーターが点滅します。 


— ^— MULTI CONTROL - 

I か" 7 ル】 iVJmi 帕;扣|化 1 fclTOiUil 


操作したい他機器を還択ず 
る。 

プ U セット動作と、このボタ 
ンに登録されているコマンド 
が実行されます。 


登録した機器の状態によっては、登録した動作と異なる場含び 
おります。 


7 ルチオペレーシヨンを実巧する 


リモ n ンの操作 


を志 1,1 进 
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u モコンの便利な機能 
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システムオフ 


システムオフ ( SYSTEM 日 FF ) とは、已つまで自由に登録できる操作（コマンド）と、本機を含めたずベてのパイオニア 
の機器の電源日ドドを、ワンタッチで実行する便利な機能です。 U モコンからは次のよラなコマンドび送信されます。 


( —自由に登録できるコマンド撮大已つ) 一 ^^ 決まっている(プリセツト)動作 



システムオフ機能で実行したい一連の操作をプ n グラムする方法について説明します。 

政下の手順を始める前に、操作したい機器のプリセツトコードまたはリモコンコードを本機の U モコンに登録してお 
くぶ、要びあります。詳しくは r 他機器を操作するためのリモコン設定」をご覧ください。（畔 P .74) 


游メモ 

. リモートセットアップモードを解除したいとさは、 REM 日 TE SETUP ボタンを押してください。 

. リモートセットアップモードを解除しないと、 U モコンで本機や他機器を操作することびできません。 


3 




AMP 

⑩ 


。端 L - 勺 


r —^ — MULT1 CONTTtOL 

hi&bil 

挺 

MOVE MUSIC 

を'あ 

-fiii , 扣 wFT 

_L MODE 1 

*r 

ぉ聊 1ENTEB 

INPUT 

を o 

m w 

1 


I'lJ.'lll TOP MENU 

み A 0 

I 離"イ E 

AUDIO KTURN 

0 % 

CHMIEL- d CHUM け 

适ち 

BS5 BS7 BS9 B811 

面曲岡曲 


@ @ @趣 

I IY UWIHOL 1 as 皿 E 

泌も CHANNEL 化 … E ，綱 

画 

Pioneer 

(^avampurer) 


LED 

4 

2 


,6 


ここでは「□ V □ の再生を停止ずる」という操作をプ□グラムする手順 
を例にとって説明します。 


1 REMOTE REMOTE SETUP ボタンを巧したまま@ 
ボタンを巧してマルチオペ レーシヨ ンのプ □ 
グラムモ-ドにずる。 

+ LED インジケーターび点滅します。 

@ マルチオペレーシヨンのプ□グラムモードを解 
除したいとさは REMOTE SETUP ボタンを巧 
します。 


2 田 a 田 AMP ボタンを巧してシステムオフ①プ□グラ 
ムモードにずる。 

LED インジケーターが点灯に変わります。 


3 


— ^— MULTI CONTROL - 

n»ii REi mm i»ii 

MAJM QQ 


システムオフをプ□グラムし 
たい他機器操作ボタンを還択 
ずる。 


4 s^E SOURCE 0 ボタンを巧してシステムオフを 
® プ□グラムずる。 

手順3で TV CONT を選択した場合のみ TV 
CONTROL ボタンにを登録することびできます。 


5 2つめのコマンドを登録したいときは手順3~4を繰り 

返しまず。 

最大己つまで登録することびでさます。 


6 





REMOTE SETUP ボタンを巧してシステムオ 
フのプ□グラムモードを終了ずる。 

U モートセットアップモードび終了して、 U モ 
コンび通常の状態になります。 








u モコンの便利な機能 


MULTI 

OPERATION 




MULTI OPERATION ボタンを巧してか 6 已 
秒む内に AMP ボタンを巧して、システムオ 
フを実行ずる。 

「システムオフをプ□グラムする」で登録され 
たコマンドが実行された後、パイオニア機器の 
電源が日 FF になります。 


システムオフを実巧する 


リモ n ンの操作 


i ゆ一 

* 「化 


画を 


因 


3S ® 
霄03 
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u モコンの便利な機能 


U モコンの設定ク U ア 


本機のマルチオペレーシヨン、 Learning セツトアツプモードの設定などをクリアする方法について説明します。 


マルチオペレーシヨンの設定をクリアする 


を@ 

1111 

@ @ 


TOME EFFECDtHSa 

廢觸。 

超 : 远 " 

@ を。 


，做 h CHANNEL VOLUHE ちが p 【 

A & 


(AVAMPLIRER'i 


SETUP 

(S) 

+ 

感 


REMOTE SETUP ボタンを巧したまま @ 
ボタンを巧し続ける。 

LED インジケーターび3回点滅するまで巧し続 
けると、マルチオペレーションの設定びク U ア 
されます。 


Learnin 邑セットアップモードの設定をクリアする 


DMUER LOIMESS TOM: I 

の @ が 


&畴严 

@ @曲包 


寧ち 


〇 @ 9 S 

s' 曲 !， CHANNEL VCCUME 帯昭 


(AV AMPLIFIER 


SETUP 

m 

+ 

感 


REMOTE SETUP ボタンを巧したまま @ 
ボタンを巧し続ける。 

LED インジケーターが3回点滅するまで巧し続 
けると、 Learnin 呂セットアップモードの設定がク 
U アされます。 


y モコンの設定すべてをク II 了する 


@ @ 値を " 

VIDEO 9EL Hterr ' - C 

-1 1 

1 MUNEL WLuIe 

A e ei 


-1 @ 

画 

Pioneer 

C AVAMPLIRER ) 

_ 一 

+ 

m 


REMOTE SETUP ボタンを巧したままな！ 
ボタンを巧し続ける。 

LED インジケーターび3回点滅するまで巧し続 
けると、 U モコンのずべての設定びク I 」アされ 
ます。 
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技術資料 


5.1 チヤンネル 4チヤンネルアナ□グ 

デジタルサウンド サウンドトラック 

トラック （マト U クス） 


映画フイルムでのドルビーデジタル 


しかし、 CD 等で用い5れる U ニア PCM 音声ち式のマ 
ルチチャンネル化では記録信号のデータ量び膨大に 
なってしまラため、人間の聴覚特性に基づいたマスキ 
ング技術と適用型トランスフオームコーディングによ 
り聴覚上の音質低下を招かないドルビーデジタル技術 
び開発されました。 

ドルビーデジタルは D V D ビデオの標準音声ち式として 
わ採巧され、米国では HDTV でを採巧されるなど、 
デジタル時代の標準フオー マッ トとなっています。 
その他の特長としてはのよラな機能びあ0、ドル 
ビーデジタルは柔軟性の高いコーディングシステムで 
す。 

1) モノ、ステレオ、プ□□ジック対応の構成および 
曰.1 ch 音青の再生に最適なダウンミキシング 

2) 広範囲のビットレートにわたる動作 

3) ダイナ S ックレンジ情報を伝達する機能 

4) ダイア□グノーマライゼーシヨン機能 

ダイア□グノーマライゼーシ ヨン 機能とは平均的 
音量レベルび異なるさまざまなソフトでち、一定 
の音量で再生されるよラに自動調整する機能で 
す。 「 Dial . Norm 」 と表現されることをあ0ます。 


ドルビーラボラト U —ズか5の実施権に基づさ製 
造されています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic 、 
Surround EX 、 ダブル□記号及び AAC □ゴは、ド 
ルビーラボラトリーズの商標です。 


本機にはプ n □ジック II の機能として Mo vie モード 
(映画再生向を)/ Music モード(音楽再生向き)/ Pro 
Logic モードを用意しており、お好みに含わせて切0誓 
えることび巧能です。 


プ□□ジック II 製品は、プ □□ ジック II の持つ様々 
な機能を、選択して搭載することが可能です。プ 
nn ジック II 搭載、とキャッチフレーズされた商品 
でも、必ずしも全く同じ機能を持っているとは限 
5ないことにごを意ください。 


ドルビーデジタルサラウン HEX 


ドルビーデジタルサラウンド EX は、映画「スターウォー 
ズ- エピソード1」の製作に向けて、ドルビーラボラト 
U —ズとルーカスフィルム社で共同開発された、日 . Ich 
再生巧能な新しい音響フォーマットです。 

新たに加えられたサラウンドバックかにより空間表現 
力、定位感び高め5れ、中央から離れた客席か5でち 
3日日度の回転や頭上を通過するよラな移動音効果-音儘 
をより生々しく体感することげ巧能となりました。フィ 
ルム上ではサウンドトラックのサラウンド L / Rch にエン 
コードされるため、既存のドルビーデジタル(日.] ch ) 環 
境での再生互換性びあ0ます。この技術により製作され 
た映画の U ストはドルビーラボラト U —ズのウェブサイ 
卜にてご覧になれます。 
http :// www . dolbv . com / 


ドルビーデジタルは、ドルビーのマルチチャンネル音 
声システムのディスク U —卜-デジタルサラウンド方 
式の名称です。アナ□グ音声を記録した従来の映画 
フィルム上にデジタル音青も記録でをる、映画業界に 
とって互換性の高い方式です。 


ドルビーデジタル 
エンコード 



ドルビープ□□ジック II は、ドルビープ□□ジックを更に 
改良し、ステレオ音青を已 . Ich に拡張して再生するため 
のマトリックスデコード技術です。ステア U ング□ジッ 
ク回路によ0、全可聴帯域の^イン已 C h を作0出しま 
す 。 C D のような通常のステレオ音楽素材に対してもよ 
0優れた立体音場効果、包囲感、より明確な定位をわた 
5し、ドルビーサラウンドエンコードされた素ネオはデイ 
スク U —卜已 . 1 ch に匹敵する移動感をも実現できるちの 
です。 



プ□□ジック 

プ□ロジック II 

効果的なソース 

ドルビーサラウンドエン 
コード処理されたステレ 

才 H ド. 

ずべてのステレオ音声 

デコード 
チトンネル数 

4.1 ch f サラウンド) 

、 モノラル ノ 

己 Ich (サラウンド) 

、 ステレオ ノ 

周波数特性 

サラウンド 

7 kHz 帯域制限 

全チヤンネル 
フルバンド 


サウンドフォー7ットについて 

ドルビー 


ド ルビー デジタル ド ルビー プロ □ ジック II 


口 □□□□□0 


リモ n ンの操作 技術資料 
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MPEG -2 AAC(Advanced Audio Coding ) 


MPEG -2 才ーディオの標準方式の一つとして、 に 日で規格化 （ IS 日 / IEC ] 38 18-7) された音青符号化 フォー マットで 
す。 MPEG - 1オーディオに対する下位互換性はありませんび、高圧縮率(低ビットレート）にちかかわ5ず高音質を確 
保できる点げ特長で、20日0年の年末か5始まった BS デジタル放送で採用されました。番組内容によりマルチチャン 
ネル設定げ巧能で、今後曰本のデジタル地上波放送でち採用び予定されています。 

政下び米国ノ くテントナンノ（一です。 


08/937,9曰0 

已，已 S 3,白色2 

98/03037 

08/039,478 

已,2巨4,84色 

已848391 

已，274,740 

97/0287已 

08/211.已47 

己,268,色 S 已 

已，291，已已7 

已，巨33,白81 

目7/02874 

已，703,999 

已,37已， 1 S 9 

已，4已1，曰已4 

已297 23色 

98/03036 

08/已已7.046 

已，己81，目已4 

已400 433 

4,目]4,7日1 

己,227,78 S 

08/894,844 

〇已 -183, 988 

已，222，189 

已，23曰，巨71 

已 |28已 ,49 S 

巳，299,238 

已，已48,己74 

已，3已7,已94 

07/日40,已曰〇 

己.481,目14 

已，299,239 

08/已〇色，729 

已7已2 22曰 

已，已79,430 

己1已92,已84 

已，299,240 

08/已7色，49曰 

已，394,473 

08/巨78,巨色6 

己,781,888 

已，197,087 
已，490，170 

已 ,7] 7,821 
08/392,7已色 


DTS 


DTS 

DTS は、新しい劇場用の音声記録方式として]目93年公開映画"ジュラシックパーク"より採用され、その高音質、か 
つ大迫力のサウンド効果は高い評価を得ています。このシステムは、目チャンネルのデジタル音声 CD — R 日 M に収録す 
るため、音声信号の圧縮率び低く、転送レートも高いフオーマットです。この映画界で完成したテクノ□ジーをホーム 
シアター用に発展させたのび 、 "DTS D に ITAL SURR 日 UND " です。音楽は独自録音による DTS - CD で、映画は 
DTS 丄□、 DVD で提供されます。 

DTS-ES 

2000年]1月に発表された新たなるサラウンド フオー マットで、 DTS - ES は 「DTS Extended Surround 」 の略称で 
す。 " DTS - ES ディスク U - 卜目 .1" と " DTS - ES マト U ックス日. 1" の2種類びあり、どちらも従来の DTS 已 . 1 ch デコー 
ダーとの下位互換性を有しています。 DTS - ES は従来の日. Ich システムにサラウンドバック （ S 目) ch を加えたもので、 
かつてない音像-定位感をちた5す事び可能にな0ました。 

DTS Neo:6 

全ての 2 ch ソースを目.日 ch サラウンドにするマト U ックスデコード技術です。 Cmema モード/ Music モードびあ0ま 
す。 


DTS 96/24 

DTS 社び開発した最新サラウンドフォー マツ トで、スタジオのマスター音源のクオ U ティ（目目 kHz /24 目け)を踏襲す 
る高音質な圧縮技術です。 DVD - VIDE 日フォー マツ トにおいて高画質な映像と高音質サウンドを同時に楽しめること 
を目的として開発されました。既をの DTS 対応 DVD プレーヤーと、 DTS 目目/24に対応するデコーダー ( AV アンプ 
等)をデジタル接続することで、 DTS 目目/24の八イクオ U ティー音声び再生巧能です。（専用プレーヤーは必要あり 
ません） 

従来の DTS デコータ‘一でち、従来通0の音質での再生び可能で、完全互換性を持っています。（本機は、 DTS 目目/34 
対応 デコーダーを 搭載しております） 


「 DTS 」、「 DTS-ES Extended Surround 」 及び 「 Neo : 目」は Digital 
Theater Systems 社の商標です。 
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THX 


THX はルーカスフィルム社が定めた規定で、映画鑑實を最高の品質で実現するためのわのです。映画の音声トラックは 
映画館に設置されているものと同じ装置を使用した大きなスタジオで録音されます。このよラなトラックを映画館で再生 
すると臨場感のあるすば5しい音場を再現することびでをます。しかし、映画館と比較すると家庭の部屋は非常に小さ 
く、残響がをく、使用しているスピーカーちまったく違ラちのでそのスピーカーの本数ち6本程度、それにリスニングが 
ジシヨンも映画館で鑑賞する場合と比べるとずっとスピーカーに近い、といラのび実情です。 

こラいった違いびあるために、よい映画を見たときに私たちを興奮させてくれる力強さや感動を家庭で再現することは不 
可能であるとされてきました。しかし、パイオニアの技術と THX の技術げ重なることにより、この難問を解決し、つい 
に現実のものとなりました。 


Re - Equalization ™ : 

映画のサウンドトラックは、映画館での上映用に製作されているため、それを家庭用の機器で再生すると、過度に明るく 
耳障りに聞こえます。 Re - Equalization はル型のホームシアターでも正確な音色バランスを再現します。 


Adaptive Decorrelation ™ : 

映画館ではサラウンドスピーカーび多数なのに対し、ホームシアターは通常2本です。そのため、にびり感やサラウンド 
感に欠けてしまったり、お接したスピーカーに音場が偏ってしまうことびあります 。 Adaptive Decorrelation はサラウ 
ンド信号間の時間と位相の関係を微妙に変化させることによ0、2本のスピーカーでわ U スニングエリアを拡大して、映 
画館と同様の効果をわた5します。 

Timbre Matching ™ : 

人間の耳は、音の到達方向によって音色の感じ方び変わります。映画館では数多くのサラウンドスピーカーが聴衆を囲む 
よラに配置されていますび、ホームシアターでは U スナーの両側の3本のみです 。 Timbre Matchin 資フィルターはこの 
スピーカーは位置の違いか5起こる音色の性質の差を補正することによって、フ n ントーサラウンド間の音の襲びりをス 
ムーズにします。 


Bass Peak Level Manager ™ : 

Dolby Di 封 tal のソフトにはホームシアターの環境のもとでは非常に大きなレベルの低音び記録されている場をびあります。 
Bass Peak Level Mana 呂 e 「 を使用するとご家庭のシステムに適したピークレベルを設定することびできます。にの機能に 
ついては已3ページを参照、してください。） 

Loudspeaker Position Time Synchronization ™ : 

それぞれのスピーカーか 5 リスニングポジシヨンまでの距離の差を調整する機能です。この調整を行ラとすべてのスピー 
力一び正確に同期するため、切れ目のない自然な音場を再現することびできます。（この機能については42、4目ページ 
を参照して < ださい。） 


ルーカスフイルム社か5の実施権に基づを製造されて 
います。 Lucas 川 m および THX はルーカスフイルム 
社の商標です。認可のもと、使巧されています。 
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プリ七ットコードー覧表 


本機の U モコンは下記の表にある方一力一の製品に対応しています。プ U セツトコード六一力一一覧にあるメーカー 
のプ U セツ トコードをすべて呼び出しても^一力一や製品によっては、操作できなかった0、違うはた5ををするこ 
とびあります。 


DVD 


メーカー 

コード 

TOSHIBA 

1010 

PANASONIC 

1002 

SONY 

1009 

JVC 

1005 

SAMSUNG 

1008 

RCA 

1007 

DEMON 

1004 

PHILIPS 

1006 

TOSHIBA 

1010 

YAMAHA 

1011, 1012 

PIONEER 

1001,100 2, 1003 

LD 

メーカー 

コード 

SONY 

2008 

PHILIPS 

200 6, 2007 

PANASONIC 

2005 

KENWOOD 

2004 

DEMON 

2003 

YAMAHA 

2009 

PIONEER 

2001,2002 

TV 

メーカー 

コード 

PIONEER 

5001,50 02, 500 3, 
500 4, 500 5, 500 6, 
500 7, 5008, 500 9, 
5010 

ADMIRAL 

5011,50 12, 5013 

AIWA 

5014,5015 

AKAI 

5016 

ALBA 

5017 

AOC 

5018 

BESTAR 

5019 

BLAUPUNKT 

5020 

BLUE SKY 

5021 

BRANDT 

5022 

BROCSON に 

5023 

BUSH 

5024 

CLATRON に 

502 已 

CRAIG 

5026, 5027, 5028, 
5029 

CROSLEX 

5030 

CURT に MATHIS 

5031,5032, 5033 

DAEWOO 

5034, 5035, 5036, 
5037, 5038, 50：39 

DAYTRON 

5040 

DUAL 

5041 

EMERSON 

5042, 5043, 5044, 
5045, 5046, 5047, 
5045, 5046, 5047, 
5048 

FERGUSON 

5049, 5050 


FIRST 

已〇已 1 

F に HER 

已〇已 2 

FUJITSU 

已〇已 3 

FUNAI 

已〇已 4, 5055, 5056 

GE 

已〇已 7, 5058, 5059, 
已 060 

GOLDSTAR 

已 061, 已 062, 已 063, 
已 064 

GOODMANS 

已 06 已，已 066 

HITACHI 

已 067, 已 068, 已 069, 
已 070, 已 071 

に E 

已 072 

旧 RADIO 

已 073 

ITT/NOKIA 

已 074, 已 075 

JCPENNY 

已 076, 已 077, 已 078, 
已 079 

JVC 

已 080, 已 081 

KENDO 

已 082 

KTV 

已 083, 已 084 

LOEWE 

已 085 

LXI 

已 086, 5087, 5088, 
已 089, 5090 

MAGNAVOX 

已 091 

MARK 

已 092 

MATSUI 

已 093, 已 094 

MATSUSHITA 

已 09 已， 5096 

MED 1 ON 

已 097 

MITSUBISHI 

已 098, 5099 

MIVAR 

已 100 

NEC 

已 101, 5102 

NOKIA OCEANIC 

已 103 

NORDMENDE 

已 104, 5105 

OKANO 

已 106 

ONWA 

已 107 

PANASONIC 

已 108, 已 109, 已 110, 
已 111 

PHILCO 

已 112, 5113, 已 114 

PHILLIPS 

已 004 

PHONOLA 

已 115 

PORTLAND 

已 116, 已 117 

PROSCAN 

已 118 

QUASAR 

已 119, 已 120 

RADIO 

已 121, 5122 

RADIO SHACK 

已 123, 5124, 5125 

RADIOLA 

已 126 

RCA/PROSCAN 

已 127, 5128, 5129 

SABA 

已 130 

SAMSUNG 

已 131, 5132 

SANYO 

已 133, 5134, 5135 

SCHNE1DER 

已 136 

SCOTT 

已 137, 已 138 

SHARP 

已 139, 已 140 

SIEMENS 

已 141 

SIGNATURE 

已 142, 已 143 

SONY 

已 144, 已 145 

SYLVAN lA 

已 146, 已 147 

SYMPHON に 

已 148 

TELEFUNKEN 

已 1 日 0, 5151 


THORN 

TOSHIBA 

UNIVERSUM 

VIDECH 

W. WHOUSE 
WARDS 

WATSON 

ZENITH 

VCR (VTR) 

已 152 

已 153, 5154 
已 1 己 5 

已 1 日 6, 5157 
已 1 日 8 

已 1 日 9, 5160, 已 161 
已 162 

已 163, 已 164 

メーカー 

コード 

PIONEER 

3001,3002, 3003, 
3004, 3005 

ADMIRAL 

3006 

AIWA 

3007, 3008, 3009 

AKAI 

3010, 3011 

ALBA 

3012 

AUDIO DYNAMIC 

3013, 3014 

BELL&HOWELL 

3015 

BLAUPUNKT 

3016, 3017 

BROCSON に 

3018, 3019 

BUSH 

3020 

CANON 

3021 

CGM 

3022, 3023 

CITIZEN 

3024 

CLATRON に 

3025 

CRAIG 

3026 

CURT に MATHIS 

3027, 3028, 3029 

DAEWOO 

3030, 3031,3032 

DBX 

3033, 30；34 

DIMENSIA 

3035 

EMERSON 

3036, 3037, 30 ： 38, 
30 ； 39, 3040, 3041 

FERGUSON 

3042 

FISHER 

3043, 3044, 3045, 
3046 

FUNAI 

3047, 3048 

GE 

3049, 3050, 3051 

GOLDSTAR 

3052 

GOODMANS 

3053, 3054 

GRUNDIG 

30 已已 

HITACHI 

3056, 3057, 3058, 
3059, 3060 

INSTANT REPLAY 3061,3062 

ITT/NOKIA 

3063 

JCPENNY 

3064, 3065, 3066, 
3067, 3068, 3069 

JVC 

3070, 3071,3072 

KENDO 

3073 

KENWOOD 

3074, 3075, 3076 

LOEWE 

3077, 3078 

LUXOR 

3079 

LXI 

3080, 3081,3082, 
3083, 3084, 3085, 
3086 

MARANTZ 

3087, 3088 

MARTA 

3089 
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MATSUI 

3090 

STB 


KENWOOD 

7043 

MEMOREX 

3091,3092 

(CATV 、 BS デジタルチユーナ ー 、 BS 

PHILIPS 

7044 

MINOLTA 

3093, 3094 

デジタルチユーナー内蔵テレビ） 

SONY 

704 已 

MITSUBISHI 

3095, 3096, 





3097, 


メーカー 

コード 

DVR 



3098, 3099 

PIONEER 

6001, 6002, 600 3, 



MULTITECH 

3100 ,3101, 3102 


6004, 6005, 6006 

メーカー 

コード 

NEC 

3103 

BELL 

6049 

PIONEER 

4001 

NOKIA OCEANIC 

3104 

BLAUPUNKT 

6007 



NOKIA 

3105,3106 

ECHOSTAR 

6047 

MD 


NORDMENDE 

3107 

GENERAL INSTRUMENT 



OKANO 

3108 


6008 

メーカー 

コード 

OLYMPIC 

3109,3110 

GOLDSTAR 

6009 

PIONEER 

8001,8002,8003 

ORION 

3111 

GRUNDIG 

6010, 6011 

DEMON 

8004 

PANASONIC 

3112,31 13, 

HAMLIN 

6012, 6013 

JVC 

800 已 

3114, 


HNS/HUGHES 

6014 

KENWOOD 

8006 


3115,3116,3117 

HITACHI 

601 已 

SONY 

8007 

PENTAX 

3118,3119 

ITT/NOKIA 

6016 

SHARP 

8002 

PHIIXO 

3120,3121 

JERROLD 

6017, 6018, 6019 

YAMAHA 

8008,8009 

PHILIPS 

3122 


6020, 6021 



PHONOLA 

3123 

NEC 

6022, 6023 

TAPE 


QUASAR 

3124,3125 

OAK 

6024, 6025, 6026 



RCA/PROSCAN 

3126 

PANASONIC 

6027, 6028, 6029 

メーカー 

コード 

REALISTIC 

3127,3128, 

PHILIPS 

6030, 6031 

PIONEER 

9001,9002 

3129, 


PRIMESTAR 

6048 

DEMON 

9003, 9004 


3130,3131,3132 

RADIO SHACK 

6032 

FISHER 

9005,9006 

SABA 

3133 

RCA 

6033 

JVC 

9007, 9008 

SAMSUNG 

3134,3135 

SAMSUNG 

6034, 603 已 

KENWOOD 

9009, 9010, 9011 

SANSUI 

3136 



NAKAM に HI 

9012 

SANYO 

3137,3138 

SCIENTIFIC ATLANTA 

ONKYO 

9013, 9014, 9015 

SCHNE1DER 

3139,3140 


6036, 6037, 6038 

PHILIPS 

9016, 9017 

SCOTT 

3141,31 42, 

SIEMENS 

6039, 6040 

SONY 

9018, 9019 

3143, 


SONY 

6041 

TEAC 

9020, 9021 


3144,3145, 

STAR CHOICE 

6048 

TECHNICS 

9022 

3146, 


TOSHIBA 

6042, 6043 

YAMAHA 

9023, 9024, 9025, 


3147 

TOCOM 

6044 


9026 

SEG 

3148 

ZENITH 

6045, 6046 



SELECO 

3149 





SHARP 

31 已 0,3151, 31 已 2 

CD-R 




SIEMENS 

3153,3154,3155 





SIGNATURE 

31 己 6, 3157 

メーカー 

コード 



SONY 

3158,3159, 

PIONEER 

7001,7002 



3160, 


DEMON 

7003, 7004, 7005 




3161,3162 ,3163 

FISHER 

7006, 7007 



SYLVAN 1A 

3164,3165, 

JVC 

7008, 7009, 7010, 



3166, 



7011 




3167 

KENWOOD 

7012, 7013, 7014, 



SYMPHONIC 

3168 


7015, 7016 



TANDBERG 

3169 

MAGNAVOX 

7017,7018 



TASHIRO 

3170 

MARANTZ 

7019 



TATUNG 

3171,3172 

ONKYO 

7020, 7021 



TEAC 

3173,3174,3175 

PANASONIC 

7022, 7023 



TECHNICS 

3176,3177 

PHILIPS 

7024, 7025 


泣 

TELEFUNKEN 

3178,3179 

RCA 

7026, 7027 


術 

THORN 

3180,3181 

SANYO 

7028 


i*i'j 

資 

TOSHIBA 

3182,3183,3184 

SHARP 

7029 


S 

UNIVERSUM 

3185,3186,3187 

SONY 

7030 


W. WHOUSE 

3188 

TEAC 

7031,7032,7033 



WARDS 

3189,3190, 

TECHNICS 

7034, 703 已 



3191, 


YAMAHA 

7036, 7037, 70 ： 38, 




3192,3193 


7039 



YAMAHA 

3194,3195,3196 

DEMON 

7040, 7041 



ZENITH 

3197 

JVC 

7042 
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工場出荷時の設定一覧 


設定項目 

初期値 

参照ページ 

スピーカーインピーダンス 

扫〇〜 1 巨〇 

P.26 

サラウンドバックシステムの設定 

Normal System (—般的サラウンド） 

P.33 

スピーカーの有り無し/低域再生能力 

すべて SMALL (ル） 

P.39 

サブウーファー 

YES (有り） 

P.39 

スピーカー出カレベル 

OdB (補正無し） 

R 41,45 

スピーカーまでの距離 

ずべて 2m 

R 42,46 

ク□スオーバー周波数 

召 OHz 

P.44 

視聴環境の周波数特性の補正 

全帯域 OdB 〔補正無し） 

R 8,47 

超低域音声のピークレベル設定 

OFF 

P.52 

ダイナミックレンジコント□ールの設定 

OFF 

P.53 

THX CINEMA 設定 

皿 PRO LOG に！1 MOVIE 

P.54 

デジタル入力の設定 

U アパネル表記通り 

P.55 

コンポーネントビデオ入力の設を 

U アパネル表記通り 

P.56 

入カファンクシヨン 

DVD/LD 

P.58 

入力信号の種類 

AUTO (入カファンクシヨンによっては 
DIGITAL/ANALOG 固定） 

P.59 

SB CH MODE 

AUTO 

P.65 

1」スニングモード 

皿 PRO LOG に II MOVIE 
(VIDEO 系入カファンクシヨン） 

□□ PRO LOGIC II MUSIC 
(AUDIO 系入カファンクシヨン） 

P.61 

音量（ボ U ュームレべル） 

-煩か） 

P.58 

アコースティックキヤ1」ブレーシヨン E 日 

OFF 

(自動設定を行ラと自動的に 

ALL CH ADJUST モードで ON されます） 

P.67 

デジタルノイズ U ダクシヨン機能 

OFF 

P.68 

ミッドナイト U スニング機能 

OFF 

P.68 

ラウドネス機能 

OFF 

P.69 

トーンコント□ール機能 

BYPASS 

P.69 

オーディオスケーラー機能 

OFF 

P.70 

サウンドディレイ機能 

0.0 frame 

P.70 

スピーカーシステム A/ 巨 

A (Normal System のとき） 

P.66 

マルチチヤンネル入カモード 

OFF 

P.71 

デュアルモノの設定 

ch 1 

P.71 

ビデオセレクト 

VIDEO 系入カファンクシヨン：入カファンクシヨンと同じ 
AUDIO 系入カファンクシヨン： OFF 

P.72 

ディスプレイの日月るさ 

一番明るい 

P.73 


設定オールリセツ 


設定オール U セツトはの手順で実行します。操作は本体フ□ントパネルで巧いまず。 

設定オールリセツトを巧ラと、上記のすべての設定び工場出荷時の状態になりますので 十分ごま意ください。 


の本機わ’; STANDBY モードのときに TONE 
ボタンを押しなび5 STANDBY / ON ボタ 
ンを3秒、];(上押し続ける 



② FL に 「 RESET ?」 と表示された5 T 日 NE - ボタンを押 
し、 「 OK ?」 表示後に T 日 NE + ボタンを押します 



^ メモ 

1ヶ月程度電源コンセントか5電源コードを抜いた状態または主電源を日 FF にしておくと本機で設定した各種設 
定び U セツトされますのでごを意くださし、。 
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オーディオ部 

実用最大出力し EITA 、1 kHz 、 100/〇、8が 

フ n ント . 13日 W +130 W 

センター . 130 W 

サラウンド . 130 W +130 W 

サラウンドバック . 130 W +130 W 

定格出力(ステレオ動作時） 

20 Hz 〜20 kHz 、 日.日9%、 SO 100 W + 1 00 W 
定格出力(サラウンド動作時） 

20 Hz 〜20 kHz 、 日.日9 %、 SO 

フ n ント . 100 W +100 W 

センター .100 W 

サラウンド . 100 W 十100 W 

サラウンドバック . 100 W +100 W 

入力端子(感度/インピーダンス） 

LINE 系 . 33曰 mV /47 kO 

周波数特性 

LINE 系 . 己 Hz 〜1日日 kHz 、 马服 

出力端子（レベル/インピーダンス） 

REC OUT 系 . 33曰 mV /2.2 kO 


、ーンコント n —ル 

BASS . 

TREBLE . 


.+ 目 d 巨(100 Hz ) 
. + 6服 (10 kHz ) 


L 日 UDNESS (ボ U ュームポジション ー4 日 d 巨時） 
. +4服/+2服(100 Hz /10 kHz ) 


SN 比 ( IHF 、 ショートサーキット、 A ネットワーク） 

LINE 系 . 103服 

SN 比 ( EIA 、 1 W (1 kHz )) 

LINE 系 . 83服 

ビデオ部（コンポジット、 S ) 

入力端子(感度/インピーダンス） . 1 Vp - p /75 i 2 

出力端子（レベル/インピーダンス） ....... 1 Vp - p /75 Q 

周波数特性 . 曰 Hz 〜]日 MHz 、 马 d 巨 

SNhh . 色己 d 巨 


コンポーネントビデオ部 

入力端テ(感度/インピーダンス） . 1 Vp - p /75 

出力端子（レベル/インピーダンス） ....... 1 Vp - p /75^2 

周波数特性 . 5 Hz -40 MHz じが B ) 

SNJzt . 巨已 d 巨 


電源部-その他 

電源 . AC 1日 0 V 、 已日/日 OHz 

消費電力(電気用品安全法） . 440 W 

待機時消費電力 .0.8 W 

予備電源コンセント 

連動 . 1 (1 日日 W 最大） 

が形寸法 

..... 420(幅） X 188(高さ） X 4目4(契 fiO mm 
質量 . 1 8.3 k 浸 


付属品 

U モつン . 1 

電源つ—ド ] 

単3おアルカ1)乾電池{；1_1=1目） . 2 

オートセットアップ用マイク . 1 

オートセットアップ用マイクスタンド . 1 

取扱説明書 . 1 

ま全上のごを意 . 1 

保証書 . 1 

修理窓□-ご相談窓□のご案内 . 1 

スピーカーコーションシート . 1 


♦仕様および外観は改良のため予告なく変更すること 
びあります。 
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困ったとを 


と思つた6 


I 巧紐必左 i 

故障かな？と思った5政下を調べてみてください。意外なミスが故障と思われています。また、本機！;^外の原因わ考 


え5れます。ご使用の他の機器および同時に使巧している電気機器もあわせてお調べください。 
政下の項目を調べても直らない場合は、修理を依頼してください（畔 P .97)。 


音について 


r 音び出ない」「音びおかしい」「ノイズび出る」など、音についての疑問や症状です。 


症状 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせても、 

入力端子の接続び正し < ない。 

接続を再確認する。 


音が出ない 

デジタル入力の設定び正しくない。 

設定を修正する。 

P .55 


S に NAL SELECT の入力信号選択び正しく 
ない。 

SIGNAL SELECT ボタンで正しい入力 
信号を選択する。 

P .59 


ミュート状態になっている。 

リモコンでミュートを解除する。 

P .15 


スピーカー出力び OFF になっている。 

SPEAKERS ボタン封甲して 、 ON 
( SP > A ) にする。 

P .66 


MULTI CH IN モードになっている。 

MULTI CH IN を日 FF にして、通常の U 
スニングモードにずる。 

P .71 


音量び下びっている。 

MASTER VOLUME を調整する。 

P .58 

フ □ントス ピーカーじ （ 

列■の音が出ない 

スピーカーシステムの設定びフ□ント ch し:^ 
外すベて N 0になっている。 

スピーカーシステムの設定を修正する。 

P .39 


IJ スニングモードび STERE 0/ D 旧 ECT に 
なっている。 

サラウンド再生用の1」スニングモードを 
選択ずる。 

P .61 

サラウンドバックス 
ピーカーから 音び出な 

サラウンドバックチヤンみレの設定び OFF 
になっている。 

ON を選択する。 

P .65 

い 

サラウンドバックチヤンネ j レの設定び 

AUTO で 「6.1 ch 再生検出信号」の収録さ 
れていないソースを使用している。 

ON を選択する。 

P .65 


サラウンドバックシステムの設定び [Front 
Bi - Amp ] または Second Zone ] になっ 
てし、る 

[Normal System ] を選択する。 

P .33 


スピーカーシステムの設定でサラウンド 
バック ch の設定び N 0になっている。 

サラウンドバック ch の設定を修正ずる。 

P .39 


接続び正しくない（サラウンドバック ch を 

1本のスピーカーで接続していて Rch 側に 
接続している）。 

接続を再確認する（サラウンドバック ch 
を1本のスピーカーで接続しているとを 
は Lch 側に接続する）。 

P .25 

デジタル機器の音び 出 

デジタル接続び正し < ない。 

デジタル接続を再確認する。 

P .24 

ない 

デジタル入力の設定び正しくない。 

デジタル入力の設定を修正する。 

P .55 


S に NAL SELECT の入力信号選択び正しく 
ない。 

接続されているデジタル機器に応じて、 
SIGNAL SELECT ボタンで DIGITAL を 
選択ずる。 

P .59 


デジタル出カレベル調整機能び付いている 
CD プレーヤーなどの場合、デジタル出カレ 
ベルの設定び低ずざる。 

プレーヤーのデジタル出力設定を適切に 
修正ずる。 



DTS 信号び正し < 読み取れない。 

DTS CD の場合は Od 己に設定してくだ 
さい。 



再生ソフトのデジタルフォーマットに対応 
していないプレーヤーである（または対応 
しない設定になっている）。 

対応フォーマットの音声トラックを選択 
する（または対応させる設定にずる）。 


DTS CD のヴーチ中に 
ノイズび出る 

サーチ中に CD に含まれるデジタル情報を 
読み取ってしまラ。 

故障ではありません。サーチ中はアンプ 
の音量を下げ、スピーカーから出る音を 
抑えて < ださい。 


DTS の LD を再生する 
とノイズが出る 

SIGNAL SELECT で ANALOG び選択され 
ている。 

機器を正しくデジタル接続し 、 SIGNAL 
SELECT ボタンで DIGITAL を選択する。 

P .59 

録音ができない 

アナ□グ信号をデジタルで、デジタル信号 
をアナ□グで録音しようとしている。 

アナ□グ信号はアナ□グ録音、デジタル 
信号はデジタル録音のみ可能でず。 

P .73 


コピープ□テクト信号の入ったデジタル信 
号である。 

コピープ□テクト信号の入ったデジタル 
信号は録音することはでをません。この 
場合はアナ□グ接続を行いアナログ録音 
して < ださい。 

P .73 


REC 端子の接続び正しくない。 

正し < 接続し直ず。 

P .23,24 
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困つたとを 


症が 

原因 

対応 

参照 

無 入力でちノイズが 聞 
こ文る 

電源そのちのにノイズび残っている。 

パソコンなどのデジタル機器とたこ足配 
線になっていないか確認する。 


マルチチヤンネルの 
DVD 才ーディオを再生 
したがフ□ントからし 
か音び出ない 

MULTI CH IN 端テで接続したちのではない 
信号を再生している（デジタル PCM 出力な 
ど)。 

MULTI CH IN 端子の接続を再確認し、 
MULTI CH IN ボタンにて再生モードを 
選択ずる。 

P .20,71 

特定の スピーカーから 
音び出ない 

スピーカーシステムの i 受定が N 0になって 
いる。 

スピーカーシステムの設定を修正する。 

R 39 


スピーカーの接続びがれている。 

スピーカーの接続を確認する。 

P .25 


ソフトのサウンドトラックび意図的にその 
よつに録音されている。 

リスニングモードによっては効果音のみ 
出力される場合びあります。 



スピーカーの出カレベル設定がかさい。 

スピーカーの出カレベル設定を上げる。 

R 41 


サラウンドバックシステムの設定で 
[Second Zone ] び選択されているときの 
スピーカーシステムの選択び合っていない。 

スピーカーシステムで 「 A + B 」 または 
旧」にずる。 

P .66 


サブウーファーの接続/再生について 


音についての問題の中でち、特に接続しにサブウーファーについての疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

サブウーファーか 5 音 
が出ない 

サブウーファーあり/なしの設定び[ N 0] 
(なし）に設定されている。 

Speaker Settin 呂]設定を確認して、サ 
ブウーファーの設定を [ Yes ] または 
[ PLUS ] にする。 

R 39 


再生しているソースのシーンや言楽に超低 
域成分 （ LFE チャンネル）び含まれていな 
い。 

すべての場面に超低域成分 （ LFE チヤンネ 
ル）びあるねけではないので、サブウー 
ファーから音び出ていないと感じられるこ 
とびあります。 



接続びがれている。 

サブウーファーの接続を確認して、がれて 
いるとさは接続し直す。 

P .25 


サブウーファー側の電源び OFF になってい 

サブウーファーの電源を確認ずる。 



サブウーファー側の自動スタンバイ機能び 
働いている。 

サブウーファーの機能を確認ずる（詳しく 
はサブウーファーの取扱説明書をご覧くだ 
さぃ。） 


サブウーファーか 6 の 
音びかさい 

低域成分の少ない/ないソースやディスク 
( CD など）を再生している。 

再生しているソースによっては低域成分び 
少なく、サブウーファーからの音び十分で 
ないと感じられることびあります。その場 
合 Speaker Setting ] の設定状況によっ 
ては、サブウーファーからの音をより強調 
した設定を選ぶことをでをまず。 

P .39 


サブウーファー出カレベルの設定値び小さ 
い。 

に hannel Level ] の設定を確認して、適 
切なレベルに調整する。 

P .41 


ノ スピークレベルの設定値びルさい。 

[Bass Peak Level ] の設定を確認して、 
適切なレベルに調整する。 

R 52 


ク□スオーバー周波数の設定がおい。 

に rossover Network ] の設定を確認し 
て、適切なレベルに調整する。 

R 44 


サブウーファー側のボ1」ューム設定び小さ 
い。 

サブウーファーのボ1」ユームレべルを上 
げる。 



映像について 

「映像び出ない」 r メニュー画面の SD 画励び表示されない」など映像についての疑問や症がです。 


症状 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせてち、 
映像が出ない 

TV モニター側の入力切り換え設定が正しく 
ない。 

ソース機器と TV モニターを接続ずるコード 
の種類（整合性）び正しくない。 

TV モニターの取破説明書をお読みにな 
り、正しい入力に切り換えてください。 
正しい接続法に変更ずる。 

P .18 

コンポーネント端子に 
接続したソース機器の 

モニター TV との接続びコンポジット（また 
は S 2) である。 

モニター TV との接続にコンポーネント 
ケーブルを使ラ。 

R 16,17 

映像が出ない 

コンポーネント入力設定び正しくない。 

コンポーネント入力設定を正しく斤う。 

P .56 
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困ったとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

録画びできない 

コンポーネント端子に接続したソース機器 
の映像を録画しよラとしている。 

ソース機器をコンポジット、または S 2 
端子でを接続する。 

R22 


コピープ□テクト信号の入った映像信号で 
ある。 

コピープ□テクト信号の入った映像信号 
は録画することびでをません。 



OUT 端子の接続び正しくない。 

接続を再確認する。 

R22 

セットアップ画面が表 
示されない 

テレビによっては、コンポーネント端子を 
使って接続しているとをにセットアップ画 
面 ( OSD 画画び表示されないものがある。 

カラーバースト設定を OFF にずる。(工場 
出荷時は ON に設定されていまず)。手順 
は、電源スタンバイ時に、フロントパネ 
ルドア内部の RETURN ボタンを巧しな 
びら STAN 己 Y / ON ボタンを巧しまず。 
巧すたびに ON / OFF び切り換わります。 



操作について 

r 操作できない」 r 電源び切れる」など操作時にある疑問や症巧です。 


症状 

原因 

対応 

参照 

大音量で再生したとき 
に電源が切れる 

スピーカーコードの芯線びスピーカー端子 
からはみ出して、1」アパネルに接触してい 
るか、+— び接触し、保護回路び働いてい 
る。 

スピーカーコードの芯線をもラー度しつ 
かりねじり直し、アンプまたはスピー 
カー側のスピーカー端子からはみ出ない 
よラに接続する。 

P.25 


スピーカーの実動作上の最低インピーダン 
スが非常に低いため、保護回路び働いた。 

ボリュームを下げて再生する。 

視聴環境の周波数特性の補正で低域(巨3 

Hz または] 2己 kHz ) のレベルを下げる。 

P.47 



DIGITAL SAFETY 機能を ON にすると、 
さらに数 d 日音量び上げられる場合びあ 
りまず。（スタンバイモード時に 、 SETUP 
ボタンを巧しなびら STANDBY / ON ボ 
タンを巧すと、 D に ITAL SAFETY の 

ON と OFF び切り換わりまず。 


操作ボタンを押してち 
動作しない 

空気び乾燥しているとを、静電気などの影 
響を受けている。 

電源プラグを一度コンセントから外して、 
巧び差し込む。 


リモコン操作ができな 

主電源ボタンが OFF ^ になっている。 

主電源ボタンを ON — にする。 

P.9 

い 

| J = E コンの電池び消耗している。 

電池を交換する。 

P.3 


距離び離れすざている。角度び悪い。 

7 m 政内、左ち 3 Cr _ LU 内で操作する。 

P.11 


途中に信号を遮る障害物びある。 

障害物を取り除< か、操作ずる場所を移 
動ずる。 

P.11 


壁光燈などの強い光び1」モコン信号受光部 
に当たっている。 

リモコン信号受光部に光が直接当たらな 
いよラにする。 

P.11 

他機器をリモコンで操 

プリセットコードの設定が間違っている。 

正しいプ1」セットコードを設定ずる。 

P.74 

作でをない 

電池切れの期間に;><モ U —び消去された。 

ちラー度設定を斤ラ。 


SR 接続をしているの 
に相手機器がリモコン 

接続でコント□ール端子の IN / OUT を間違 
えている。 

正し < 接続し直ず。 

P.29 

で動作しない 

コント□ールコード政外の接続をしていな 
い。 

アナ□グのオーディオコードなどを接続 
する。 

P.29 


他社製品の同用途端テと接続している。 

他社製品の動作はサポートしていません。 


SIGNAL SELECT ボ 
タンを押しても入力が 
DIGITAL にならない 

接続またはデジタル入力の設定び正し<な 
い。 

機器の接続を再確認し、「デジタル入力の 
設定」を正しく修正ずる。 

P.24,55 


MULTI CH IN モードになっている。 

MULTI CH IN を OFF にずる。 

P.71 

己. Ich ソースを再生し 
ているのに、已 .Ich 再 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定び 

OFF になっている。 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定を 

ON にする。 


生されない 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまたは 
DTS 出力設定び OFF になっている。 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまた 
は DTS 出力設定を ON にする。 


DVD 才ーディオを再生 
ずるとプレーヤーには 
日 6kHz と表示される 
が、本機では表示され 
ない 

MULTI CH IN 端子はアナ□グ入力端子なの 
で、デジタル情報を表示することはでさま 
せん。 

故障ではありません。プレーヤーの取扱 
説明書ちご覧ください。 
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困つたとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

曰巨 kHz のソフト 
(DTS 96/24を含む） 

を再生してち表示び 
曰巨 kHz にならなし、 

プレーヤー側で目6けわ出力び OFF になっ 
ている。 

プレーヤーの 96 kHz 出力を ON にずる。 


AMP ERR または 
STANDBY インジケー 
夕一が点滅して自動的 
に電源が切れる 

低周波の過大な入力び持続した。 

本機のアンプ回路び故障です。 

すみやかに使用を停止し、修理を依頼し 
てください。この症状の後に電源の ON / 
OFF を繰り返すのはお止めください。 

P.97 

FAN STOP と点滅し 
自動的に電源が切れる 

後面の放熱孔から異物びひっかかり、ファ 
ンを止めてしまった。 

異物を取り除く。 



放熱用ファンが故障した。 

修理を依頼してください。 

P.97 

OVERHEAT と点滅表 
示したまま音が出なく 
なる 

本機内部の温度び許容値を超えた。 

通風がよくなるように設置を変える。 

一度電源を切り、冷えてから使用ずる。 


THDCTNG と点滅し 
自動的に電源が切れる 

温度検出用部品（ヴーミスタ）の故障です。 

修理を依頼してください。 

R97 


イジジケーター/表示について 


操作中のインジケーター表示などの疑問や症状をまとめました。 


おが 

原因 

対応 

参照 

圧縮デジタル*のソフ 

デジタル接続び正し < ない。 

接続を再確認する。 

P.24 

卜を再生してち、対応 
ずるインジケーターが 
点灯しない 

デジタル入力の設定び正しくない。 

デジタル入力の設定を正しく斤ラ。 

P.55 

S に NAL SELECT の入力信号選択び正しく 
ない。 

SIGNAL SELECT ボタンで正しい入力 
を選択する。 

P.59 


プレーヤーが停止か一時停止になっている。 

再生を開始する。 



プレーヤーの音声出力設定び間違っている。 

プレーヤーの音声出力設定を各フォー 
マットに対応するよラ修正する。 



再生しているトラツクび PCM などになって 
いる。 

プレーヤーの音声切り換え機能で圧縮デ 
ジタル*の音声を選択ずる。 


圧縮デジタル*のソフ 
卜を再生してちずべて 
のプ□グラムフォー 
マツ トインジケーター 
び点灯しない 

収録フォーマツトび已 .1 巳 h (または re.ich 
再生検出信号」対応）ではない。 

故障ではありません。再生しているソフ 
卜のパッケージをご確認ください。 


圧縮デジタル*のソフ 
卜を再ましてち、 

デジタル信号び入力されていない。 

SIGNAL SELECT ボタンで AUTO また 
は DIGITAL を選ぶ。 

P.59 

皿 DIGITAL または 

DTS などの表示にな5 
なし、 

ソフトの音声び 2 ch フォーマツトである。 

故障ではありません。再生しているソフ 
卜のパッケージをご確認ください。 


ドルビーサラウンドエンコードされたソフ 
卜である。 

故障ではありません。再生しているソフ 
卜のパッケージをご確認ください。 


Surround EX (または 
DTS ES) ソフト再生 
時に、サラウンドバツ 
クチャンネルの設定を 
AUTO にしてち EX 
(または ES) デコード 
しない 

re.ich 再生検出信号」が記録されていない 
(劇場公開時と DVD 収録時はまれに違ラ場 
合びあります）。 

サラウンドノくックチャンネ j レの設定を 

ON にする。 

P.65 

Surround EX (または 
DTS ES) ソフトを再 
生中、 S し S、SR© 
インジケーターは点灯 
ずるび、 EX (または 
ES) デコードしない 

IJ スニングでードび正しくない。 

サラウンドノくックチャンネ j レの設定を 

ON に変更し、 U スニングモードをサラ 
ウンドにして再生する。 

R 61,65 


圧縮デジタル*:ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AAC などの総称として使用します。 


困 

ご 

た 

と 

を 
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困ったとを 


才ートセツトアップ(音場補正）について 


サラウンドの自動設定 (Auto Settin 旨)のときにある疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

音場補正の才ート設定 
を何度巧ってもエラー 
になる 

マイクとスピーカーとの間に障害物がある。 

障害物を移動させる。 


測定結果のサブウー 
ファ ーの距離が実際の 
距離より長い 

サブウーファー巧部□ーパスフィルターの 
遅延特性の影響で再生音にディレイがか 
かつている。 

MCACC では、こういった遅延特性を考 
慮したラえで距離を特定して正確なディ 
レイ時間を設定するよラにしていまず。 


スピーカーの大、ル設 
定が誤った設定になる 

耳に聞こえにくい周波数の騒音びある。 

エアコンなどモーターを使用した機器の 
電源を切ってみる。 


音場捕正したが、音が 
おかしい 

スピーカー端テの位相が反転している （+/ 
一び 逆)。 

正しく接続ずる。 

P .25 


自動設定時における OSD 画面のメッセージの意味 


「Connect Microphone」 ： 

SETUP M に巧ジャックに付属のマイク内蔵 U モコンを接続してくださし、。 

「Too much amoient noise」 ： 

周辺の騒音び大きすざ、測定に誤差び生じる可能性びあ0ます。 

-エアコンなどモーターを使巧した機器や超音波ねずみ駆除装置などの電源を一時的に日 FF にするか遠ざけるな 
どの処置を行ってみてください。 

-周囲び比較的静かな時間帯にわラー度や0直して<ださい。 

「Check Microphone」 ： 

マイクからテスト信号び検出でさなくなりました。 

. オートセットアップ巧マイクの接続や接続コードの断線をチェックしてください。 

-スピーカーび正しく接続されているか確認してください。 

-測定中はできるだけボ U ュームを変化させないでくださし、。 

「Don’t change volume」 ： 

測定精度び落ちる可能性びあるため、でさるだけボ U ュームを変化させないでください。 

「ERR」 ： 

Speaker Level 測定後の丫 es / No 加 eck 判定で、し^(下のような間違った接続を検出しました。 

-フ□ント、サラウン问こ表示された；スピーカーが L / R の片方しか検出されませんでした。 

-サラウンド 「 NO 」、 サラウンドバック 「 ERR 」 の場合：サラウンドの接続は検出されずサラウンドバックの接続び 
検出されました。 

-サラウンドバック （1 本接続時)の場合 ： R ch 側か5検出しました （1 体のみ接続するときは、 Lch 側を使用してく 
ださし、)。 

rAttention Subwoofer output level is too low Turn volume up on subwoorer」： 

[丫 ES ] と設定したサブウーファーの出力信号び検出でさません。サブウーファー本体の電源を確認しボリュームを適 
正値に上げてください。 

•上記を確認したうえ、 [ Retry ] または [Go Next ] を選び、決定してください。 
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保証とアフターサービス 


困ったとを 


保証書(別添） 


連絡していただをたい内容 


保罰書は、必ず r 販売店名-購入曰」などの記入を確か 
めて販売店か5受け取っていたださ、内容をよ<お読 
みのうえ、大切に保管してください。 


[ 保証期間はご購入曰か S 1年間でず。 


巧修用性能部品の最ほ巧有期聞 

当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち切り後 
最低8年間保有しています。性能部品とはその製品の機 
能を維持するために必要な部品です。 

修埋に関するご質問、ご相談 I 

お買い求めの販売巧へご相談-ご依頼<ださし、。 

修埋を依巧をれるとを 

修理を依頼される前に取扱説明書の「故障かな？と思つ 
た5」の項目をご確認ください。それでも異常のあると 
をは、必ず電源プラグを抜いてから、販売店へご依頼 
ください。ご転居されたり、ご贈答品などで、お買い 
まめの販売店に修理のご依頼びでさない場をは、別添 
の「修理窓口 -ご相談窓□のご案内」をご覧にな0、修 
理受付センターにご相談 < ださし、。 


参ご住所 
参お名前 
参電話番号 

参製品名： AV マルチチヤンネルアンプ 
参型番： VSA - AX 3 
参お買い上げ曰 

• 故障または異常の内容(でさるだけ詳しく） 

• 訪問ご希望曰 

• ご自宅までの道順と目標(建物や公園など） 

■ 保証期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書に 
記載されている当社の保証規定に基づさ修理いたしま 
す。 

■ 保話期間が過ぎているときは： 

修理すれば使用できる製品については、ご希望により 
有料で修理いたします。 


愛情点巧 


口 


長年ご使用のオーディオ製品の点検をおずず 
めいたしまず。こんな症状はありませんか？ 

-電源コードや電源プラグび異常に熱くなる。 
-電源コードにさけめやひび割れびある。 

-電気び入ったり切れたりずる。 

-本体か6異常な音、熱、臭いびずる。 




故障や事故防止のためずぐに使 
用を中止し、電源プラグをコンセ 
ントか5巧を、「な証とアフター 
サービス」（上記）をお読みの上、 
修理受付センター（裏表紙）に点 
検をご依頼ください。 




お手入れについて 

通常は柔6かいなで空おきしてください。ミちれがひどい場合は水で已〜日倍に薄めた中性洗剤 
に柔らかい巧を浸してよく絞った後、ミちれを拭き取り、その後乾いた布で拭いてください。 
アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などが付着すると、印刷、塗装などがはげること 
がありますのでご注意<ださい。また、化学ぞラさん等をお使いの場をは、化学ぞラさん等 
に添付のを意事項をよくお読みください。 



音のエチケット 

楽しい音楽を時と場所によっては気になるをのです。隣近所への思いやりを十分にいたしま 
しよラ。 

ステレオの音量は、責ちのむがけ次第で大きくをルさくをなります。 

とくに静かな夜間にはルさな音でち通りやすいちのです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を配 
りましよラ。近所へ音が漏れないよラに窓を閉め、お互いにむを配り、快い生活環境を守り 
ましよつ。 
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39,44 
65 
い…. 72 


SPEAKER A / 巨 (SP SYSTEM A / 己) 
Speaker Distance ... 

Speaker Setting . 

STEREO . 

Suit 巨 ack System .... 

Surround Setup . 

System Setup . 

THX CINEMA . 

THX CINEMA Setup 

THX Speaker . 

VIRTL SB . 

V 二（ビデオセレクト）.. 


MUSICAL . 

Neo : 已 CINEMA 
Neo : 已 MUSIC ., 


記号-数字順 


已 -D THE 冉 TER .61 

已 CH STEREO .62 

7 -D THE 冉 TER .61 

7 CH STEREO .62 

96 kHz . 已9,86 

□□PL II MOVIE .61 

□□PL II MUSIC . 巨2,64 

□□PRO LOGIC .61 

+ VSB . 已已 


OSD (メニュー画面） .9,32 

PANORAMA .64 

REMOTE SETUP .74 〜 84 

ROCK .62 


JAZZ .62 

MC 冉仁 C .6 

MONOFILM .61 

MOVIE .66 

MPEG -2 冉冉 C .86 

MULTI CH IN ( INPUT ). 20,23,7] 


Auto Setting . 

Bass Peak Level . 

CENTER WIDTH . 

CHAMBER . 

Channel Level . 

CLASSICAL . 

Component-In Select 
Crossover Network ... 


DELAY .70 

Dial . Norm .85 

Digital-In Select . 已已 

DIMENSION .64 

D 旧 E 仁 T .61 

DOLBY .85 

DRAMA .61 

D-Range Control . 已 3 

DTS .86 

DUAL MONO .71 

DVD オーディオ . 20,71 

EFFECT .63 

Expert .43 

Fine Channel Delay .46 

Fine Channel Level .45 

Function Rename . 已 7 

Hi - BIT/SAMPLING .70 

Input Assign . 已已 


五十音順 

アナ□グ . 23,59 

オートセッ S アップ . 8,34 

胃場補正 . 31 

ク□スオーバー周波数 . 40,44 

工場出荷時の設定（初期設定） . 90 

サラウンドモード （ U スニングモード） . 61 

周波数（特性） . 31，47 

初期化（リセット、クリア） 

本体 . 90 

U モつン . 84 

初期設定（工場出荷時の設定） . 90 

スピーカーシステム A/B . 巨巨 

接続コード/ケーブル . 16 

ディスプレイ . 13,73 

デジタル . 24,巳日，8已 

デュアルモノ . 71 

バイアンプ接続 . 28 

バイワイヤ接続 . 28 

フロントパネル . 11 

へッドホン . 72 

U ァパネル . 16 

IJ スニングモード . 60,6] 

U モつン . 3，14 

アルファベット順 

Acoustic Cal EQ . 31,47,67 


さ < いん 


本機を操作するとさのをな用語や表示をまとめました。参照ページに進むとそれぞれに関連する情報びあります。 


629133714 
巨43巨3已已巨已 


3 3 


612 
巨巨巨 


42421264 
3己6646已4 
8 -------- 
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製品のご購入や取り扱いについてのご相談窓口 


参パイオニア•カスタマーヴポートセンター （全国共通フリーフォン） 

受付月曜〜金曜日： 30〜17: 00、±曜日： 30〜12: 00、13: 00〜17: 00 (日曜•祝日•弊社休日は除く） 

家庭用才ーディオ/ビジュアル製品のご相談窓口 y 0070-800-8181-22 
カタ□グのご請求窓口 y 0070 -800-81 81 -33 

ファックス 03-3490-5718 

<ごを意> 

フ U - フオンは、 PHS 、 携帯電話、自動車電話、列車公 
衆電話、舶舶電話、ピンク電話および海がからの国際電話 
ではご利巧になれません。あらかじめご了承ください。 

http :// www . pioneer . co . jp / support / 
http :// www . pioneer . co . jp / support / ctlg / index.html 


パイオニアホームページでのご案内 

お問い含わせ先のご案内 

カタ n グ請求と^ 一レサービス登録のご案内 


部品のご購入についてのご相談窓口 

付属品（リモコン•取扱説明書など）のご購入や、補修用性能部品（修理使巧部品）に関するご相談についてはパイオニ 
ア部品受ミ主センターにご相談ください。部品の交換方法などの技術相談につきましては下記のパイオニア修理受付セン 
夕一にご相談ください。 


• パイオニア部品受注センター 

受付月曜〜金曜日： 30〜18: 00、±曜日： 30〜12: 00、13: 00〜17: 00 (日曜•祝日•弊社休日は除く） 

電話（フリータイアル） ：函0120 -5-81095 

一般電話 0538-43-1161 フリーダイアルは、携帯電話， PHS ではご利 

ファックス（フリーダイアル）：画 0120 -5-81 096 用になれません。あらかじめご了承くださし、。 


修理のご依頼/修理についてのごホ目談窓口 

修理を依頼される前に取扱説明書の r 思った通りに動かないとさは」の項目をご確認ください。それでも異甫のある時は、 
必ず電源プラグを抜いてか!5、ご購入店へご連絡<ださい。 

ご購入店びわからないとさやおおくにないとさは、バイオニア修理受付センターへご相談<ださい。（か縄県を除く） 

参 パイオニア修理受付センター （ホ縄県を除く全国） 

受付月曜〜金曜9: 30〜18: 00、±曜9:30~1吕：00、 13:00-17:00 (日曜•祝日•弊社休日は除く） 

日曜■祝日9： 30-12: 00,13: 00〜18: 00 (プラズマディスプレイのみ受付） 

ゴー•(（イオニア 

電話（フ U - ダイアル） ：函0120 -5-81 028 
一般電話 03-5496-2023 

ファックス（フ U - ダイアル）： 画 0120-5-81029 

参沖縄ヴー ビス ステーシヨ ン （ミ中縄県のみ） 

受付月曜〜金曜9 : 30~18 : 00化曜■日曜•祝日’醉社休日は除く） 

一般電話 098-879-1910 

ファックス： 098-879-1352 


局調;皮カイドフイン適合品 


<ごま意> 

フリーダイアルは、携帯電話、 PHS ではご利用にな 
れません。あ6かじめご了承<ださい。 
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